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－  A  －

序　　　　文

多賀城跡調査研究所は、ত࿨44（1969）年の設立以དྷ、特別史跡多賀城跡附寺跡の発掘調査事ۀ

とڥ؀整උ事ۀをܧଓ的に実施して͍·͢。発掘調査によってݹ代多賀城のྺ史的特࣭とͦのՁ஋を

ղ明し、ͦの成果を΋とにڥ؀整උ事ۀを実施͢ることで、特別史跡多賀城跡附寺跡が多くのདྷ๚者

にとって਌しみや͍͍͢ܜの৔となる史跡ެԂを目ࢦして͍·͢。

発掘調査事ۀは、第11次５ϱ年計画５年目の調査として２地点の調査を実施し·した。１地点目

は৽西ٱอ地区にお͍て、外郭西辺の構造と変遷のղ明を目的と͢る第98次調査を実施し·した。

ͦの݁果、政庁第Ⅲ期から第Ⅳ期の区画施設である材木塀とͦれに伴う整地に３時期の変遷があり、

Ұ番৽し͍材木塀は灰白色火山灰降下後に構築されたことを確認し·した。過去の調査と合わせて、

西辺のղ明をਐΊるたΊの貴重な成果が得られ·した。

２地点目は、多賀城政庁地区北方にお͍て、ࡢ年౓にҾきଓき遺構の構成と時期の把握を目的と͢

る第99次調査を実施し·した。ͦ の݁果、第Ⅲ期のେܕ掘立柱建物のશମ૾が明らかになるとと΋に、

ͦのഇઈ後には竪穴遺構に࡞りସ͑て、େ規模な鍛冶޻๪がӦ·れて͍たことが判明し·した。政庁

北側の࢖われ方をղ明͢るう͑で貴重な成果となり·した。

地方૑生実施計画ʱの重点・ڵ෮ࡂは、宮城県の૯合計画ʰ宮城のকདྷϏδϣϯ・਒ۀ整උ事ڥ؀

事ۀにҐஔ付けられ、ʮ多賀城૑建1300年記೦重点事ۀʯとして実施して͍·͢。政庁南面地区をର

৅とした第11次５ϱ年計画̐年目の事ۀとして΋Ґஔ付けており、城前׭ᦰにおけるઆ明൘設ஔや

ுࣳ౳を行っており·͢。多賀城૑建1300年の記೦の年にあたるྩ࿨６（2024）年をܴ͑、·΋な

くશ面ڙ用を։࢝͢るݟ௨しで͢。今後΋、؅ཧஂମである多賀城市と࿈ܞし、ਪਐして͍きた͍と

。͢·て͍͑ߟ

ຊ書のץ行にあたり、日頃より͝ࢦಋ͍た͍ͩて͍·͢多賀城跡調査研究ҕһձのॾઌ生、จԽ庁、

多賀城市およͼ多賀城市ڭҭҕһձ、調査と整උ事ۀにରして͝ࢧԉ͍たͩき·したօ༷方にରし、

所һҰಉਂくँײをਃし্͛·͢。

ྩ࿨６年３月

宮城県多賀城跡調査研究所

所௕　٢ 野　  ෢
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例　　　　言
１ɽຊ書は、ྩ࿨５年౓に実施した多賀城跡第98・99次調査の成果と多賀城跡ڥ؀整උ事ۀ、多賀城関࿈遺跡発掘調査事ۀ、

関࿈研究事ٴී、ۀ活ಈの֓要౳を収࿥した΋のである。

２ɽ౰研究所の発掘調査とڥ؀整උ事ۀに͍ͭては、多賀城跡調査研究ҕһձにおける৹ٞとঝ認に基づ͍て実施して͍る。

３ɽ測ྔ原点に͍ͭては政庁ਖ਼఼਎ࣷ南側柱ྻதԝに埋ඪし、この原点と政庁南໳のத৺を݁Ϳઢを南北の基準ઢと͢る࠲ඪ࣠

をఆΊて͍る。南北の基準ઢはਅ北にରしておよͦ1°04′東にภして͍る。政庁ਖ਼఼と政庁南໳の測ྔ基準点の平面௚֯࠲

ඪ（第ᶠ系）の࠲ඪ஋は、東日ຊେ਒ࡂ後（平成24年）に実施した再測ྔの成果から以下のとおりである。

　　　ਖ਼఼　　世界測地系　　X࠲ඪɿ-187968�3530̼、:࠲ඪɿ13560�4850̼、ඪ高ɿ32�964̼

　　　南໳    　世界測地系　　X࠲ඪɿ-188037�4930̼、:࠲ඪɿ13559�3150̼、ඪ高ɿ29�799̼

̐ɽຊ書における遺構のҐஔのද記に͍ͭては、測ྔ原点から平面௚֯࠲ඪ্の東西南北方޲のڑ཭	̼
でࣔして͍る。

　　　ྫɿ8 ５ ʹ 原点から西に５̼、S ３ ʹ 原点から南に３̼

５ɽຊ書で࢖用した遺構記号は、SBɿ掘立柱建物、S*ɿ竪穴建物、S,ɿ土坑、S%ɿ溝、SXɿ切土・整地層・竪穴遺構・炉、1ɿ

柱穴・ϐοτである。 

６ɽ土色は、খ山ਖ਼஧・஛原ल༤ʰ৽൛ඪ準土色஽17൛ʱ日ຊ色研事ࣜגۀձࣾ（1996年）に΋とづく。

̓ɽ瓦の෼ྨ基準はʰ多賀城跡 政庁跡 ຊจ編ʱによる。

８ɽ白磁の෼ྨ・年代؍に͍ͭては、宮城県ڭҭ庁จԽࡒ՝の高ࢯಁڮ、鍛冶炉の調査にࡍしては、（ެࡒ）෱島県จԽৼࡒڵ

ஂのೳొ୩એࢯ߁にࣔ͝ڭ௖͍た。

９ɽ౰研究所のץ行物に͍ͭては、h 多賀城跡 政庁跡 ຊจ編ʱをʰຊจ編 、ɦh 多賀城跡 政庁跡 ิ遺編ʱをʰิ遺編 、ɦh 多賀城

跡　外郭跡Ⅰr南໳地区-ʱをʰ外郭Ⅰ 、ɦh 多賀城跡　政庁南面地区r城前׭ᦰ遺構・遺物編-ʱをʰ南面Ⅰ 、ɦh 多賀城跡　政

庁南面地区Ⅱr城前׭ᦰ૯ׅ編-ʱをʰ南面Ⅱ 、ɦh 多賀城跡　政庁南面地区Ⅲr政庁南େ࿏・南北େ࿏-ʱをʰ南面Ⅲ 、ɦh 多賀

城施釉陶磁器ʱをʰ施釉陶磁器ʱとུ記͢る。·た、h 宮城県多賀城跡調査研究所年報ʱに͍ͭてはʰ年報2022ʱと記し、

ෳ਺の年報の৔合はʰ年報1972・2019ʱと記͢。 

ø÷ɽຊ調査で得たࢿྉに͍ͭては、宮城県ڭҭҕһձでอ؅して͍る。

øøɽຊ書の内༰のҰ部に͍ͭては、h 第99次調査ݱ地આ明ձࢿྉ 、ɦh ྩ࿨５年౓宮城県遺跡調査成果発දձࢿྉ集 、ɦh 第50回ݹ

代城柵׭ᦰ遺跡検討ձࢿྉ集ʱで঺հして͍るが、ຊ書の内༰が༏ઌ͢る。 

øùɽຊ書の整ཧは、遺物を、初鹿野博之・村ాߊҰ・鈴木貴生・ࣲాとみ٠・ࢠ஑ຎ໹、遺構を、初鹿野・鈴木・٠஑が୲౰した。

øúɽຊ書のうち、Ⅱの３はݹ代の৿研究ࣷの٢川ণ৳٢・ࢯ川ॱࢯࢠにࣥච͍た͍ͩた。ଞは所һで討ٞと検討を行͍、Ⅰ・Ⅱ

の１と２およͼⅢを初鹿野・鈴木、Ⅳを鈴木、ᶛをશ所һがࣥචし、関口重樹・初鹿野・鈴木が編集した。

調 査 要 項
　　　　　多賀城跡第98・99次調査の発掘調査・整ཧମ੍、調査期間、調査面積౳は下記のとおりである。

　　　　　　調査主ମ　　宮城県ڭҭҕһձ（ڭҭ௕　ࠤ౻༃඙）　

　　　　　　調査୲౰　　宮城県多賀城跡調査研究所（所௕　٢野　෢）

　　　　　　調 査 һ　　初鹿野博之・ాݹ࿨੣・村ాߊҰ・鈴木貴生・໼内խ之

　　　　　　調査期間　　第98次ɿྩ࿨５年５月15日～ྩ࿨５年11月30日

　　　　　　　　　　　　第99次ɿྩ࿨５年̓月３日～ྩ࿨５年11月28日

　　　　　　調査面積　　第98次ɿ約330㎡　第99次ɿ約300㎡

　　　　　　調査ࢀՃ者　市川়ڿ・ҏ౻ཽࢯ・ࢠՈխ෉・Ԭຊರࢠ・༫　ਗ਼ࠤ・ࢤ౻༗Ղ利・鈴木޾෉・ঋ　ࡾ・࢘޹Ӝૣබ

　　　　　　　　　　　　（多賀城跡調査研究所ձ計年౓೚用৬һ）

ᯖ（東北େ学）߃৫・∁野ຝਓ・௴野ஐ之・ඉ口ཅଠ・࿊ࢻʑ木੖・鈴木ࠤ　　　　　　　　　　　　

　　　　　　整ཧࢀՃ者　ࣲాとみ٠・ࢠ஑ຎ໹（多賀城跡調査研究所ձ計年౓೚用৬һ）
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例　　　　言
１ɽຊ書は、ྩ࿨５年౓に実施した多賀城跡第98・99次調査の成果と多賀城跡ڥ؀整උ事ۀ、多賀城関࿈遺跡発掘調査事ۀ、

関࿈研究事ٴී、ۀ活ಈの֓要౳を収࿥した΋のである。

２ɽ౰研究所の発掘調査とڥ؀整උ事ۀに͍ͭては、多賀城跡調査研究ҕһձにおける৹ٞとঝ認に基づ͍て実施して͍る。

３ɽ測ྔ原点に͍ͭては政庁ਖ਼఼਎ࣷ南側柱ྻதԝに埋ඪし、この原点と政庁南໳のத৺を݁Ϳઢを南北の基準ઢと͢る࠲ඪ࣠

をఆΊて͍る。南北の基準ઢはਅ北にରしておよͦ1°04′東にภして͍る。政庁ਖ਼఼と政庁南໳の測ྔ基準点の平面௚֯࠲

ඪ（第ᶠ系）の࠲ඪ஋は、東日ຊେ਒ࡂ後（平成24年）に実施した再測ྔの成果から以下のとおりである。

　　　ਖ਼఼　　世界測地系　　X࠲ඪɿ-187968�3530̼、:࠲ඪɿ13560�4850̼、ඪ高ɿ32�964̼

　　　南໳    　世界測地系　　X࠲ඪɿ-188037�4930̼、:࠲ඪɿ13559�3150̼、ඪ高ɿ29�799̼

̐ɽຊ書における遺構のҐஔのද記に͍ͭては、測ྔ原点から平面௚֯࠲ඪ্の東西南北方޲のڑ཭	̼
でࣔして͍る。

　　　ྫɿ8 ５ ʹ 原点から西に５̼、S ３ ʹ 原点から南に３̼

５ɽຊ書で࢖用した遺構記号は、SBɿ掘立柱建物、S*ɿ竪穴建物、S,ɿ土坑、S%ɿ溝、SXɿ切土・整地層・竪穴遺構・炉、1ɿ

柱穴・ϐοτである。 

６ɽ土色は、খ山ਖ਼஧・஛原ल༤ʰ৽൛ඪ準土色஽17൛ʱ日ຊ色研事ࣜגۀձࣾ（1996年）に΋とづく。

̓ɽ瓦の෼ྨ基準はʰ多賀城跡 政庁跡 ຊจ編ʱによる。

８ɽ白磁の෼ྨ・年代؍に͍ͭては、宮城県ڭҭ庁จԽࡒ՝の高ࢯಁڮ、鍛冶炉の調査にࡍしては、（ެࡒ）෱島県จԽৼࡒڵ

ஂのೳొ୩એࢯ߁にࣔ͝ڭ௖͍た。

９ɽ౰研究所のץ行物に͍ͭては、h 多賀城跡 政庁跡 ຊจ編ʱをʰຊจ編 、ɦh 多賀城跡 政庁跡 ิ遺編ʱをʰิ遺編 、ɦh 多賀城

跡　外郭跡Ⅰr南໳地区-ʱをʰ外郭Ⅰ 、ɦh 多賀城跡　政庁南面地区r城前׭ᦰ遺構・遺物編-ʱをʰ南面Ⅰ 、ɦh 多賀城跡　政

庁南面地区Ⅱr城前׭ᦰ૯ׅ編-ʱをʰ南面Ⅱ 、ɦh 多賀城跡　政庁南面地区Ⅲr政庁南େ࿏・南北େ࿏-ʱをʰ南面Ⅲ 、ɦh 多賀

城施釉陶磁器ʱをʰ施釉陶磁器ʱとུ記͢る。·た、h 宮城県多賀城跡調査研究所年報ʱに͍ͭてはʰ年報2022ʱと記し、

ෳ਺の年報の৔合はʰ年報1972・2019ʱと記͢。 

ø÷ɽຊ調査で得たࢿྉに͍ͭては、宮城県ڭҭҕһձでอ؅して͍る。

øøɽຊ書の内༰のҰ部に͍ͭては、h 第99次調査ݱ地આ明ձࢿྉ 、ɦh ྩ࿨５年౓宮城県遺跡調査成果発දձࢿྉ集 、ɦh 第50回ݹ

代城柵׭ᦰ遺跡検討ձࢿྉ集ʱで঺հして͍るが、ຊ書の内༰が༏ઌ͢る。 

øùɽຊ書の整ཧは、遺物を、初鹿野博之・村ాߊҰ・鈴木貴生・ࣲాとみ٠・ࢠ஑ຎ໹、遺構を、初鹿野・鈴木・٠஑が୲౰した。

øúɽຊ書のうち、Ⅱの３はݹ代の৿研究ࣷの٢川ণ৳٢・ࢯ川ॱࢯࢠにࣥච͍た͍ͩた。ଞは所һで討ٞと検討を行͍、Ⅰ・Ⅱ

の１と２およͼⅢを初鹿野・鈴木、Ⅳを鈴木、ᶛをશ所һがࣥචし、関口重樹・初鹿野・鈴木が編集した。

調 査 要 項
　　　　　多賀城跡第98・99次調査の発掘調査・整ཧମ੍、調査期間、調査面積౳は下記のとおりである。

　　　　　　調査主ମ　　宮城県ڭҭҕһձ（ڭҭ௕　ࠤ౻༃඙）　

　　　　　　調査୲౰　　宮城県多賀城跡調査研究所（所௕　٢野　෢）

　　　　　　調 査 һ　　初鹿野博之・ాݹ࿨੣・村ాߊҰ・鈴木貴生・໼内խ之

　　　　　　調査期間　　第98次ɿྩ࿨５年５月15日～ྩ࿨５年11月30日

　　　　　　　　　　　　第99次ɿྩ࿨５年̓月３日～ྩ࿨５年11月28日

　　　　　　調査面積　　第98次ɿ約330㎡　第99次ɿ約300㎡

　　　　　　調査ࢀՃ者　市川়ڿ・ҏ౻ཽࢯ・ࢠՈխ෉・Ԭຊರࢠ・༫　ਗ਼ࠤ・ࢤ౻༗Ղ利・鈴木޾෉・ঋ　ࡾ・࢘޹Ӝૣබ

　　　　　　　　　　　　（多賀城跡調査研究所ձ計年౓೚用৬һ）

ᯖ（東北େ学）߃৫・∁野ຝਓ・௴野ஐ之・ඉ口ཅଠ・࿊ࢻʑ木੖・鈴木ࠤ　　　　　　　　　　　　

　　　　　　整ཧࢀՃ者　ࣲాとみ٠・ࢠ஑ຎ໹（多賀城跡調査研究所ձ計年౓೚用৬һ）
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Ｉ．調査研究事業の計画

౰研究所では、特別史跡多賀城跡附寺跡の発掘調査とڥ؀整උ、多賀城関࿈遺跡の発掘調査なͲの

事ۀを、多賀城跡調査研究ҕһձの৹ٞとঝ認の΋とで５ϱ年計画を立Ҋして行って͍る（第１ද）。

ྩ࿨５年౓は、多賀城跡発掘調査第11次５ϱ年計画５年次目の事ۀとして、外郭西辺の৽西ٱอ

地区をର৅に第98次調査、政庁北側の政庁地区北方をର৅に第99次調査を実施した（ਤ൛１、第２

ද）。·た、ڥ؀整උ第11次５ϱ年計画̐年次目の事ۀとして政庁南面地区のઆ明൘設ஔやுࣳ޻౳

を、多賀城関࿈遺跡発掘調査第８次５ϱ年計画５年次目の事ۀとしてେ崎市େ٢山瓦༼跡の第３次調

査を実施した。

以下、ຊ書では主に多賀城跡第98・99次調査の内༰を記し、ͦのଞの今年౓の事ۀの֓要に͍ͭ

ては付ষでड़΂る。

名　　　　ࢯ 　所　　　　　ଐ ઐ໳෼野
ҕһ௕ ৴　　౻ࠤ 東ژେ学名༪ڭत 代史学ݹ

副ҕһ௕ ౻ᖒ　　ರ
東北େ学学術ݯࢿ研究ެ։ηϯλー௕・૯合学術
博物ؗڭत

学ݹߟ

ҕ　һ খ野　݈٢ େޫ؍ࡕେ学ڭत ఉԂ史学

ҕ　һ ೫生　ాࠇ ஜ೾େ学ڭत 造Ԃ学

ҕ　һ ᓎҪ　Ұ໻ 東北学Ӄେ学ڭत 建築σβΠϯ学

ҕ　һ ʑ木༝߳ࠤ ۚ୔େ学ݹ代จ明・จԽݯࢿ学研究所特೚।ڭत ২物学

ҕ　һ ౻Ҫ　恵հ 東ژେ学名༪ڭत 建築史学

ҕ　һ ࢠ੉奈௡ݹ お஡のਫঁࢠେ学名༪ڭत 代史学ݹ

ҕ　һ ງ　　　༟ 東北େ学େ学Ӄڭत 代史学ݹ

ҕ　һ ຊத　　ᚸ ಠ立行政๏ਓ国立จԽࡒ機構奈良จԽࡒ研究所௕ 造Ԃ学

ୈ̍දɹଟլ৓੻調査研究ҕһձҕһ（任期：令和５年４月１日～令和７年３月31日）

年　౓ 次਺ 発 掘 調 査 ର ৅ 地 区 発掘面積 調　査　の　目　的

平成31 ʗ
ྩ࿨ݩ年

93次
外郭北西۱

（ؙ山・৽西ٱอ地区）
300㎡

外郭北西۱の区画施設と付ଐ施
設の確認

ྩ࿨２年 94次 政庁地区北方 600㎡ 政庁北西側ٰྕ部の遺構の確認

ྩ࿨３年 95次 政庁地区北方 700㎡ 政庁北西側ٰྕ部の遺構の確認

ྩ࿨̐年
96次 政庁地区北方 280㎡

政庁北・北西側の୔状地ܗにお
ける遺構の確認

97次 外郭南辺（ࡔ下地区） 150㎡
第Ⅰ期外郭南໳西側の区画施設
の確認

ྩ࿨５年
98次 外郭西辺தԝ部（৽西ٱอ地区） 330㎡ 外郭西辺区画施設の確認

99次 政庁地区北方 300㎡
政庁北・北西側の୔状地ܗにお
ける遺構の確認

ୈ̎දɹଟլ৓੻ൃ۷調査ୈ��࣍̑ϱ೥計画（実績）
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Ⅱ．第98次調査

̍ɽ調査ͷ໨తͱܦա
ʢ̍ʣ໨త

外郭西辺の区画施設における調査ࢿྉの஝積を目的として、外郭西辺の৽西ٱอ地区を調査ର৅地

とした（ਤ൛１）。外郭西辺をର৅とした調査には、第10・17・33・46・47・93次調査がある（ਤ

൛２）。これらは、西辺北୺部のٰྕを調査した第17・93次調査、西辺தԝ部の௿࣪地をର৅とした

第10・47次調査、西辺南部のٰྕをର৅とした第33・46次調査に෼かれる。

ʲୈ��・��࣍調査 　r西辺北୺のٰྕでは、３時期の築地塀（第17次ɿSF220AˠBˠC、第93次ɿ

SF220BˠCˠD）を検出した（h 年報1972・2019 ）ɦ。重ෳ関܎౳から、第93次SF220Bは第17次

SF220Bに、第93次SF220C・Dは第17次SF220CにରԠ͢る。年代は、重ෳ関܎や出土遺物౳から

SF220Aが第Ⅲ期以前、SF220B（SF220B）が第Ⅲ期、SF220C（SF220C・D）が第Ⅳ期と͑ߟられる。　

第93次調査では、区画施設に伴う遺構として、৽たに外郭西北໳（SB3400）を検出した。໳はീ

。໳で、２時期の変遷があり、掘立ࣜ（SB3400A）からૅ石ࣜ（SB3400B）に建てସ͑られて͍る٭

時期はSB3400Aが第Ⅲ期、SB3400Bが第Ⅳ期と͑ߟられる。これにより、第Ⅲ期以降の多賀城の外

郭西辺には、後ड़͢る西໳と西北໳の南北２Օ所に໳が設ஔされて͍たことが判明した。

これらの΄か、第Ⅱ期以前のՄೳੑがあるSX3385整地層、第Ⅲ期の外郭区画施設と͑ߟられる

SA3401材木塀とͦれに伴うSX3386整地層、第Ⅲ・Ⅳ期で築地塀を切り௨͢SX3389切り௨し状遺構

なͲを検出して͍る。SX3389は築地塀を切り௨͢遺構で、第Ⅲ期ऴ൫から第Ⅳ期の͍ݹஈ֊にݶఆ

できる。切り௨しのܖ機としてはః（869）11؍年の཮Ԟ国େ地਒が૝ఆされ、SX3389はͦのඃ֐

にର͢る城内の෮چ・෮ڵのたΊに設けられたԾ設の௨࿏とਪఆした。

ʲୈ��・��࣍調査 　r西辺தԝ部の௿࣪地では、第10次調査でʮ築地塀ʯとͦれに伴う土ཹΊのؙଠ

ྻやد柱を３時期（SF220A ～ C）検出した（h 年報1970 ）ɦ。約100̼北にҐஔ͢る第47次調査では、

材木ྻࣗମを外郭区画施設のʮ材木塀ʯとみたう͑で、SA1513A ～ Cの３時期の変遷を確認͢ると

と΋に、第10次調査の再検討を行͍、整地層をத৺とした重ෳ関܎、材のܘやఈ面のૅ൘の༗ແ౳

から、SF220AؙଠྻをSA1513B材木塀、SF220CؙଠྻをSA1513C材木塀にରԠさせ、SF220B築地

柱に͍ͭては東西１間ʷ南北１間のSB1530掘立柱建物とした（hد 年報1984 ）ɦ。·た、第10次では

SF220Cؙଠྻの掘方埋土に灰白色火山灰（౰時はʮ灰白色土ʯ）が含·れるとして͍たが、第47次

ではSA1513Cの掘方埋土には含·れͣ、切औ溝の埋土に含·れるとした。

年代は、灰白色火山灰の降下年代と、૝ఆされる材木塀の଱ੑٱから、SA1513AとSA1513Bがと

΋に９世紀代、SA1513Cが９世紀຤～ 10世紀前൒の構築で、10世紀前൒～த頃のഇઈと͑ߟられる。

ͦの後、2016年に第10次調査のSA1513B・C（SF220A・C）の材をର৅に、年ྠࢎૉಉҐମൺ෼

ੳを行った݁果、SA1513Bの材4点は790 ～ 837年、SA1513Cの材4点は910 ～ 917年と͍う年代

஋が得られた（h 年報2017 ）ɦ。࠷外年ྠがࣦわれて͍ること΋ྀ͢ߟれ͹、前者は９世紀த頃、後者

は917年を্ݶとして920年をେきく下らな͍時期にെ࠾・構築されたՄೳੑがࢦఠされ、灰白色火

山灰の降下が915年と͢るઆと第47次の年代؍にはᴥᴪが生じて͍る（ம１）。

ʲୈ��・��࣍調査 　r西辺南部のٰྕでは、第33次調査で̐時期の築地塀や基ૅ整地層、第46次調査で
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は３時期の築地塀（SF1471A→B→C）

を検出した（『年報1978・1985』）。SF

1471Aは基礎整地層と本体であり、SF

1471BはSF1471A東側の嵩上げ整地、

SF1471CはSF1471A西側の自然堆積層

の上面に行われた嵩上げ整地から推定し

たもので、それぞれSB1095A・B・C外

郭西門に伴う。

時期は、遺構の重複関係と出土遺物か

ら、SF1471Aが８世紀後半～末頃で第Ⅱ

期、SF1471Bが８世紀末頃～９世紀中頃

で第Ⅲ期、SF1077・1089基底部が９世

紀中頃～後半で第Ⅲ～Ⅳ期、SF1471Cが

９世紀末頃～ 10世紀前半で第Ⅳ期、ほ

かにSX1089版築土とSX1090が第Ⅳ期

以降としたが、外郭西門の変遷にほかの

門との齟齬があるため、再検討中である

（『外郭Ⅰ』）。

以上、外郭西辺では北西隅以外の広範

囲にわたり、第Ⅲ期以降ほぼ同位置で２

度の改修が行われ、直線的な外郭区画施

設が形成されていたことが明らかとなっ

てきた（図版２）。一方で、第Ⅱ期以前

の区画施設が第46次調査以外検出され

ておらず、第Ⅰ期・第Ⅱ期の外郭西辺の

様相は不明な点が多い。また、第Ⅳ期に

おける灰白色火山灰との関係も、第47

次調査および同調査で見解を改めた第

10次調査の所見が、自然科学分析の結

果と齟齬を生じており、再検討の必要が

あった。そこで第98次調査では、未解

明の第Ⅰ・Ⅱ期の区画施設を把握するこ

と、第Ⅲ・Ⅳ期の外郭西辺区画施設の構

造・年代等を再検討することを目的とし
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２表、図版１・２）。
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図版２　外郭西辺の調査

98次調査区
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ʢ̎ʣ調査ͷܦաͱํ๏
ʤ調査۠ͷઃఆͱද౔আڈʥ調査区は、政庁ਖ਼఼の測ྔ原点から北΁49 ～ 59̼、西΁477 ～ 539̼

のൣғにҐஔ͢る（ਤ൛２・３）。第10次調査区のҰ部を再検出しͭͭ、さらに東側の遺構の༗ແを

確認͢るたΊ、調査区は第10次北区の南นにԊって、東側にԆ௕͢るܗで東西方޲に௕く設ఆした。

調査は５月15・16日に重機によるද土আ去を行͍、安શ確อのたΊ調査区は֊ஈ状に掘り下͛、西

൒では第10次調査時の遺構検出面·で掘࡟した。東൒は࡞ߞ土第Ⅰ層の下に、εΫϞと೪土がޓ層

状にࣗવଯ積͢る第Ⅱ～Ⅳ層があり、第Ⅳ層下の灰白色火山灰ϒϩοΫを含む第ᶛ層্面·で掘࡟し

た。

ʤҨߏͷ調査ʥ５月23日からਓྗによる遺構検出にணखした。ഉਫ用のαϒτϨϯνを設けてਫதϙ

ϯϓによりৗ時ഉਫしながらۀ࡞を行った。西൒では、第10次調査で確認した材木塀・掘立柱建物・

を再検出した。６月１日、第10次調査の平面ਤに記された掘立柱建物柱穴のҐஔと、再検出しྻߌ

た柱穴のҐஔとが合わͣ、第10次調査の࠲ඪが࠲ݱඪにରし北方޲に約１̼ͣれて͍ることが明ら

かとなった。このたΊ、６月14日に調査区西୺部を南側΁重機で֦ுして、վΊて第10次調査北区

の南辺を検出し、南นஅ面の再検討なͲを行った。

東൒では、第ᶛ層্面のਫ਼査を行なったが、遺物が΄とんͲ出土せͣ、ඍ地ܗの変Խ΋࡯؍されな

かったことから、区画施設౳の遺構がଘ在͢るՄೳੑは௿͍と判அし、調査区南นࡍを෯40 ～ 170

ᶲのαϒτϨϯν状に掘り下͛ることとした。݁果、第ᶛ層以下50DN΄Ͳで地山（第ᶠ層）に౸ୡし、

遺構は検出されなかった。

調査は̓月６日に南น西൒部のஅ面ਤを࡞成した後、Ұ୴தஅし、第99次調査にҠ行した。調査

研究ҕһձを͑߇た９月28日から再։し、10月25 ～ 27日にかけてશମの平面ਤ・அ面ਤの࡞成を

行った。10月31日には器材をఫ収し、11月29・30日に重機により調査区を埋Ί໭して野外調査を

ऴྃした。なお、材木塀౳が遺ଘして͍るൣғに͍ͭては、࠭ で20ᶲఔ෴ってから埋Ί໭しを行った。

ʤ調査੒Ռͷݕ౼・ެ։౳ʥ調査期間தの10月̐・５日には、多賀城跡調査研究ҕһձによるݱ৔ࢹ

ಋとঝ認をडけた。·た、調ࢦし、ͦの৹ٞを経て成果に関͢るࠂをडけるとと΋に調査内༰を報࡯

査の֓要は、ྩ࿨５年12月10日のʮྩ࿨５年౓宮城県遺跡調査成果発දձʯ（宮城県ݹߟ学ձ主࠵）、

ྩ࿨６年２月23・24日のʰ第50回ݹ代城柵׭ᦰ遺跡検討ձʱで、͍ͣれ΋্ࢴ報ࠂした。

ʤ調査ه࿥ͷ࡞੒ํ๏ʥ平面ਤ・அ面ਤはॖई1�20でਤ面用ࢴにख書きで࡞成した。平面ਤは、ؙ山

地区のʮؙ山ʯとʮؙ山̣ʯを基準に、τーλϧεςーシϣϯ（ιΩΞ製CX-107F）を用͍て、測ྔ

点をਤ面用ࢴにམと͢ܗで࡞成した。அ面ਤはݣり方測ྔにより࡞成した。

遺構のࣸਅࡱӨにはσδλϧΧϝϥ（/JLPO製%7000ɿ1
690ສ画ૉ）を用͍た。画૾のอଘࣜܗ

は3A8と+1E(で、ࡱӨ時には色調ิਖ਼のたΊάϨーΧードを࢖用した。ۭதࣸਅࡱӨにはドϩーϯ

（%+*製A*32Sɿ2
000ສ画ૉ）を࢖用し、อଘࣜܗは+1E(で、̓月５・６日にࡱӨを行った。

ʤҨߏ・Ҩ෺ͷ整ཧʥ遺構平面ਤ・அ面ਤ、遺物実測ਤのτϨーεにはドϩーιϑτ（AEPCF 

*MMVTUSBUPS）を用͍た。遺物のࣸਅࡱӨにはσδλϧΧϝϥ（/JLPO製%7000ɿ1
690ສ画ૉ）を用͍

た。画૾のอଘࣜܗは3A8と+1E(で、色調ิਖ਼のたΊεύΠμーνΣοΧーを࢖用した。遺構・遺

物ࣸਅは画૾編集ιϑτ（AEPCF 1IPUPTIPQ）でิਖ਼・調整を行͍、T*FFࣜܗでอଘした。

ʤҨߏ・Ҩ෺ͷొ࿥ʥ第98次調査で再検出した遺構は、第10・47次調査で遺構ొ࿥୆ாにొ࿥して
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͍る221・1513・1530番をͦの··࢖用し、৽たに検出した遺構は3414番を࢖用した（第３ද）。

遺物は土器・瓦・ؙଠ材・ۙ世以降の陶器なͲ整ཧ用平ശで̐ശ෼出土しており、ਫચ後に、遺構・

層の年代をࣔ͢遺物や特௃的な遺物６点をந出してొ࿥番号Ｒ１～Ｒ６を付した。

Өしたࣸਅはσδλϧࣸਅ୆ாにొ࿥して؅ཧして͍る。ొ࿥番号は、遺構ࣸਅが̯10261ࡱ ～

10304、ۭதࣸਅが̯10305 ～ 10324、遺物ࣸਅが̯10454 ～ 10466、ͦのଞのࣸਅ（調査の༷

なͲ）が̯10325ࢠ ～ 10335である。ຊ書にࡌܝした遺構・遺物ࣸਅに͍ͭては、ొ࿥番号をࡌܝ

ࣸਅの࿬に記ࡌした。

̎ɽ調査੒Ռ
ʢ̍ʣ૚ং

第98次調査区がҐஔ͢る৽西ٱอ地区は、北・東・南をٰྕにғ·れた௿࣪地となって͍る。ݱ

地ද面はඪ高3�9 ～ 4�4̼で、西൒部は第10次調査後のত࿨45年にްさ60DN以্の੝土がなされて

͍るが、੝土以前の࡞ߞ面は東から西に޲かってわͣかに下る。基ຊ層ংは第47次調査で第１～９

層およͼ地山に෼けており、今回΋ͦれにରԠさせるܗで第* ～ᶟ層に෼け、地山を第ᶠ層とした。

なお、今回の調査区南นஅ面（ਤ൛３அ面̖）は、第10次北区南นஅ面（h 年報1984ʱでҰ部ެද）

と΄΅ಉҐஔで再検討をՃ͑た΋のである。変ߋ内༰΋含Ίて記ड़͢る。

第Ⅰ層ɿݱ代の੝土・࡞ߞ土。࡞ߞ土はશମにްさ30DNఔ౓である。

第Ⅱ層ɿ҉׊色（10:32�3）な͍し׊ࠇ色（10:33�1）のεΫϞ層で、ްさは࠷େ56DNである。

ۙ世以降の陶器ยが１点出土して͍る。調査区西୺部では第Ⅱ層下に溝状のམちࠐみがみ

られ、೪土・εΫϞ層がଯ積͢る。

第Ⅲ層ɿ灰Φリーϒ色（5:5�3）・׊ࠇ色（10:32�2）・҉׊色（10:33�3）をఄ͢る೪土・εΫ

Ϟ層で、ްさは࠷େ51DNである。B ～ Eにࡉ෼し、B・C層は、第10次ではSF220C築地積

土とした層ͩが、積土தにεΫϞが用͍られて͍る点なͲから、第47次で築地塀とはஅ

ఆできな͍とした。今回վΊて࡯؍した݁果、࣭ۉな೪土・εΫϞ層であり、ࣗવଯ積と

判அした。

第Ⅳ層ɿ҉灰ԫ色（2�5:4�2）を基調と͢る೪土層で、Ұ部に灰白色火山灰ϒϩοΫを含み、下層

は部෼的にάϥΠԽして͍る。ްさ࠷େ22DNである。第10次でSF220C築地積土とした

層΋含·れるが、これ΋ࣗવଯ積と判அした。

第Ⅴ層ɿ灰白色火山灰を含むଯ積層。ްさ࠷େ12DNでB・Cにࡉ෼した。্層の第ᶛB層は҉灰ԫ

色（2�5:4�2）೪土層で、ϒϩοΫ状の火山灰を多く含み、調査区西୺をআくൣ޿に෼෍

͢る。下層の第ᶛC層は、Ұ次ଯ積とみられる࣭ۉな火山灰層で、調査区西൒部で明ྎに

、される΄か、東୺で΋部෼的に認Ίられる。第ᶛC層は第10次ではʮ灰白色土ʯとして࡯؍

SF220C築地に伴う੝土整地層と͑ߟたが、第47次で火山灰のࣗવଯ積層とҐஔづけた。

第Ⅵ層ɿάϥΠԽした೪土のࣗવଯ積層で、Φリーϒࠇ色（5:3�2）や灰色（10:4�1）をఄ͢る。

調査区西൒部̬515 ～ 528付ۙでは、第ᶟ・ᶠ層を࡟るようにްくଯ積し、ްさ34DN以

্ある。̰～̲にࡉ෼し、B層は調査区શମ、C層は西୺のみ、D層は東൒のҰ部に෼෍͢る。

第Ⅶ層ɿSA1513材木塀に伴う੝土・整地層で、調査区西୺部のみに෼෍͢る。第47次の第7層は



－ 6  －

͍る221・1513・1530番をͦの··࢖用し、৽たに検出した遺構は3414番を࢖用した（第３ද）。

遺物は土器・瓦・ؙଠ材・ۙ世以降の陶器なͲ整ཧ用平ശで̐ശ෼出土しており、ਫચ後に、遺構・

層の年代をࣔ͢遺物や特௃的な遺物６点をந出してొ࿥番号Ｒ１～Ｒ６を付した。

Өしたࣸਅはσδλϧࣸਅ୆ாにొ࿥して؅ཧして͍る。ొ࿥番号は、遺構ࣸਅが̯10261ࡱ ～

10304、ۭதࣸਅが̯10305 ～ 10324、遺物ࣸਅが̯10454 ～ 10466、ͦのଞのࣸਅ（調査の༷

なͲ）が̯10325ࢠ ～ 10335である。ຊ書にࡌܝした遺構・遺物ࣸਅに͍ͭては、ొ࿥番号をࡌܝ

ࣸਅの࿬に記ࡌした。

̎ɽ調査੒Ռ
ʢ̍ʣ૚ং

第98次調査区がҐஔ͢る৽西ٱอ地区は、北・東・南をٰྕにғ·れた௿࣪地となって͍る。ݱ

地ද面はඪ高3�9 ～ 4�4̼で、西൒部は第10次調査後のত࿨45年にްさ60DN以্の੝土がなされて

͍るが、੝土以前の࡞ߞ面は東から西に޲かってわͣかに下る。基ຊ層ংは第47次調査で第１～９

層およͼ地山に෼けており、今回΋ͦれにରԠさせるܗで第* ～ᶟ層に෼け、地山を第ᶠ層とした。

なお、今回の調査区南นஅ面（ਤ൛３அ面̖）は、第10次北区南นஅ面（h 年報1984ʱでҰ部ެද）

と΄΅ಉҐஔで再検討をՃ͑た΋のである。変ߋ内༰΋含Ίて記ड़͢る。

第Ⅰ層ɿݱ代の੝土・࡞ߞ土。࡞ߞ土はશମにްさ30DNఔ౓である。

第Ⅱ層ɿ҉׊色（10:32�3）な͍し׊ࠇ色（10:33�1）のεΫϞ層で、ްさは࠷େ56DNである。

ۙ世以降の陶器ยが１点出土して͍る。調査区西୺部では第Ⅱ層下に溝状のམちࠐみがみ

られ、೪土・εΫϞ層がଯ積͢る。

第Ⅲ層ɿ灰Φリーϒ色（5:5�3）・׊ࠇ色（10:32�2）・҉׊色（10:33�3）をఄ͢る೪土・εΫ

Ϟ層で、ްさは࠷େ51DNである。B ～ Eにࡉ෼し、B・C層は、第10次ではSF220C築地積

土とした層ͩが、積土தにεΫϞが用͍られて͍る点なͲから、第47次で築地塀とはஅ

ఆできな͍とした。今回վΊて࡯؍した݁果、࣭ۉな೪土・εΫϞ層であり、ࣗવଯ積と

判அした。

第Ⅳ層ɿ҉灰ԫ色（2�5:4�2）を基調と͢る೪土層で、Ұ部に灰白色火山灰ϒϩοΫを含み、下層

は部෼的にάϥΠԽして͍る。ްさ࠷େ22DNである。第10次でSF220C築地積土とした

層΋含·れるが、これ΋ࣗવଯ積と判அした。

第Ⅴ層ɿ灰白色火山灰を含むଯ積層。ްさ࠷େ12DNでB・Cにࡉ෼した。্層の第ᶛB層は҉灰ԫ

色（2�5:4�2）೪土層で、ϒϩοΫ状の火山灰を多く含み、調査区西୺をআくൣ޿に෼෍

͢る。下層の第ᶛC層は、Ұ次ଯ積とみられる࣭ۉな火山灰層で、調査区西൒部で明ྎに

、される΄か、東୺で΋部෼的に認Ίられる。第ᶛC層は第10次ではʮ灰白色土ʯとして࡯؍

SF220C築地に伴う੝土整地層と͑ߟたが、第47次で火山灰のࣗવଯ積層とҐஔづけた。

第Ⅵ層ɿάϥΠԽした೪土のࣗવଯ積層で、Φリーϒࠇ色（5:3�2）や灰色（10:4�1）をఄ͢る。

調査区西൒部̬515 ～ 528付ۙでは、第ᶟ・ᶠ層を࡟るようにްくଯ積し、ްさ34DN以

্ある。̰～̲にࡉ෼し、B層は調査区શମ、C層は西୺のみ、D層は東൒のҰ部に෼෍͢る。

第Ⅶ層ɿSA1513材木塀に伴う੝土・整地層で、調査区西୺部のみに෼෍͢る。第47次の第7層は

－  7  －

SA1513C構築に伴う੝土整地層として報ࠂした΋のͩが、今回はSA1513A ～ Cに伴う੝

土整地層を確認しており、ͦれͧれSX3414A ～ Cとした（ਤ൛３- １・３・６層）。第10

次のSF220A築地、SX219੝土整地層を含む。

第Ⅷ・Ⅸ層ɿSA1513材木塀が構築される前のࣗવଯ積層。第47次ではSA1513材木塀प辺で確認

した第ᶞ層と、東西྆側の௿地部෼にଯ積͢る第ᶟ層に෼かれる。今回は地山第ᶠ層௚্

に෼෍͢るࠇ色（10:32�1）を基調と͢る೪土層を、͢΂て第ᶟ層と͢る。第10次のچ

ද土にରԠし、ްさは࠷େ23DNである。調査区西୺とதԝ部に෼෍し、ͦれ以外では第

ᶠ層の௚্に第ᶜ層がଯ積͢る。

第Ⅹ層ɿ灰色（10:5�1）を基調と͢る೪土で、シϧτ～࠭を層状に含み、ਫ成ଯ積とみられる。

第47次調査の地山にରԠし、֤次調査で0�5 ～ 1�0̼ఔ౓掘り下͛て͍るが、遺構・遺物

は検出されな͍。今回の調査区東୺部で、ϋϯドΦーΨーによる؆қϘーリϯά調査の݁

果、ඪ高1�0̼付ۙにؠ൫とみられる͍ߗ層があることを確認した。

　　　　　第ᶠ層্面のچ地ܗとしては、調査区東୺のඪ高2�3̼から西に޲けて下るࣼ܏で、調

査区தԝ部ではඪ高1�7̼前後で΄΅平ୱとなり、遺構の෼෍͢る西୺部に޲けてඪ高1�9

̼付ۙ·でわͣかに্がるࣼ܏であることが確認された。

ʢ̎ʣൃݟҨߏͱग़౔Ҩ෺
検出した遺構は、掘立柱建物１棟（SB1530）、材木塀３৚（SA1513A ～ C）、整地層３か所（SX3414A

～ C）、̐ྻߌ৚（SA221A ～ %）である。調査区அ面の検討により৽たに設ఆしたSX3414整地層以

外の遺構は、第10次調査の再検出である。·た、第10次のSA222ྻߌは今回の調査区外にあり、

SA223ྻߌは再検出できなかった。第10次・第47次・第98次の遺構ղऍに͍ͭては第３දに·とΊた。

出土遺物は、土師器、須恵器、須恵系土器、瓦、ؙଠ材、ߌ材、ۙ世以降の陶器がある。遺構からऔ

り্͛たؙଠ材２点とߌ材１点以外は、େ部෼がද土およͼ第10次埋໭し土なͲの出土であり、集

計ۀ࡞は行って͍な͍。

以下、֤遺構に͍ͭて今回検出した部෼の内༰をத৺に記ड़͢る。なお、ઌड़の௨り、第10次調

査の࠲ඪと今回測ྔした࠲ඪでは南北方޲に約１̼のͣれがあり、ຊ報ࠂのਤ൛では今回の࠲ඪ஋に

合わせて第10次調査区のҐஔをิਖ਼して͍る。

第10次ɿh 年報1970ʱ 第47次ɿh 年報1984ʱ 第98次
SX219基ૅ整地

SA1513Bに伴うҰ࿈の基ૅ地ۀ SX3414A・B整地層およͼ第ᶜ層
SF220A築地塀
SF220Aؙଠ材ྻ SA1513B材木塀 SA1513B材木塀
SF220B築地塀د柱穴 SB1530掘立柱建物 SB1530掘立柱建物
SF220C築地塀 築地塀とはஅݴできな͍ 第Ⅲ～Ⅳ層（ࣗવଯ積）
SF220Cؙଠ材ྻ SA1513C材木塀 SA1513C材木塀
SF220C整地（灰白色土） 第５層（灰白色火山灰） 第ᶛ層（灰白色火山灰）
SA221A ～ ྻߌ% SA221A ～ ྻߌ%
SA222ྻߌ SA222ྻߌ（調査区外）
SA223ྻߌ SA223ྻߌ（再検出できͣ）

ୈ̏දɹୈ��・��・��࣍調査ʹ͓͚ΔҨߏղऍͷมߋ఺
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木材
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第Ⅴ層

第Ⅸ層

SA1513B・
SX3414B

● 土壌サンプル

図版３　第 10・98 次調査区

見通しで作成

※反転

１．第 10次調査（北から）
〔Z10304〕

２．土壌サンプル箇所（北から）
〔Z10331〕

土壌サンプル

SB1530 南東隅柱断面図（第 10次）

遺構･層 土色 土性 含有物など 備考
SX3414C 1 灰オリーブ色(5Y4/2) 粘土 砂混り、灰白色火山灰ブロック(径3cm以下)を含む 整地
SA1513C 2 灰色(10Y4/1) 粘土 黒色粘土・オリーブ色砂との混土、灰白色火山灰ブロック(径5cm大)を含む 掘方埋土
SX3414B 3 オリーブ黒色(10Y3/2) 粘土 黒色粘土主体、グライ化した砂を多量、部分的にオリーブ色粘土をまだらに含む 整地

SA1513B
4 灰色(10Y4/1) 粘土 オリーブ色砂粒・黒色粘土の混土、炭化物をわずかに含む

掘方埋土
5 オリーブ黒色(7.5Y3/2) 粘土 ３層より暗い粘土主体、炭化物をわずかに含む

SX3414A 6 灰オリーブ色(7.5Y5/2) 粘土 砂を多量含む 整地
SA1513A 7 褐色(10Y4/2) 粘土 Ⅹ層のブロック主体、黒色粘土を少量含む 掘方埋土
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ਤ൛̏ɹୈ ��・�� ࣍調査۠

成࡞௨しͰݟ

˞൓స

１ɽ第 1� 次調査（๺かΒ）
ʤ;1�3�4ʥ

̎ɽ土৕αϯϓϧՕ所（๺かΒ）
ʤ;1�331ʥ

土৕αϯϓϧ

4#1�3� ೆ౦۱பஅ໘ਤ（第 1� 次）
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ᶃɹ۷ཱபݐ෺

ʲ4#����۷ཱபݐ෺ （rਤ൛３・̐）

ʤݕग़ʥ調査区西୺部の̣53 ～ 58・̬533 ～ 537で検出した東西１間、南北１間の建物である。第

10次ではSF220̗築地のد柱として͍た΋ので、第47次のࡍに掘立柱建物にվΊた。西側柱ྻの掘

方はSA1513A・B材木塀掘方と重ෳし、東側柱ྻ掘方はSA223ྻߌと重ෳ͢る。今回はे෼な確認が

できなかったが、第10次ではSA1513掘方ˠSB1530掘方ˠSA223ྻߌのॱとして͍る。·た、南西

۱をআく３か所で柱材が࢒っており、第10次でऔり্͛て͍る。

ʤ۷ํʥ南側柱ྻで掘方埋土を再確認した。࠷΋࢒りの良͍南東۱柱で෯108DN以্、ਂさ28DN以

্で、༙ ਫのたΊఈ面·で確認できなかったが、第10次で࡞成した柱穴அ面ਤ（ਤ൛３அ面̰）では、

ਂさ約90DNで、埋土は３層に෼かれる。今回は্層の１層のみ確認し、灰色とࠇ色の೪土がϒϩο

Ϋ状にࠞ͟った層で、࠭をগྔ含む。࡯؍したݶりで灰白色火山灰は含·れな͍。なお、今回の調査

では埋土からの遺物は出土して͍な͍。

ᶄɹࡐ໦ญ

ʲ4"����" ʙ ໦ญࡐ$ （rਤ൛３・̐）

ʤݕग़ʥ調査区西୺部の̣52 ～ 58・̬536 ～ 539で検出し、南北方޲にؙଠ材をີに立てฒ΂た材

木塀である。３ஈ֊の変遷を確認し、͍ݹ方からA ～ Cと͢る。検出面は第ᶟ層্面で、Aはେ部෼

が重ෳ͢るBによりࣦわれ、南นஅ面で掘方のҰ部を確認したにとͲ·る。BとCは平面・அ面で掘方

とؙଠ材を確認し、྆者は10 ～ 52DNの間ִがある。今回の検出௕はBが約5�2̼、Cが約5�1̼で、

方޲は͍ͣれ΋北で東に約1°ภ͢る。なお、Bの材のେ部෼は第47次調査のࡍにऔり্͛てࣨ内でอ

؅しており、Cの材はݱ地にϏχーϧシーτをかけた状ଶで遺ଘして͍る。

ʤ۷ํʥAは南นஅ面で෯20DN以্、ਂさ22DNで、্部と西側はB掘方により切られる。埋土は１層

確認した。Bは南นஅ面で෯131DN、ਂさ67DNで、্部は後ड़͢るSX3414C整地層に切られる。அ

面ܗは東นにஈが付くٯ୆ܗ状で、Ґஔ的にAの材をൈきऔりながら、わͣかに西側にͣれるҐஔに

Bを掘ったことによりஈが生じたとみられる。埋土は２層確認した。Cは南นஅ面で෯37DN、ਂさ

47DN以্で、ఈ面はະ検出である。埋土は１層確認し、灰白色火山灰ϒϩοΫをෳ਺含む。なお、

今回の調査でA ～ C埋土から材以外の遺物は出土して͍な͍。

ʤؙଠࡐʥBの材は第10次でऔり্͛た΋の以外に、調査区南นஅ面で৽たに１ຊ検出した。௚ܘ

18DN以্、௕さ41DNである。Cの材は第10次で検出した΋の（16ຊ）を再検出した。南นஅ面で

は௚22ܘDN、௕さ56DN以্（ఈ面ະ検出）で、্部はSX3414C整地層内で෗৯しており、ࠟ跡΋

含Ίた௕さは80DN以্である。·た、調査区ഉਫ溝部෼にあったCの材２ຊをऔり্͛た（ਤ൛̐-①・

②ʹਤ൛６- ２・３）。͍ͣれ΋ਊ࣋材で、下୺पԑにᏖりࠟがみられる΄か、下൒部にはӡൖ用に

ೄなͲをかけたとみられる方ܗのજり穴１ରがある。２ຊの樹種ಉఆは今後行う༧ఆである。
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図版４　第 98 次調査区　平面・断面図・写真（１）
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※１・２段目の断面図を見通し合成（断面 B～ D）

←２段目

※いずれも原図を反転

①
②

③

１．調査区遠景（西から） 〔Z10311〕

２．調査区全景（上が北） 〔Z10319〕 ３．調査区全景（東から） 〔Z10281〕

※A断面は図版３に掲載
※①～③は材の取り上げ番号
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図版４　第 98 次調査区　平面・断面図・写真（１）
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※１・２段目の断面図を見通し合成（断面 B～ D）

←２段目

※いずれも原図を反転

①
②

③

１．調査区遠景（西から） 〔Z10311〕

２．調査区全景（上が北） 〔Z10319〕 ３．調査区全景（東から） 〔Z10281〕

※A断面は図版３に掲載
※①～③は材の取り上げ番号
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第Ⅴ層 第Ⅸ層

0 5m

(S=1/200)

0 2m

(S=1/60)

N

※１・２段目の断面図を見通し合成（断面 E～Ｉ）※いずれも原図を反転

１．SA1513・SB1530 再検出（南から）〔Z10271〕

３．SA1513 断面（北から） 〔Z10301〕

２．南壁断面西端（北から） 〔Z10297〕

４．SA1513C 掘方に含まれる灰白色火山灰（北から）
〔Z10302〕
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ᶅɹ整஍૚

ʲ49����" ʙ $整஍૚ （rਤ൛３・̐）

ʤݕग़ʥSA1513A ～ C材木塀の主に東側（城内側）にお͍て、࠭・೪土౳がϒϩοΫ状にࠞ͟る層を

அ面でෳ਺確認し、ଯ積ॱংや色調౳のྨࣅから、SA1513A ～ Cに伴う整地層と認ఆした。

ʤ૚ʥ南นஅ面でA・B・C֤1層確認した。A整地（６層）は෯約2�1̼、ްさ࠷େ29DNで、西୺は掘

方Bに切られ、東୺はঃʑにബくなる。B整地（３層）は෯約5�6̼、ްさ࠷େ16DNで、西୺は整地C

に切られ、東୺はঃʑにബくなる。C整地（１層）は෯約3�2̼、ްさ࠷େ30DNで、西側はC材木塀

をڬんで調査区外΁ଓき、東୺は第Ⅱ層下部の溝により切られる。C整地にはSA1513C掘方とಉ༷に

灰白色火山灰ϒϩοΫが含·れ、SA1513Bの掘方্部を切るようにଯ積͢る。SA1513Bの柱を切औり、

西側にSA1513Cの掘方と材を構築した後に、C整地が行われたとみられる。

ᶆɹྻߌ

ʲ4"ྻߌ��� （rਤ൛３・̐）

ʤݕग़ʥ調査区西୺部の̣52 ～ 57・̬533 ～ 537で検出した南北方޲のྻߌである。検出面は第ᶟ・

ᶠ層で、第10次ではA ～ %の̐৚検出して͍るが、再検出できたߌはA ３ຊ、B ２ຊ、C １ຊで、%

は調査区南นஅ面で৽たに１ຊを検出した。

ʤن໛ʥߌは௚８～５ܘDNで、南北方޲はA・Bと΋に40 ～ 50DN間ִ、東西方޲はAとBが約60DN

である。Cは調査区ഉਫ溝部෼で検出した１ຊをऔり্͛た（ਤ൛６- ̐）。樹種はコφϥଐコφϥઅ

である（次項ࢀর）。

ᶇɹग़౔Ҩ෺

ଐが明確な基ຊ層出土遺物として、第Ⅱ層からۙ世以降の陶器ย１点、第ᶜ層からϩΫϩ調整のؼ

土師器ᆀ１点が出土した。·た、第10次の埋໭し土தで、෩ݛࣈのഁย１点（ਤ൛６- １）が出土した。

（̏）·ͱΊ
外郭西辺௿地部の区画施設に͍ͭては、第47次調査で第10次調査の再検討を行͍、ରԠ関܎をࣔ

して͍る（h 年報1984 ）ɦ。今回の調査により、վΊて第47次とのରԠ関܎を整ཧした΋のがਤ൛̓・

８およͼ第３දである。

ᶃɹ4"ࡐ����໦ญɾ49����整஍૚

SA1513材 木 塀 は、 掘 方 の Ґ ஔ や 材 の 遺 ଘ 状 況 ౳ か ら み て、 第47次SA1513A ～ Cと 第98次

SA1513A ～ Cが基ຊ的にରԠ͢ると͑ߟる。たͩし、第47次ではCのみに整地（第̓層）が伴うの

にରし、第98次ではA ～ Cͦれͧれに伴うSX3414A ～ C整地層を確認した。·た、第47次SA1513C

は、灰白色火山灰降下前の構築、降下後の切औりであるのにରし、第98次では第10次のݟղとಉ༷、

火山灰降下後の構築であることを再確認した（ம２）。Cのؙଠ材検出面のඪ高でみると、第98次が

2�1 ～ 2�3̼、第47次が2�3 ～ 2�5̼（東日ຊେ਒ࡂによるิਖ਼ࠐみ）で、第98次の΄うがわͣかに

௿͍΋ののେきなࠩはなく、火山灰のଯ積状況がҟなって͍たとは͑ߟにく͍。なお、検出面は第

10・98次で南から北΁、第47次で北から南΁わͣかにࣼ܏しており、྆者の間が࠷΋௿͍とਪఆさ

れる。



－ 12  －

ᶅɹ整஍૚

ʲ49����" ʙ $整஍૚ （rਤ൛３・̐）

ʤݕग़ʥSA1513A ～ C材木塀の主に東側（城内側）にお͍て、࠭・೪土౳がϒϩοΫ状にࠞ͟る層を

அ面でෳ਺確認し、ଯ積ॱংや色調౳のྨࣅから、SA1513A ～ Cに伴う整地層と認ఆした。

ʤ૚ʥ南นஅ面でA・B・C֤1層確認した。A整地（６層）は෯約2�1̼、ްさ࠷େ29DNで、西୺は掘

方Bに切られ、東୺はঃʑにബくなる。B整地（３層）は෯約5�6̼、ްさ࠷େ16DNで、西୺は整地C

に切られ、東୺はঃʑにബくなる。C整地（１層）は෯約3�2̼、ްさ࠷େ30DNで、西側はC材木塀

をڬんで調査区外΁ଓき、東୺は第Ⅱ層下部の溝により切られる。C整地にはSA1513C掘方とಉ༷に

灰白色火山灰ϒϩοΫが含·れ、SA1513Bの掘方্部を切るようにଯ積͢る。SA1513Bの柱を切औり、

西側にSA1513Cの掘方と材を構築した後に、C整地が行われたとみられる。

ᶆɹྻߌ

ʲ4"ྻߌ��� （rਤ൛３・̐）

ʤݕग़ʥ調査区西୺部の̣52 ～ 57・̬533 ～ 537で検出した南北方޲のྻߌである。検出面は第ᶟ・

ᶠ層で、第10次ではA ～ %の̐৚検出して͍るが、再検出できたߌはA ３ຊ、B ２ຊ、C １ຊで、%

は調査区南นஅ面で৽たに１ຊを検出した。

ʤن໛ʥߌは௚８～５ܘDNで、南北方޲はA・Bと΋に40 ～ 50DN間ִ、東西方޲はAとBが約60DN

である。Cは調査区ഉਫ溝部෼で検出した１ຊをऔり্͛た（ਤ൛６- ̐）。樹種はコφϥଐコφϥઅ

である（次項ࢀর）。

ᶇɹग़౔Ҩ෺

ଐが明確な基ຊ層出土遺物として、第Ⅱ層からۙ世以降の陶器ย１点、第ᶜ層からϩΫϩ調整のؼ

土師器ᆀ１点が出土した。·た、第10次の埋໭し土தで、෩ݛࣈのഁย１点（ਤ൛６- １）が出土した。

（̏）·ͱΊ
外郭西辺௿地部の区画施設に͍ͭては、第47次調査で第10次調査の再検討を行͍、ରԠ関܎をࣔ

して͍る（h 年報1984 ）ɦ。今回の調査により、վΊて第47次とのରԠ関܎を整ཧした΋のがਤ൛̓・

８およͼ第３දである。

ᶃɹ4"ࡐ����໦ญɾ49����整஍૚

SA1513材 木 塀 は、 掘 方 の Ґ ஔ や 材 の 遺 ଘ 状 況 ౳ か ら み て、 第47次SA1513A ～ Cと 第98次

SA1513A ～ Cが基ຊ的にରԠ͢ると͑ߟる。たͩし、第47次ではCのみに整地（第̓層）が伴うの

にରし、第98次ではA ～ Cͦれͧれに伴うSX3414A ～ C整地層を確認した。·た、第47次SA1513C

は、灰白色火山灰降下前の構築、降下後の切औりであるのにରし、第98次では第10次のݟղとಉ༷、

火山灰降下後の構築であることを再確認した（ம２）。Cのؙଠ材検出面のඪ高でみると、第98次が

2�1 ～ 2�3̼、第47次が2�3 ～ 2�5̼（東日ຊେ਒ࡂによるิਖ਼ࠐみ）で、第98次の΄うがわͣかに

௿͍΋ののେきなࠩはなく、火山灰のଯ積状況がҟなって͍たとは͑ߟにく͍。なお、検出面は第

10・98次で南から北΁、第47次で北から南΁わͣかにࣼ܏しており、྆者の間が࠷΋௿͍とਪఆさ

れる。

－  13  －

０ 10㎝

（S=1/3）

(̎ʙ４ɿ4�1�1�)

０ 40cm

ਤ൛̒ɹୈ ��࣍調査ɹग़౔Ҩ෺・ࣸਅ

SA1513C（取り上げ①）
直径 25cm、長さ 61cm
登録 R4
写真 Z1�4�6 ʙ ;1�46�
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②　SB1530掘立柱建物

SB1530の柱穴掘方は、第10次で確認した重複関係ではSA1513B材木塀掘方よりも新しく、掘方埋

土に灰白色火山灰が確認されない状況から判断すると、B材木塀構築後にその内側に接して建てられ

たと考えられる。材木塀の内側に接して設けられた１間×１間の建物の例として、外郭東辺南端部の

SB224建物（『年報1970』）があり、櫓と推定される（古川1979）。

③　材木塀より城内側の溝・杭列

第47次ではSA1513B材木塀から東側に8.7 ～ 10.9ｍのところで、SD1525・1526溝を検出した（図

版８上）。溝の上幅は1.8 ～ 2.0ｍで、第６層より古いことから、SA1513AまたはBに伴い、材木塀と

溝の間が通路として機能していた可能性を指摘している。第98次では対応する溝は検出していない

が、材木塀の東側に整地が広がることから、同様に通路として機能していたとみられる。また、B材

木塀から東側に７～ 10ｍのところでSA223A ～ D杭列を検出し、それより東側で第Ⅵ層が幅約12ｍ

にわたって第Ⅸ・Ⅹ層を削るように深く落ち込むことを確認した（図版３・４）。杭列の場所まで及

んでいる整地はSX3414Bのみであり、第Ⅵ層に覆われている点からも、Bに伴う土留めの杭列の可能

性が高いと考える。このほかに、SB1530より新しいSA223があり、第10次南区では灰白色火山灰よ

り新しいとしている。位置や新旧関係からSA223はSX3414C整地層に伴うと考えた場合、C材木塀か

らSA223までの距離は3.8 ～ 4.0ｍであり、位置的には第47次のSA1520杭列に対応する。

図版 7　第 47 次と第 10・98 次調査の比較
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図版８　第 10・47・98 次調査の主な遺構
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ᶆɹࡐ໦ญよΓ城֎ଆのߔɾྻߌ

第47次ではSA1513B材木塀の約1�6̼西側で、S%1511溝とSA1512ྻߌを検出した（ਤ൛８্）。

S%1511は্෯約3�1̼で、東นにฒͿSA1512は、しがらみྻߌによる؛ޢとみられる。これら΋第

６層より͍ݹことから、SA1513A·たはBに伴うと͑ߟられる。第98次では材木塀の西側は調査で

きなかったが、第10次南区で材木塀にฒ行͢る溝（遺構番号なし）とSA222ྻߌを検出して͍る（ਤ

൛８下）。

以্、第10・47・98次調査のڞ௨点を整ཧ͢ると、外郭西辺௿地部では区画施設としてSA1513

材木塀を検出し、A ～ Cの３時期の変遷を確認した。֤時期と΋材木塀の城内側は௨࿏として利用し

て͍たとみられ、B期には塀の内側に઀して櫓とみられるSB1530掘立柱建物が伴う。城外側は、A・

B期に材木塀にԊってྻߌで؛ޢされた溝が૸る。A ～ Cの年代は、これ·でಉ༷に９世紀～ 10世紀

前൒頃（第Ⅲ期～第Ⅳ期）とみられ、第Ⅰ期・第Ⅱ期にさかの΅る区画施設はະ検出である。

Ұ方、第10・98次と第47次の૬ҧ点として、SA1513A・Bに伴うSX3414A・B整地層の༗ແ、城

内側における溝（S%1525・1526）の༗ແ、SA1513Cの構築と灰白色火山灰降下との前後関܎がڍ

͛られる。特にSA1513Cに͍ͭては、ಉじ材木塀の地点による構築の時間ࠩとղऍ͢るのがଥ౰か

Ͳうか、検討の༨地がある。第Ⅰ期・第Ⅱ期にさかの΅る区画施設の確認΋含Ίて、今後の՝୊とし

た͍。

ம
１）この෼ੳ݁果により、े ࿨ాΧϧσϥの෾火が西ྐྵ920年以降のՄೳੑをࣔࠦ͢る、と͍うઆ΋ࣔされて͍る（木

村・ശ㟒2021なͲ）。
２）今回の調査地点ではCの構築が灰白色火山灰の降下後と確認されたことで、降下年代が西ྐྵ915年で΋年代測ఆ݁

果とはໃ६しな͍こととなる。

ݙจߟࢀ
木村উ඙・ശ㟒ਅོ2021 ʮ第ࡾઅ　年代ܾఆ΁のԠ用ʕ東日ຊʯh の෮ީؾݹ　変ಈからಡみなお͢日ຊ史２ީؾ
と年代࿦の構築ʱQQ�247-255　ྟ川書ళݩ
ᦰの外郭施設ʕ所Ҧʮ櫓ʯ跡に͍ͭてʕʯh׭代城柵ݹ川խਗ਼1979ʮ東北地方ݹ 研究紀要ᶜʱQQ�29-81宮城県多賀
城跡調査研究所
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村・ശ㟒2021なͲ）。
２）今回の調査地点ではCの構築が灰白色火山灰の降下後と確認されたことで、降下年代が西ྐྵ915年で΋年代測ఆ݁

果とはໃ६しな͍こととなる。

ݙจߟࢀ
木村উ඙・ശ㟒ਅོ2021 ʮ第ࡾઅ　年代ܾఆ΁のԠ用ʕ東日ຊʯh の෮ީؾݹ　変ಈからಡみなお͢日ຊ史２ީؾ
と年代࿦の構築ʱQQ�247-255　ྟ川書ళݩ
ᦰの外郭施設ʕ所Ҧʮ櫓ʯ跡に͍ͭてʕʯh׭代城柵ݹ川խਗ਼1979ʮ東北地方ݹ 研究紀要ᶜʱQQ�29-81宮城県多賀
城跡調査研究所
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̏ɽଟլ৓੻ୈ��࣍調査ͷՖคԽੴ܈ͱथछಉఆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　٢川ণ৳・٢川७ࢠ（ݹ代の৿研究ࣷ）

ʢ̍ʣ͸͡Ίʹ
多賀城跡第98次調査区は、外郭西໳と西北໳の΄΅த間で௿࣪地部෼にあり、多賀城外郭प辺を
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ʢ̎ʣࢼ料ͱํ๏
ᶃɹՖค෼ੳͱཻࡉඍཻ୸෼ੳ

Ֆค෼ੳࢼྉは、第98次調査区のᶟ層（/P�4ࢼྉ）とᶜ層（/P�3）、ᶛ層（/P�1）より࠾औされた３

ྉである。ᶟ層は８世紀以前の区画施設構築前のද土、ᶜ層は９世紀後൒頃で整地層間のࣗવଯ積ࢼ

層、Ⅳ層はTP-Bより্Ґの10世紀代のࣗવଯ積層とされて͍る。֤ࢼྉのଯ積物は、ᶟ層/P�4が׊
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ՖคԽ石のந出は、ࢼྉ約1�3 ～ 1�7Hをടྔしମ積を測ఆ後に10�,0)、ࣼ܏๏により࠭をআ去、
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。出したࢉ਺を基਺としてඦ෼཰でࢠ཰は、樹木は樹木Ֆค਺を基਺とし、૲ຊとシμ২物はՖค๔ݱ

෼ੳࢼྉのଯ積物の特௃にかかわる༗機物ྔ、࠭෼ྔ、シϧτ以下のཻࡉ成෼ྔ、およͼ生ۀのࢦ

ඪとなるཻࡉඍཻ୸ྔをٻΊた。༗機物ྔに͍ͭてはڧ೤ྔݮを測ఆし、ిؾϚοϑϧ炉により750

ˆで３時間ڧ೤し、ڧ೤によるྔݮをס૩重ྔඦ෼཰でࢉ出した。ཻࡉඍཻ୸ྔは、ϓϨύϥ－τの

み、画૾ղੳιϑτの*NBHF+で75ЖN2よりେき͍αΠズのඍࠐ画૾をσδλϧΧϝϥでऔりڸඍݦ

ཻ୸の積ࢉ面積をٻΊた。

ᶄɹथछಉఆ

材からはεςϯϨεం౛でԣஅ面、์ࣹஅ面、઀ઢஅ面ߌ。用した材である࢖にྻߌྉはSA221ࢼ

の３方޲の切ยを切りऔり、෧ೖࡎΨϜΫϩϥーϧでϓϨύϥーτを࡞成して生物ݦඍڸで࡯؍・ಉ

ఆした。

ʢ̏ʣ݁Ռ
ᶃɹՖค෼ੳͱཻࡉඍཻ୸෼ੳ

/P� 層 ਪఆ年代 ଯ積物の特௃ ࠭ シϧτ
೪土

ྔݮ೤ڧ
	༗機物ྔ


1 Ⅳ 10世紀代 シϧτཻ࣭࠭ࡉۃ灰色׊ 16�5 72�7 10�8 
3 ᶜ 9世紀後൒頃 灰׊色ཻ࣭࠭ࡉシϧτ 28�0 57�4 14�6 
4 ᶟ 8世紀以前 灰色༗機࣭シϧτ׊ 8�1 76�6 15�3 

ୈ̐දɹ෼ੳࢼ料ͷଯੵ෺ͷಛੑ（重量％）
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 ࿨　名  学     名 /P�1 /P�3 /P�4
Ⅳ層 ᶜ層 ᶟ層

 樹　　木
Ϟϛଐ ACJFT 5 6 13
πΨଐ TTVHB 2 - 1
τ΢ώଐ 1JDFB - 2 -
Ϛπଐ୯ҡ؅ଋѥଐ 1JOVT TVCHFO� )BQMPYZMPO - 1 -
Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 1JOVT TVCHFO� %JQMPYZMPO 11 10 14
Ϛπଐ（ෆ明） 1JOVT 	6OLOPXO
 1 1 3
コ΢ϠϚΩ SDJBEPQJUZT WFSUJDJMMBUB 	TIVOC�
 SJFC� FU ;VDD� 2 - -
εΪ CSZQUPNFSJB KBQPOJDB 	L�pM�
%�%PO 16 5 22
ଞのΠνΠՊ－ώϊΩՊ（ώϊΩܕ） PUIFS TBYBDFBF - CVQSFTTBDFBF 	CIBNBFDZQBSJT UZQF
 - 1 -
ϒド΢ଐ 7JUJT 1 1 -
χϨଐ 6MNVT 1 2 -
έϠΩଐ ;FMLPWB 9 12 11
ΤϊΩଐ－ϜΫϊΩଐ CFMUJT - AQBOBOUIF - - 1
ϒφ FBHVT DSFOBUB BMVNF 24 34 32
Πψϒφ FBHVT KBQPOJDB .BYJN� 1 5 8
コφϥଐコφϥѥଐ 2VFSDVT TVCHFO� LFQJEPCBMBOVT 41 31 45
コφϥଐΞΧΨシѥଐ 2VFSDVT TVCHFO� CZDMPCBMBOPQTJT 4 10 8
Ϋリ CBTUBOFB DSFOBUB SJFC� FU ;VDD� 3 2 13
αϫάϧϛଐ 1UFSPDBSZB 8 4 9
Ϋϧϛଐ +VHMBOT - - 1
Πψシσ CBSQJOVT UTDIPOPTLJJ .BYJN� - - 3
ΫϚシσଐ－Ξαμଐ CBSQJOVT - 0TUSZB 2 7 9
ϋシόϛଐ CPSZMVT 1 - -
ΧόϊΩଐ BFUVMB 2 4 4
ϋϯϊΩଐϋϯϊΩѥଐ AMOVT TVCHFO� AMOVT 3 4 8
ϋϯϊΩଐ（ෆ明） AMOVT 	6OLOPXO
 8 3 7
ϠφΪଐ SBMJY 1 - -
ΧΤσଐ ADFS - 1 -
τνϊΩ AFTDVMVT UVSCJOBUB BMVNF 1 - -
Ωϋμଐ 1IFMMPEFOESPO 1 1 -
τωリコଐ FSBYJOVT - - 1
ϞνϊΩଐ *MFY 1 - -
λχ΢πΪଐ 8FJHFMB - - 1
΢コΪՊ ASBMJBDFBF 1 - 2

 ૲　　ຊ
コ΢ϗωଐ /VQIBS - - 1
αδΦϞμΧଐ AMJTNB 2 2 1
ΦϞμΧଐ SBHJUUBSJB 1 1 3
πϢΫαଐ CPNNFMJOB 2 - -
ϛズΞΦΠଐ .POPDIPSJB 3 2 25
ϛΫリଐ SQBSHBOJVN 50 12 -
ΧϠπリάαՊ CZQFSBDFBF 130 51 200
ΠωՊ（Πωܕ） 1PBDFBF 	0SZ[B UZQF
 35 61 101
ଞのΠωՊ PUIFS 1PBDFBF 77 30 41
ΧϥϚπι΢ଐ TIBMJDUSVN 1 - -
ଞのΩϯϙ΢ήՊ PUIFS 3BOVODVMBDFBF 3 - -
Ξリϊτ΢άαଐ (POPWBSQVT 1 - -
όϥՊ 3PTBDFBF 2 - -
Ξα CBOOBCJT TBUJWB L� 1 1 -
Ξα－Χϥϋφι΢ଐ CBOOBCJT TBUJWB - )VNVMVT 3 - 2
ϑ΢ϩι΢ଐ (FSBOJVN - 1 -
ΩΧシάαଐ 3PUBMB - - 1
νϣ΢δλσଐ LVEXJHJB - - 1
ΞϒϥφՊ BSBTTJDBDFBF 1 3 1
ΠϒΩτϥϊΦଐ BJTUPSUB 1 - -
ιόଐ FBHPQZSVN - 1 -
Πψλσଐ 1FSTJDBSJB 27 4 6
ΪシΪシଐ 3VNFY 2 1 -
φσシコՊ CBSZPQIZMMBDFBF 4 2 -
ΞΧβѥՊ CIFOPQPEJPJEFBF 2 1 3
ଞのώϢՊ PUIFS ANBSBOUIBDFBF 10 6 2
シιՊ LBNJBDFBF - - 2
ΩΫχΨφѥՊ CJDIPSJPJEFBF 2 1 1
ϤϞΪଐ ASUFNJTJB 109 52 22
ଞのΩΫՊ	ΩΫχΨφѥՊআく
 PUIFS ATUFSBDFBF 	FYDMVEJOH CJDIPSJPJEFBF
 8 5 4
ηリՊ AQJBDFBF 32 42 17

 シμ২物
θϯϚΠՊ 0TNVOEBDFBF - 1 2
αϯシϣ΢Ϟ SBMWJOJB OBUBOT 	L�
 AMM� - 2 1
୯৚ܕ๔ࢠ .POPMFUF TQPSF 32 34 14
ࢠ๔ܕ৚ࡾ TSJMFUF TQPSF 3 - -

 樹木Ֆค ASCPSFBM QPMMFO 150 147 216
 ૲ຊՖค /POBSCPSFBM QPMMFO 509 277 432
 シμ২物๔ࢠ FFSO TQPSFT 35 37 17
 Ֆค・๔ࢠ਺ 1PMMFO BOE SQPSFT 694 461 665
 ෆ明Ֆค 6OLOPXO QPMMFO 28 5 10
 樹木Ֆคྔ（ཻ�DN3） 4760 1260 7780
ඍཻ୸ྔ（NN2�DN3）ཻࡉ  159 164 724

ୈ̑දɹଟլ৓੻ୈ��࣍調査͔Β࢈ग़ͨ͠ՖคԽੴͷҰཡදʢ"1(ᶙ෼ྨମܥʹ४ڌʣ
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/P�1と/P�3、/P�4ࢼྉかΒ࢈出した樹木Ֆคは΄΅同༷な૊成をࣔした（第̑表、ਤ൛̕）。つ·り、

ίφϥଐίφϥѥଐとϒφ͕ൺֱత高཰Ͱ࢈出し、਑葉樹のεΪ΍Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐ、Ϟϛଐ、མ

葉広葉樹のέϠΩଐ、αϫάϧϛଐ、ΫϦ、ΫϚγσଐʵΞαμଐ、ϋϯϊΩଐなͲ΍ৗ྘広葉樹の

ίφϥଐΞΧΨγѥଐなͲͰ͋ͬた。૲本Ֆคの૊成は下部の/P�4と上部の/P�1ɾ3Ͱҟなͬていた。

/P�4ͰはΧϠπϦάαՊ͕高཰Ͱ࢈出してΠωՊΠω͕ܕൺֱత多͘઎め、ਫ生২物のϛζΞΦΠ

ଐ΍ί΢ϗωଐ、ΦϞμΧଐなͲ͕ݕ出͞れた。上部の/P�1ɾ3Ͱは、༏઎する分ྨ܈はແ͘ΧϠπ

ϦάαՊ΍ΠωՊΠωܕ、そのଞのΠωՊ、ϤϞΪଐ、ηϦՊ͕い͘分多͘઎め、ਫ生২物のϛΫϦ

ଐ΍ϛζΞΦΠଐ、αδΦϞμΧଐ、ΦϞμΧଐ、αϯγϣ΢ϞなͲ͕ݕ出͞れた。ଞにΞα΍ιό

ଐ͕ۇかにݕ出͞れた。ཻࡉඍཻ୸は、/P�4Ͱは�24NN2�DN3とൺֱత多かͬた͕、/P� １と/P�3は

1�� ʙ 164NN2�DN3とগなかͬた。

ᶄɹथछಉఆ

樹छ同定の݁Ռ、ࡐߌはίφϥଐίφϥઅͰ͋ͬた。以下に出土した୸化ࡐのࡉ๔ߏ଄ֶతࡌهを

おこなう。

ਤ൛̕�ଟլ৓੻ୈ��࣍調査۠ͷओ要Ֆค෼෍ਤ
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コφϥଐコφϥઅ 	2VFSDVT TFDU�1SJOVT
ɿ年ྠ࠷初にେきなಓ؅が਺ݸ഑ྻしͦの後ٸにܘをݮじ

て೾状にやや֯ுったബนのখಓ؅が഑ྻ͢る޸؀材でಓ؅のઠ޸൘は୯Ұ。์ࣹ૊৫はಉੑで୯ྻ

と多ࡉ๔෯のࣹ์޿૊৫がある。

࡯ߟ（４）
多賀城跡西側のٰྕには、ᶟ層/P�4でࢄ෍ൣғの͍ڱΫリՖคが６�を઎Ίており、第98次調査区

が཮地から45 ～ 105̼཭れて͍ることからΫリが෼෍して͍たのは明らかである。ΫリՖคは、Ϋ

リྛ内ではམ下樹木Ֆคの30ˋ以্を઎Ίるのにରし、Ϋリྛのྛԑから約20̼཭れたコφϥを主

と͢るམ葉޿葉樹ྛ内で５ˋ以下（٢川2011）、１年間のམ下ՖคྔはΫリྛ内で5000ཻ�DN2�ZS

以্であるのにରし、樹ףԑから約20̼཭れると約300 ～ 600ཻ�DN2�ZSになり、ΫリՖคのࢄ෍

ൣғはڱくྛԑから約20̼以内に΄とんͲがམ下して͍る（٢川2018）。෼ੳ地点が཮地から西側

に45̼以্཭れ、Ճ͑て出ݱ཰６ˋが͍く෼高͍ことや材木塀が΄΅Ϋリ材が利用されて͍るたΊ、

Ϋリを多く含むྛがप辺に෼෍して͍たと͑ߟられる。·た、樹木Ֆคのൺ཰が22 ～ 32ˋと௿く、

多賀城跡南側のߵϊ஑地区で΋樹木ൺ཰が௿͍ことから（٢ా・鈴木2013）、ٰྕの২生はૄྛやখ

規模の৿ྛであったと΋͑ߟられるが、ΫリなͲの஬ഔՖはࢄ෍ൣғが͍ڱたΊԾにこれら樹種が多

く生͑て͍て΋෼ੳ地点が཮地から཭れて͍るたΊ樹木ൺ཰は௿くなる。Ұ方で、ߵ஑地区の1250 

DBM BC ～ 700 DBM A%ではՖคԽ石܈はコφϥଐコφϥѥଐとΫϚシσଐが༏੎でϒφܕやχϨଐʕ

έϠΩଐ、ϞϛଐなͲからなり、第Ⅰ期（724 A% ～８世紀த頃）の؛ޢ・土ཹΊ施設から出土した

樹種がコφϥଐコφϥઅとΫリが多くϞϛやέϠΩ、ϒφなͲ多種の樹種が出土し調࿨的である（٢

ా・鈴木2013）。多種の木材が出土して͍る状況からはप辺の樹木が利用されたՄೳੑが高く、コφ

ϥଐコφϥઅやϒφなͲ多くの෼ྨ܈はप辺に෼෍して͍たと͑ߟられる。したがって、प辺のٰྕ

の২生は、མ葉޿޿葉樹のコφϥଐコφϥѥଐやϒφ、έϠΩ、αϫάϧϛଐ、Ϋリ、ΫϚシσଐ－

Ξαμଐ、ΩϋμଐなͲ、਑葉樹のϞϛ、εΪ、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ、ৗ緑޿葉樹のコφϥଐΞΧΨ

シѥଐなͲの২物૬からなり、Ϋリを多くࠞ生して͍たとਪఆされる。

８世以前から10世紀頃における樹木Ֆคの૊成にେきな変Խは認Ίられな͍が、Ϋリの出ݱ཰が

８世紀以前の６ˋから９世紀後൒～ 10世紀代には1�4 ～２ˋに௿下して͍る。９世紀前൒から10世

紀前൒頃とਪఆされる多賀城外郭西辺を区画͢る材木塀にΫリ材が多用されており、ΫリՖคの出ݱ

཰のݮগがΫリ材の利用と関܎して͍るՄೳੑがある。

௿地では、֤ࢼྉからΠωՊΠωܕがൺֱ的多く࢈出し、நਫ২物のαδΦϞμΧଐやΦϞμΧଐ

なͲや浮ਫ২物のαϯシϣ΢ϞなͲのਫ生২物が検出されたことから、प辺でਫా࡞ߞが行われて͍

たと͑ߟられる。·た、ηリՊやΠψシσଐは出ݱ཰が͍く෼高く、多種のਫ生২物が検出されて͍

るたΊ࣪地なͲに෼෍͢るηリやϛκιόなͲであったՄೳੑがある。ଞに࠿ഓ২物としてはΞαと

ιόଐがۇかに検出されており、調査区が཮地から45̼以্཭れて͍るたΊप辺の཮地で࠿ഓされ

て͍たՄೳੑがਪఆされる。·た、ᶟ層/P�4にはൺֱ的多くのཻࡉඍཻ୸が含·れており、区画施

設構築前からٰྕのԑでは২物೩মを伴う生ۀが行われて͍た。
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Ⅲ．第99次調査

̍ɽ調査ͷ໨తͱܦա
ʢ̍ʣ໨త

第99次調査は、前年౓にҾきଓき政庁北側の調査ࢿྉの஝積を目的として、政庁地区北方を調査ର

৅とした（第２ද、ਤ൛１・12 ～ 14）。これ·でに、第19・31・32・76・94・95・96次で調査を

行っており、ٰྕඌࠜ部とٰྕࣼ面な͍し୔状地ܗのൣғを調査ର৅として͍る（ਤ൛12・13）。

政庁北辺築地塀北側のٰྕඌ্ࠜでは、第19・31・32・76次調査にお͍て、େܕの掘立柱建物̐

棟がʮコʯܗࣈに഑ஔされたʮ政庁北方建物ʯ（h ิ遺編 ）ɦと竪穴建物２棟（S*2806・2813）を検

出した。政庁北方建物は、第Ⅳ期の΋ので、政庁とີ઀な関࿈を࣋ͭ施設であり、地্ܗの੍約によ

って政庁த࣠ઢより西دりにҐஔして͍る（h ຊจ編 ）ɦ。·た、S*2806は第Ⅲ期のதで΋前൒ஈ֊と

みられることから、第Ⅱ期຤の火ࡂ後のҰ時的な施設とਪఆした（h 年報2004 ・ɦh ิ遺編 ）ɦ。

政庁より北西側にଓくٰྕඌࠜでは、第94・95次調査でେܕの掘立柱建物２棟（SB3415・3450）

を検出し（h 年報2020・2021 ）ɦ、第96次調査では、竪穴建物２棟（S*3460・3464）、掘立柱建物（SB3465）

のҰ部なͲを検出した（h 年報2022 ）ɦ。SB3415はܻ行６間、ྊ行３間の北・東に廂が付く南北棟で、

年代は第Ⅲ期以降の９世紀த葉から後൒頃とਪఆした。西側柱ྻは、政庁西辺築地塀の西੄Ԇ௕ઢ্

に柱ےをଗ͑てҐஔしており、計画的に഑ஔされた建物と͑ߟられる。SB3450はܻ行６間、ྊ行２

間の東西棟で、方޲は東で北にややภり、౳高ઢに平行͢る。年代は第Ⅲ期以降の９世紀代とਪఆし

た。SB3465には切土（SX3466）と整地層（SX3467）が伴͍、SX3466の埋土・ଯ積土には鍛冶関

࿈遺物・࣫ࢴจ書・࣫付ண土器が含·れており、調査区ۙ辺に鍛冶・࣫޻๪がଘ在して͍たՄೳੑが

高͍。年代はSB3465、SX3466・3467が第Ⅲ期、S*3460・3464は第Ⅲ期以降である。

政庁の北～北東側にかけて޿がるٰྕࣼ面およͼ୔状地ܗ内部では、第31・32次調査にお͍て、

୔状地ܗの南側のࣼ面で第Ⅲ期以降の掘立柱建物̐棟（SB1017・1022・1023・1026）（h 年報

1977 ）ɦ、୔状地ܗ内で第Ⅲ期の竪穴建物３棟（S*1024・1063・1065）（h 年報1978 ）ɦ、第94次調

査̗区にお͍て、୔状地ܗの北側のࣼ面で掘立柱建物を構成͢るՄೳੑがある柱穴や竪穴建物１棟

（S*3439）を検出した（h 年報2020 ）ɦ。

このଞに、平成５・６年౓には市ಓ市川ઢ（Ԙᜱ֗ಓ）西側で特別史跡のݱ状変ߋに伴う発掘調査

を行͍、調査面積は͍ڱながら΋ෳ਺の掘立柱建物を検出した（h 年報1993・1994 ）ɦ（ਤ൛12）。

これ·での調査で、政庁地区北方では、①第Ⅲ期以降の遺構が෼෍͢ること、②ٰྕඌ্ࠜにେܕ

の掘立柱建物܈である政庁北方建物や竪穴建物、ٰྕࣼ面や୔状地ܗにখܕの掘立柱建物や竪穴建物

が෼෍͢ること、さらに、③政庁北方建物以北のٰྕඌ্ࠜに΋計画的に഑ஔされたେܕの建物が෼

෍͢ることが明らかとなった。ͦこで、第99次調査では、第96次調査で検出したSB3465の規模と構

造を把握͢ることを主な目的とした。

ʢ̎ʣ調査ͷܦաͱํ๏
ʤ調査۠ͷઃఆͱද౔আڈʥର৅地は多賀城跡政庁北側ྡ઀地に所在し、政庁ਖ਼఼の測ྔ原点から北

΁114 ～ 132̼、西΁17 ～ 39̼のൣғにҐஔ͢る（ਤ൛12）。第95次調査北区と第96次調査̗区
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た。SB3465には切土（SX3466）と整地層（SX3467）が伴͍、SX3466の埋土・ଯ積土には鍛冶関

࿈遺物・࣫ࢴจ書・࣫付ண土器が含·れており、調査区ۙ辺に鍛冶・࣫޻๪がଘ在して͍たՄೳੑが

高͍。年代はSB3465、SX3466・3467が第Ⅲ期、S*3460・3464は第Ⅲ期以降である。

政庁の北～北東側にかけて޿がるٰྕࣼ面およͼ୔状地ܗ内部では、第31・32次調査にお͍て、

୔状地ܗの南側のࣼ面で第Ⅲ期以降の掘立柱建物̐棟（SB1017・1022・1023・1026）（h 年報

1977 ）ɦ、୔状地ܗ内で第Ⅲ期の竪穴建物３棟（S*1024・1063・1065）（h 年報1978 ）ɦ、第94次調

査̗区にお͍て、୔状地ܗの北側のࣼ面で掘立柱建物を構成͢るՄೳੑがある柱穴や竪穴建物１棟

（S*3439）を検出した（h 年報2020 ）ɦ。

このଞに、平成５・６年౓には市ಓ市川ઢ（Ԙᜱ֗ಓ）西側で特別史跡のݱ状変ߋに伴う発掘調査

を行͍、調査面積は͍ڱながら΋ෳ਺の掘立柱建物を検出した（h 年報1993・1994 ）ɦ（ਤ൛12）。

これ·での調査で、政庁地区北方では、①第Ⅲ期以降の遺構が෼෍͢ること、②ٰྕඌ্ࠜにେܕ

の掘立柱建物܈である政庁北方建物や竪穴建物、ٰྕࣼ面や୔状地ܗにখܕの掘立柱建物や竪穴建物

が෼෍͢ること、さらに、③政庁北方建物以北のٰྕඌ্ࠜに΋計画的に഑ஔされたେܕの建物が෼

෍͢ることが明らかとなった。ͦこで、第99次調査では、第96次調査で検出したSB3465の規模と構

造を把握͢ることを主な目的とした。

ʢ̎ʣ調査ͷܦաͱํ๏
ʤ調査۠ͷઃఆͱද౔আڈʥର৅地は多賀城跡政庁北側ྡ઀地に所在し、政庁ਖ਼఼の測ྔ原点から北

΁114 ～ 132̼、西΁17 ～ 39̼のൣғにҐஔ͢る（ਤ൛12）。第95次調査北区と第96次調査̗区

－  23  －

市 川
城 前

八幡神社

多賀城跡
管理事務所

空堀覆屋

六月坂

多賀神社

市道
市川
線

/6�

�

多賀城ਆࣾ

����ߋঢ়มݱ

����ߋঢ়มݱ

N

東西道路

SB250

ਤ൛��ɹୈ��࣍ௐࠪ۠ͱपลのௐࠪ

ୈ��࣍ௐࠪ۠

� ��N

(4�1�2
���)

&6� &12�

/12�

/1��

/6�

�

46�

412�

/24�

�86�812�81��

/3��



− 24  −

35
凡
例

政
庁
第
Ⅲ
期

政
庁
第
Ⅳ
期
以
降

政
庁
第
Ⅲ
期
以
降

政
庁
第
Ⅳ
期

Ⅲ

E1
5

E3
0

N
12

0

N
10

5

N
90

N
75

N
60

N
45

0
W

15
W

30
W

45
W

60

94
次
B
区

32
次

32
次

31
次

76
次

19
次

16
次

31
次

多
賀

城
神

社

駐
車

場

塩 竈 街 道

SB
10
13

SB
55
3

政
庁
北
方
建
物

政
庁
北
方
建
物

SA
28
18

SI
28
13

SI
10
24

SB
10
22

SB
10
17

SB
10
26

SI
10
63

SI
10
65

SK
10
14

SE
10
66

SK
10
21

SK
10
19

SI
28
06

SB
10
50

E4
5

SB
55
1

地
山

地
山

地
山

堆
積
層

地
山

と
整

地
層

・
堆

積
層

の
境

政
庁

北
辺

築
地

塀
（

SF
16

7）

0
20

m

(S
=1

/6
00

)

N

SK
10
60

SK
10
16

SI
34
39

94
次
A
区

SK
34
23

SK
34
22

SK
34
21

SK
34
20

95
次
北
区

SB
10
23

95
次
南
区

96
次
A
区

96
次
B
区

SB
34
50

SB
34
15

99
次

SI
34
64

SI
34
60

SB
34
65

地
山

地
山

地
山

地
山

図
版
13
　
政
庁
地
区
北
方
の
調
査



3�
ຌ

ྫ

੓
ி

ୈ
ᶙ

ظ

੓
ி

ୈ
ᶚ

ظ
Ҏ

߱

੓
ி

ୈ
ᶙ

ظ
Ҏ

߱

੓
ி

ୈ
ᶚ

ظ

Ⅲ

E1
5

E3
0

N
12

0

N
10

5

N
90

N
75

N
60

N
45

0
W

15
W

30
W

45
W

60

��
࣍

#
۠

3�
࣍

3�
࣍

3�
࣍

��
࣍

��
࣍

��
࣍

3�
࣍

多
賀

城
神

社

駐
車

場

Ԙ ᜱ ֗ ಓ

4#
��

�3

4#
��

3
੓

ி
๺

ํ
ݐ

෺
੓

ி
๺

ํ
ݐ

෺

4"
��
��

4*
��
��

4*
��
��

4#
��
��

4#
��
��

4#
��
��

4*
��
��

4*
��
��

4,
��
��

4&
��
��

4,
��
��

4,
��
��

4*
��
��

4#
��

��

E4
5

4#
��

�

஍
ࢁ

஍
ࢁ

஍
ࢁ

ଯ
ੵ

૚

地
山

と
整

地
層

・
堆

積
層

の
境

政
庁

北
辺

築
地

塀
（

SF
16

7）

0
20

m

(S
=1

/6
00

)

/

4,
��
��

4,
��
��

4*
��
��

��
࣍

"
۠

4,
��
��

4,
��
��

4,
��
��

4,
��
��

��
࣍

๺
۠

4#
��
��

��
࣍

ೆ
۠

��
࣍

"
۠

��
࣍

#
۠

4#
��
��

4#
��
��

��
࣍

4*
��
��

4*
��
��

4#
��
��

஍
ࢁ

஍
ࢁ

஍
ࢁ

஍
ࢁ

ਤ
൛
��
ɹ
੓
ி
஍
۠
๺
ํ
ͷ
ௐ
ࠪ

−  ��  −

の間に྆者をҰ部重ෳ͢るܗで調査区を設ఆした（ਤ൛13）。

調査は̓月3・4日に重機によるද土আ去を行った（ਤ൛15）。調査区東൒では第96次調査̗区の

埋໭し土を確認した後、ਓྗでこれをআ去し、SB3465掘立柱建物とSX3466切土を再検出した。

ʤ調査ʥ̓月13日からਓྗによる遺構検出にணखした。調査区西൒部では׊ࠇ色層্面で、第96次調

査̖区からଓくS%3455溝を検出し、Ұ部掘り下͛౳を行った。

東൒部の調査区北୺では、地山面でSX3466が西にଓき、̬29付ۙで南に۶͢ۂることが判明し、

切土のൣғが確ఆした。掘立柱建物は切土内に収·ると͑ߟたことから、第96次調査で明らかにな

った柱間から、東西３間の南北棟であるՄೳੑが高͍と判அした。ͦこで切土西辺より東側の柱穴૝

ఆҐஔに、南北方޲に௕͍土層࡯؍用൞を２ຊ設ఆしながら掘り下͛、掘立柱建物の柱穴の検出を行

った。切土北൒部では、׊ࠇ色のଯ積層を掘り下͛ながら遺構確認を行͍、切土のఈ面付ۙで第96

次SX3466の̐層な͍し̓層（と΋にഇغ層）を検出し、ここで掘࡟をҰ୴ఀࢭした。第96次調査の

された΋のと判அして͍たたΊ、౰初はখάリοドを設ఆせغ層は切土の北側からഇغղでは、ഇݟ

ͣ、掘り下͛をおこなった。しかし、第96次調査を্回るྔの鉄滓が出土したこと、鍛冶炉を確認

したことから、鍛造ണย౳のඍࡉ遺物を回収͢るたΊ、ٸᬎ௕辺90 ～ 100DN、୹辺70 ～ 100DNの

খάリοドを設ఆし、土৕のશྔ回収を行͍ながら、部෼的に地山面·で掘り下͛て柱穴の検出を行

った。

第96次調査で検出して͍た東側１間෼の柱ྻに͍ͭては、第96次調査̗区の第ᶜB層な͍し

SX3467整地層্面検出であることから、ͦの柱ྻ南側Ԇ௕部෼は、第ᶜB層্面な͍しSX3467্面

·で掘り下͛、柱穴を南側に޲かってॱ次検出して͍った。

ͦの݁果、柱穴を15ݸ検出し、第96次調査で検出した柱穴と合わせて23ݸの柱穴を確認し、

SB3465が東に廂がͭく南北６間、東西３間の南北棟であること判明した。

ʤఫऩ・ຒΊ໭͠ʥ10月31日から、ਤ面の࡞成とฒ行して遺構のཆ生と器材のఫ収を行͍、11月

27・28日に埋Ί໭して、野外調査をऴྃした。

ʤ調査੒Ռͷݕ౼・ެ։౳ʥ調査期間தの10月4・5日には、多賀城跡調査研究ҕһձによるݱ৔࡯ࢹ

をडけるとと΋に調査内༰を報ࠂし、ͦの৹ٞを経て成果に関͢るࢦಋとঝ認をडけた。ͦれを౿·

͑て12日に調査成果を報ಓ機関にެ։し、14日にݱ地આ明ձを։࠵した。ࢀՃ者は約80ਓである。

·た、９月11 ～ 21日には東北େ学ݹߟ学実शのҰ؀として、学生６名が調査にࢀՃした。

調査後のྩ࿨５年12月10日には、宮城県ݹߟ学ձ主࠵のʮྩ࿨５年౓宮城県遺跡調査成果発දձʯ

で成果を報͢ࠂるとと΋に、主な出土遺物をలࣔし、調査に関͢るॿݴをडけた。ྩ࿨６年２月には

ʰ第50回ݹ代城柵׭ᦰ遺跡検討ձࢿྉ集ʱで調査֓要を্ࢴ報ࠂした。

ʤ調査ه࿥ͷ࡞੒ํ๏ʥ平面ਤ・அ面ਤはݣり方測ྔにより、ॖई1�20でਤ面用ࢴにख書きで࡞成し

た。·た、ਤ面࡞成や遺物औ্͛に࢖用͢るたΊ、政庁内に埋設されたʮ内城ʯとʮ内城̬ʯを基に、

τーλϧεςーシϣϯ（ιΩΞ製CX-107F）を用͍て調査区内に３̼࢛方のάリοドを設ఆした。

遺構のࣸਅࡱӨにはσδλϧΧϝϥ（/JLPO製%7000ɿ1
690ສ画ૉ）を用͍た。画૾のอଘࣜܗ

は3A8と+1E(で、ࡱӨ時には色調ิਖ਼のたΊάϨーΧードを࢖用した。ۭதࣸਅࡱӨにはドϩーϯ

（%+*製A*32Sɿ2
000ສ画ૉ）を࢖用し、８月１日、９月25日にશ10、ܠ月19日に掘立柱建物部෼に

͍ͭてࡱӨを行った。ۭதࣸਅのอଘࣜܗは+1E(である。
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1 Z10475 32 䠓ྑ Z10468 䠑aᕥ Z10491 䠍ୖ Z10503 1 Z10517 6 Z10529 12ᕥ Z10541
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䠏ྑ Z10478 䠒ᕥ Z10471 䠑bྑ Z10494 䠏ୖ Z10506 䠎ୖ Z10520 䠔aྑ Z10532 13ྑ Z10544
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䠏ୖ Z10484 䠎下 Z10488 䠓ྑ Z10500 䠑ྑ Z10512 䠐ྑ Z10526 10ྑ Z10538 17 Z10550

䠏下 Z10485 3 Z10489 䠔ᕥ Z10501 䠒ᕥ Z10513 䠑ᕥ Z10527 11ᕥ Z10539

32 䠓ᕥ Z10467 4 Z10490 䠔ྑ Z10502 䠒ྑ Z10514 䠑ྑ Z10528 11ྑ Z10540
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２．政庁と第 99 次調査区（北から）１．政庁と第 99 次調査区（南から）〔Z10432〕 〔Z10434〕

ʤҨߏ・Ҩ෺ͷ整ཧʥ第98次調査とฒ行してಉじ方๏で行なったたΊ、ここではলུ͢る。

ʤҨߏ・Ҩ෺ͷొ࿥ʥ第99次調査で৽たに検出した遺構に͍ͭては、遺構ొ࿥୆ாの3481 ～ 3503

番にొ࿥した（第̓ද）。遺物は整ཧ用平ശで50ശ෼出土しており、ਫચ、઀合の後に種ྨ・器種・

਺ྔ・特௃౳を調書として·とΊ、遺構・層の年代をࣔ͢遺物や特௃的な遺物111点をந出してొ࿥

番号を付した。ొ࿥番号は、土器・陶磁器・瓦・土製品・࣫ࢴ・石製品・石器に͍ͭては31 ～

3111を࢖用し、施釉陶磁器に͍ͭてはʰ施釉陶磁器ʱのొ࿥方๏になら͍、Ｒ番号にՃ͑て灰釉陶

器に99- １・２、青磁・白磁に/P�340 ～ 346を付した。

Өしたࣸਅに͍ͭてはσδλϧࣸਅ୆ாにొ࿥して؅ཧして͍る。ొ࿥番号は、遺構ࣸਅが̯ࡱ

10336 ～ 10431、ۭ தࣸਅが̯10432 ～ 10440、遺物ࣸਅが̯10467 ～ 10551、ͦ のଞのࣸਅ（調

査の༷ࢠなͲ）が̯10441 ～ 10453である。ຊ書にࡌܝした遺構ࣸਅに͍ͭては、ొ࿥番号をࡌܝ

ࣸਅのӈ下に記ࡌし、遺物ࣸਅに͍ͭてはࣸࡌܝਅとのରԠ関܎を第６දにࣔした。
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䠏ྑ Z10478 䠒ᕥ Z10471 䠑bྑ Z10494 䠏ୖ Z10506 䠎ୖ Z10520 䠔aྑ Z10532 13ྑ Z10544

䠍ᕥ Z10479 䠒ྑ Z10472 䠑cᕥ Z10495 䠏ᕥ Z10507 䠎ᕥ Z10521 䠔bᕥ Z10533 14 Z10545

䠍ྑ Z10480 䠓ᕥ Z10473 䠑cྑ Z10496 䠏ྑ Z10508 䠎ྑ Z10522 䠔bྑ Z10534 15ᕥ Z10546

䠍(ᣑ大) Z10481 䠓ྑ Z10474 䠒ᕥ Z10497 䠐ᕥ Z10509 䠏ᕥ Z10523 䠕ᕥ Z10535 15ྑ Z10547

䠎ୖ Z10482 1 Z10486 䠒ྑ Z10498 䠐ྑ Z10510 䠏ྑ Z10524 9ྑ Z10536 16ᕥ Z10548

䠎下 Z10483 䠎ୖ Z10487 7ᕥ Z10499 䠑ᕥ Z10511 䠐ᕥ Z10525 10ᕥ Z10537 16ྑ Z10549

䠏ୖ Z10484 䠎下 Z10488 䠓ྑ Z10500 䠑ྑ Z10512 䠐ྑ Z10526 10ྑ Z10538 17 Z10550

䠏下 Z10485 3 Z10489 䠔ᕥ Z10501 䠒ᕥ Z10513 䠑ᕥ Z10527 11ᕥ Z10539

32 䠓ᕥ Z10467 4 Z10490 䠔ྑ Z10502 䠒ྑ Z10514 䠑ྑ Z10528 11ྑ Z10540

➨䠒⾲ ➨99ḟㄪᰝ遺≀෗┿䛾Ⓩ㘓␒ྕ一ぴ
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34

34 3735

36

33

37

37

31
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ਤ൛ ��ɹୈ �� ࣍ௐࠪ۠ԕࣸܠਅ
２．政庁と第 99 次調査区（北から）１．政庁と第 99 次調査区（南から）〔Z10432〕 〔Z10434〕

ʤҨߏ・Ҩ෺ͷ整ཧʥ第98次調査とฒ行してಉじ方๏で行なったたΊ、ここではলུ͢る。

ʤҨߏ・Ҩ෺ͷొ࿥ʥ第99次調査で৽たに検出した遺構に͍ͭては、遺構ొ࿥୆ாの3481 ～ 3503

番にొ࿥した（第̓ද）。遺物は整ཧ用平ശで50ശ෼出土しており、ਫચ、઀合の後に種ྨ・器種・

਺ྔ・特௃౳を調書として·とΊ、遺構・層の年代をࣔ͢遺物や特௃的な遺物111点をந出してొ࿥

番号を付した。ొ࿥番号は、土器・陶磁器・瓦・土製品・࣫ࢴ・石製品・石器に͍ͭては31 ～

3111を࢖用し、施釉陶磁器に͍ͭてはʰ施釉陶磁器ʱのొ࿥方๏になら͍、Ｒ番号にՃ͑て灰釉陶

器に99- １・２、青磁・白磁に/P�340 ～ 346を付した。

Өしたࣸਅに͍ͭてはσδλϧࣸਅ୆ாにొ࿥して؅ཧして͍る。ొ࿥番号は、遺構ࣸਅが̯ࡱ

10336 ～ 10431、ۭ தࣸਅが̯10432 ～ 10440、遺物ࣸਅが̯10467 ～ 10551、ͦ のଞのࣸਅ（調

査の༷ࢠなͲ）が̯10441 ～ 10453である。ຊ書にࡌܝした遺構ࣸਅに͍ͭては、ొ࿥番号をࡌܝ

ࣸਅのӈ下に記ࡌし、遺物ࣸਅに͍ͭてはࣸࡌܝਅとのରԠ関܎を第６දにࣔした。

ਤ൛ ొ࿥番号 ਤ൛ ొ࿥番号 ਤ൛ ొ࿥番号 ਤ൛ ొ࿥番号 ਤ൛ ొ࿥番号 ਤ൛ ొ࿥番号 ਤ൛ ొ࿥番号

30

1 ;10475 32 ̓ӈ ;10468

34

５Bࠨ ;10491

35

１্ ;10503
36

1 ;10517

37

6 ;10529

37

ࠨ12 ;10541

2 ;10476

33

ࠨ５ ;10469 ５Bӈ ;10492 １下 ;10504 2 ;10518 7 ;10530 12ӈ ;10542

ࠨ３ ;10477 ５ӈ ;10470 ５Cࠨ ;10493 2 ;10505

37

1 ;10519 ８Bࠨ ;10531 ࠨ13 ;10543

３ӈ ;10478 ࠨ６ ;10471 ５Cӈ ;10494 ３্ ;10506 ２্ ;10520 ８Bӈ ;10532 13ӈ ;10544

31

ࠨ１ ;10479 ６ӈ ;10472 ５Dࠨ ;10495 ࠨ３ ;10507 ࠨ２ ;10521 ８Cࠨ ;10533 14 ;10545

１ӈ ;10480 ࠨ̓ ;10473 ５Dӈ ;10496 ３ӈ ;10508 ２ӈ ;10522 ８Cӈ ;10534 ࠨ15 ;10546

１	֦େ
 ;10481 ̓ӈ ;10474 ࠨ６ ;10497 ࠨ̐ ;10509 ࠨ３ ;10523 ࠨ９ ;10535 15ӈ ;10547

２্ ;10482

34

1 ;10486 ６ӈ ;10498 ̐ӈ ;10510 ３ӈ ;10524 9ӈ ;10536 ࠨ16 ;10548

２下 ;10483 ２্ ;10487 ࠨ7 ;10499 ࠨ５ ;10511 ࠨ̐ ;10525 ࠨ10 ;10537 16ӈ ;10549

３্ ;10484 ２下 ;10488 ̓ӈ ;10500 ５ӈ ;10512 ̐ӈ ;10526 10ӈ ;10538 17 ;10550

３下 ;10485 3 ;10489 ࠨ８ ;10501 ࠨ６ ;10513 ࠨ５ ;10527 ࠨ11 ;10539

32 ࠨ̓ ;10467 4 ;10490 ８ӈ ;10502 ６ӈ ;10514 ５ӈ ;10528 11ӈ ;10540

ୈ̒දɹୈ��࣍調査Ҩ෺ࣸਅͷొ࿥൪߸Ұཡ
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２．重機による表土除去（北から）

３．調査風景（南西から）

６．多賀城跡調査研究委員会の現地指導

８．調査区の埋め戻し（南東から）

５．考古学実習（遺構精査）

１．調査地点近景（南西から）

４．考古学実習（遺構検出）

７．現地説明会

〔Z10441〕 〔Z10442〕

〔Z10444〕 〔Z10445〕

〔Z10446〕 〔Z10447〕

〔Z10448〕 〔Z10452〕
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１．全景（上が北） 〔Z10436〕

番号 記号 種ྨ 次਺ ຊจ 平面ਤ அ面ਤ
3447 S, 土坑 95・99 - ਤ൛17 -
3455 S% 溝 95ŋ96・99 42Q ਤ൛17 ਤ൛20・21・24
3464 S* 竪穴建物 96・99 - ਤ൛19 ʖ
3465 SB 掘立柱建物 96・99 32Q ਤ൛19 ਤ൛20 ～ 22
3466 SX 切土 96・99 32Q ਤ൛19 ਤ൛20・21
3467 SX 整地層 96・99 32Q ਤ൛19 ਤ൛20・21
3468 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3469 S% 溝 96・99 41Q ਤ൛19・23 ʖ
3470 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3471 S, 土坑 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3472 S, 土坑 96・99 42Q ਤ൛19 ʖ
3473 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3474 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3475 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3477 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3481 S% 溝 99 42Q ਤ൛19 ਤ൛20
3482 S% 溝 99 50Q ਤ൛19 ʖ
3483 SX 炉 99 42Q ਤ൛19 ʖ
3484 SX 炉 99 31Q ਤ൛19 ਤ൛20

番号 記号 種ྨ 次਺ ຊจ 平面ਤ அ面ਤ
3485 S% 溝 99 34Q ਤ൛23 ਤ൛24
3486 S, 土坑 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3487 S, 土坑 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3488 S, 土坑 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛20・24
3489 S, 土坑 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3490 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3491 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ʖ
3492 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ʖ
3493 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3494 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3495 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3496 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ʖ
3497 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3498 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3499 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3500 SX 竪穴遺構 99 35Q ਤ൛19・23 ਤ൛20・21・24
3501 S% 溝 99 34Q ਤ൛19・23 ਤ൛20
3502 SX 炉 99 34Q ਤ൛23 ਤ൛24
3503 S% 溝 99 42Q ਤ൛19・23 ਤ൛20

ୈ̓දɹୈ��࣍調査ɹݕग़Ҩߏŋొ࿥Ҩߏ൪߸Ұཡ
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１．全景（上が北） 〔Z10436〕

番号 記号 種ྨ 次਺ ຊจ 平面ਤ அ面ਤ
3447 S, 土坑 95・99 - ਤ൛17 -
3455 S% 溝 95ŋ96・99 42Q ਤ൛17 ਤ൛20・21・24
3464 S* 竪穴建物 96・99 - ਤ൛19 ʖ
3465 SB 掘立柱建物 96・99 32Q ਤ൛19 ਤ൛20 ～ 22
3466 SX 切土 96・99 32Q ਤ൛19 ਤ൛20・21
3467 SX 整地層 96・99 32Q ਤ൛19 ਤ൛20・21
3468 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3469 S% 溝 96・99 41Q ਤ൛19・23 ʖ
3470 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3471 S, 土坑 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3472 S, 土坑 96・99 42Q ਤ൛19 ʖ
3473 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3474 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3475 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3477 S% 溝 96・99 ʖ ਤ൛19 ʖ
3481 S% 溝 99 42Q ਤ൛19 ਤ൛20
3482 S% 溝 99 50Q ਤ൛19 ʖ
3483 SX 炉 99 42Q ਤ൛19 ʖ
3484 SX 炉 99 31Q ਤ൛19 ਤ൛20

番号 記号 種ྨ 次਺ ຊจ 平面ਤ அ面ਤ
3485 S% 溝 99 34Q ਤ൛23 ਤ൛24
3486 S, 土坑 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3487 S, 土坑 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3488 S, 土坑 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛20・24
3489 S, 土坑 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3490 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3491 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ʖ
3492 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ʖ
3493 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3494 S% 溝 99 41Q ਤ൛23 ਤ൛24
3495 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3496 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ʖ
3497 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3498 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3499 SX 炉 99 40Q ਤ൛23 ਤ൛24
3500 SX 竪穴遺構 99 35Q ਤ൛19・23 ਤ൛20・21・24
3501 S% 溝 99 34Q ਤ൛19・23 ਤ൛20
3502 SX 炉 99 34Q ਤ൛23 ਤ൛24
3503 S% 溝 99 42Q ਤ൛19・23 ਤ൛20

ୈ̓දɹୈ��࣍調査ɹݕग़Ҩߏŋొ࿥Ҩߏ൪߸Ұཡ
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̎ɽ調査੒Ռ
ʢ̍ʣ஍ܗͱ調査۠

政庁地区北方の地ܗは、外郭東໳付ۙから西にԆͼ、࿡月ࡔ地区で南方޲に෼ذして政庁と城前׭

ᦰ΁ࢸるٰྕඌࠜにରし、政庁と࡞؏地区を෼かͭਂ͍୩が、政庁北側で東から西方޲΁ؕೖ͢る୔

状地ܗとなる（ਤ൛１・12・13）。第99次調査区は、政庁北側にೖる୔状地ܗの北側にҐஔし、ݱ

況は北西から南東΁下る؇ࣼ面で、ݱ地ද面のඪ高は33�5 ～ 36�3̼である。第95次調査北区と第

96次調査B区にҰ部重ෳ͢るܗで、東西約22̼、南北18̼のൣғを調査した。

ʢ̎ʣ૚ং
基ຊ層ংは第Ⅰ～ᶠ層に෼け、第95・96次調査とのରԠ関܎を第８දにࣔした。֤層のઆ明は第

95・96次（h 年報2021・2022 ）ɦに準じ、以下には今年౓࡯؍・変ߋした点をத৺に記ड़͢る。

ୈᶗ૚ɿݱ代のද土・੝土。ްさは調査区北西۱で約70DNである。北西部では地山を௚઀෴う。

ୈᶘ૚ɿԫ׊色な͍し҉׊色を基調と͢るシϧτ層で、第Ⅲ層্の遺構面を෴うଯ積層である。こ

れ·での出土遺物からۙ世以降とਪఆして͍る。

ୈᶙ૚ɿ׊ࠇ色（10:33�2）೪土࣭シϧτ層で、地山ཻと୸Խ物ཻをわͣかに、須恵系土器খย

を多く含む。調査区北୺以外の΄΅શ域に෼෍し、ްさは࠷େ45DNである。্面で

S%3455溝を検出した。

ୈᶚ૚ɿにͿ͍ԫ׊色（10:34�3）೪土࣭シϧτ層で、地山ϒϩοΫを多く含む。第95次調査で

はⅣB・̱にࡉ෼し、今回の調査区では西൒部に第ⅣB層が෼෍͢ることを確認した。

ୈᶛ૚ɿ灰ԫ׊色	10:34�2
シϧτ層で、地山ཻと୸Խ物ཻをわͣかに含む。調査区内に޿く෼෍

し、ްさは࠷େ40DNである。

ୈᶜ૚ɿにͿ͍ԫ׊色	10:34�3
シϧτ層で、地山ཻと୸Խ物ཻをわͣかに含む。調査区南東部の

அ面（ਤ൛19 ʖ Eஅ面）で部෼的に確認し、下層に೪土࣭の͍ڧ部෼があり、B・C層に

。෼した。্面でS%3481溝を検出したࡉ

ୈᶝ૚ɿにͿ͍ԫ׊色	10:34�3
シϧτ層で、地山ϒϩοΫをやや多く含み、ࢎԽ鉄がやや多くࠞ

͟る。第96次̗区南୺に෼෍し、今回の調査区では確認して͍な͍。

ୈᶞ૚ɿ第ᶜ・ᶝ層下に෼෍͢る׊色でややߗ

くし·ったଯ積層である。第96次調

査では̗区தԝ部（̣114 ～ 124付ۙ）

で検出した第ᶜB層と、̗ 区南୺部（̣

111以南）で検出した第ᶜC層にࡉ෼

したが、今回の調査では第ᶜB層を

SX3467整地層の２層とし、第ᶜC層

のみを第ᶞ層と͢るݟղにվΊた。׊

色	10:34�4
೪土࣭シϧτで、地山 ・ཻ

୸Խ物を含み、ࢎԽ鉄が多くࠞ͟る。

第95次 第99次 第96次̗区 උߟ
Ⅰ Ⅰ Ⅰ ද土
Ⅱ Ⅱ
Ⅲ Ⅲ Ⅱ
ⅣB Ⅳ
ᶛ ᶛ Ⅲ

ᶜ Ⅳ
ᶝ ᶛ

SX3467 ʖ ２層 ᶜB
৽چはෆ明

ᶜC ᶞ ᶜC
ᶝ ᶟ 地山઴Ҡ層
ᶞ ᶠ ᶝ 地山

ୈ̔දɹୈ��࣍ͱୈ��・��࣍ͷ૚ংͷରԠ
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図版 17　遺構配置図
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ୈᶟ૚ɿ׊色な͍しԫ׊色を基調と͢るシϧτ層で、෩Խした地山を主ମと͢る。

ୈᶠ૚ɿ主に明ԫ׊色	10:36�7
のؠ൫からなる地山。

ʢ̏ʣൃݟҨߏͱग़౔Ҩ෺
৽たに検出した遺構は、竪穴遺構１基（SX3500）、土坑̐基（S,3486 ～ 3489）、溝10৚（S%3481・

3482・3485・3490 ～ 3494・3501・3503）、炉８基（SX3483・3484・3495 ～ 3499・3502）で、

こ の ΄ か に 第95・96次 で 検 出 し て ͍ たS*3464竪 穴 建 物、SB3465掘 立 柱 建 物、SX3466切 土、

SX3467整 地 層、S,3447・3471・3472土 坑、S%3455・3468 ～ 3470・3473 ～ 3475・3477溝

の再検出およͼԆ௕の検出౳を行った（ਤ൛17・19・23、第̓ද）。

出土遺物は、土器（土師器、須恵器、須恵系土器）、施釉陶磁器（青磁、白磁、灰釉陶器）、瓦（ݢ

ؙ瓦、ݢ平瓦、ؙ瓦、平瓦）、土製品（土ۄ、Ӌ口）、࣫ࢴ、石製品（๰਴ं、౐石、ޟ石）、石器（石

᭲）、鉄製品、鉄滓、ۙ世以降の陶器がある。このうち鉄製品は、ࡺམとしऴྃ後に報͢ࠂる༧ఆで

ある。·た、ඍࡉな鍛冶関࿈遺物の検出を目的として土৕回収を行っており、ਫચબ別ऴྃ後にվΊ

て報͢ࠂる༧ఆである。ここでは、野外調査時にݱ৔で回収し、ચড়ࡁみの遺物のུ֓を報͢ࠂる。

第99次調査で৽たに検出した遺構およͼԆ௕を確認した遺構に͍ͭては、SB3465掘立柱建物の構

築に伴うSX3466切土とSX3467整地層による造成と、ͦの前後でେきく３ͭの面に෼けてଊ͑られ

る。以下、面͝とに報͢ࠂる。

検出面 ֘౰遺構

A面ɿSX3466切土ʴSX3467整地層より΋͍ݹ面 SX3484炉

B面ɿSX3466切土ʴSX3467整地層の面 SB3465掘立柱建物、SX3466切土、SX3467整
地層、SX3502炉、S%3485・3501溝

C面ɿSX3500竪穴遺構の面（鍛冶޻๪） SX3500竪穴遺構、SX3495 ～ 3499炉、
S,3486 ～ 3489土坑、S%3469・3490 ～
3494・3503溝

ͦのଞの遺構 SX3483炉、S,3472土坑、S%3455・3481・
3482溝

ୈ̕දɹୈ��࣍調査ͷݕग़໘ͱҨߏ

ᶃɹ"໘ͷҨߏ

SB3465掘 立 柱 建 物 に 伴 うSX3466切 土・SX3467整 地 層 の 造 成 が 行 わ れ る 前 の 遺 構 で あ る。

SX3467整地層の下でSX3484炉を検出した。

ʲ49����࿍ （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20）

調査区南൒の̣120・̬25付ۙにҐஔ͢る。確認面は第ᶟ層で、SX3467整地層に෴われる。第ᶟ

層がඃ೤により੺変・ߗԽしており、規模は東西26DN、南北27DNで、ପԁܗとਪఆされる。鉄滓

౳が認Ίられな͍ことから、地চ炉と判அした。



− 3�  −

ᶄɹ#面のҨߏ

SB3465掘立柱建物の構築に伴͍、SX3466切土・SX3467整地層の造成が行われる。SX3466ఈ面

でSX3502炉、S%3485・3501溝を検出し、SX3467্面でSX3483炉を検出した。

ʲ49����੾౔ （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20・21）

ʤݕग़ʥ調査区北൒の̣123 ～ 131・̬20 ～ 29付ۙで検出した。確認面は第ᶠ層で、SB3465掘立

柱建物の構築にあたり、ඪ高の高͍北൒部でࣼ面を切土した遺構で、南൒部のSX3467整地層と合わ

せて平ୱ面を造成したとみられる。西นと北นのҰ部を検出した。

ʤॏෳʥSX3500竪穴遺構とͦれに伴うC面の֤遺構、S%3455溝と重ෳし、これらより͍ݹ。

ʤن໛ʥ南北約6�1̼、東西約10�3̼にわたって検出し、นの高さは࠷େ36DNである。地山第ᶠ層を

ఈ面とし、̬27付ۙの南北方޲でみると、̣129ではඪ高34�5̼、̣123ではඪ高34�1̼で、北から

南΁わͣかにࣼ͢܏る。東西方޲はͲちら΋΄΅平ୱである。

ʤଯ積౔ʥ西辺੄部で１層確認し、ࣗવଯ積である。

ʲ49����整஍૚ （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20・21）

ʤݕग़ʥ調査区தԝから南東部の̣114 ～ 125・̬18 ～ 28のൣғで検出した。確認面は第ᶟ層で、

SB3465掘立柱建物の構築にあたり、ඪ高の௿͍南൒部を੝土整地した遺構で、北൒部のSX3466切

土と合わせて平ୱ面を造成したとみられる。SB3465の柱穴検出のたΊに掘り下͛たൣғで検出し、

部෼的にஅちׂりを行った。

ʤॏෳʥSX3484炉と重ෳし、これより৽し͍。S*3464竪穴建物、SX3500竪穴遺構とͦれに伴うC面

の֤遺構、SX3483炉、S%3481・3482溝と重ෳし、これらより͍ݹ。

ʤن໛ʥ検出ൣғは東西14�0̼、南北11�3̼で、東・西・南のൣғはະ検出であるが、西୺はஅ面で

Ұ部確認して͍る（ਤ൛21-,அ面）。ްさは࠷େ38DNである。

ʤຒ౔ʥ２層確認し、と΋にԫ׊色基調で地山ϒϩοΫな͍し地山ཻを含む。̣118・̬25付ۙでは

瓦が多く出土した。

ʤग़౔Ҩ෺ʥ２層からは土師器のᆀ、須恵器のᙈ・ᆵ·たはළ、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅠA・ⅡBྨが

出土した。平瓦ⅠAྨにはBλΠϓ、平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ１・２があり、BλΠϓ１にはʮ໼ʯAの

ҹがみられる（ਤ൛31ࠁ ʖ １）。·た、平瓦ⅡBྨにはম瓦を含む。

１層からは土師器のᙈ、須恵器のᆀ・ᙈ、ݢ平瓦、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅠA・ⅡBྨが出土した。

ྉの付ண、３のԜإจ640（３）があり、２のತ面には੺色ހ平瓦にはภ行౜૲จ621（２）・୯ݢ

面にはʮ物ʯAのࠁҹがみられる。平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ２がある。

ʲ4#����۷ཱபݐ෺ （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20 ～ 22）

ʤݕग़ʥ̣114 ～ 131・̬19 ～ 28のൣғで、第96次調査で確認した΋のを含Ίて23ݸの柱穴を検

出した。東側に廂がͭく南北６間、東西３間の南北棟である。確認面は、北൒部がSX3466切土ఈ面

の第ᶠ層、南൒部がSX3467整地層の１層·たは２層である。ここでは、北東۱の柱穴を基準とし、

①～ᾧの柱穴番号を付した（ਤ൛18）。第96次では柱穴ᶔ、今回の調査では柱穴ᶉ・ᶋ・ᶌ・ᶏ・ᾧ
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SB3465掘立柱建物の構築に伴͍、SX3466切土・SX3467整地層の造成が行われる。SX3466ఈ面

でSX3502炉、S%3485・3501溝を検出し、SX3467্面でSX3483炉を検出した。

ʲ49����੾౔ （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20・21）

ʤݕग़ʥ調査区北൒の̣123 ～ 131・̬20 ～ 29付ۙで検出した。確認面は第ᶠ層で、SB3465掘立

柱建物の構築にあたり、ඪ高の高͍北൒部でࣼ面を切土した遺構で、南൒部のSX3467整地層と合わ

せて平ୱ面を造成したとみられる。西นと北นのҰ部を検出した。

ʤॏෳʥSX3500竪穴遺構とͦれに伴うC面の֤遺構、S%3455溝と重ෳし、これらより͍ݹ。

ʤن໛ʥ南北約6�1̼、東西約10�3̼にわたって検出し、นの高さは࠷େ36DNである。地山第ᶠ層を

ఈ面とし、̬27付ۙの南北方޲でみると、̣129ではඪ高34�5̼、̣123ではඪ高34�1̼で、北から

南΁わͣかにࣼ͢܏る。東西方޲はͲちら΋΄΅平ୱである。

ʤଯ積౔ʥ西辺੄部で１層確認し、ࣗવଯ積である。

ʲ49����整஍૚ （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20・21）

ʤݕग़ʥ調査区தԝから南東部の̣114 ～ 125・̬18 ～ 28のൣғで検出した。確認面は第ᶟ層で、

SB3465掘立柱建物の構築にあたり、ඪ高の௿͍南൒部を੝土整地した遺構で、北൒部のSX3466切

土と合わせて平ୱ面を造成したとみられる。SB3465の柱穴検出のたΊに掘り下͛たൣғで検出し、

部෼的にஅちׂりを行った。

ʤॏෳʥSX3484炉と重ෳし、これより৽し͍。S*3464竪穴建物、SX3500竪穴遺構とͦれに伴うC面

の֤遺構、SX3483炉、S%3481・3482溝と重ෳし、これらより͍ݹ。

ʤن໛ʥ検出ൣғは東西14�0̼、南北11�3̼で、東・西・南のൣғはະ検出であるが、西୺はஅ面で

Ұ部確認して͍る（ਤ൛21-,அ面）。ްさは࠷େ38DNである。

ʤຒ౔ʥ２層確認し、と΋にԫ׊色基調で地山ϒϩοΫな͍し地山ཻを含む。̣118・̬25付ۙでは

瓦が多く出土した。

ʤग़౔Ҩ෺ʥ２層からは土師器のᆀ、須恵器のᙈ・ᆵ·たはළ、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅠA・ⅡBྨが

出土した。平瓦ⅠAྨにはBλΠϓ、平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ１・２があり、BλΠϓ１にはʮ໼ʯAの

ҹがみられる（ਤ൛31ࠁ ʖ １）。·た、平瓦ⅡBྨにはম瓦を含む。

１層からは土師器のᙈ、須恵器のᆀ・ᙈ、ݢ平瓦、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅠA・ⅡBྨが出土した。

ྉの付ண、３のԜإจ640（３）があり、２のತ面には੺色ހ平瓦にはภ行౜૲จ621（２）・୯ݢ

面にはʮ物ʯAのࠁҹがみられる。平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ２がある。

ʲ4#����۷ཱபݐ෺ （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20 ～ 22）

ʤݕग़ʥ̣114 ～ 131・̬19 ～ 28のൣғで、第96次調査で確認した΋のを含Ίて23ݸの柱穴を検

出した。東側に廂がͭく南北６間、東西３間の南北棟である。確認面は、北൒部がSX3466切土ఈ面

の第ᶠ層、南൒部がSX3467整地層の１層·たは２層である。ここでは、北東۱の柱穴を基準とし、

①～ᾧの柱穴番号を付した（ਤ൛18）。第96次では柱穴ᶔ、今回の調査では柱穴ᶉ・ᶋ・ᶌ・ᶏ・ᾧ
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(S=1/400)○○○● 掘方・柱痕跡検出 掘方・抜取穴検出 掘方検出

柱穴の底面標高と深さ

※数値は、底面標高ｍ（深さ㎝）

����ʢ��）

ਤ൛ ��ɹ4#���� ۷ཱபݐ෺ɹ໛ࣜਤ
○ 抜取穴検出

柱穴の位置表示（①～㉓） 柱間寸法（ｍ）

����ʢ��）

����ʢ���）

����ʢ��）

����ʢ��）

����ʢ��）

ʢ���）

○●

����

2.4

（2.3）

（2.5）

（2.5）

（3.0）（2.5）
（2.1）

ʢ���）
（2.8） （2.0）

（2.6）

（2.3）

（2.5）

（2.4）

（2.3）

（2.5）

（2.8）

（2.4）

（2.4）

（2.4）

ʢ����）

（2.3）

（2.4）

（2.4）

（2.4）

（2.4）

○●
○
○●

○
○
● ○

○○●
○○
○○
○○
○○
○○●○

○

○●
○●
○
○●

○
○
● ○

○○●
○○

○
○○
○○
○○●○

○

○

①
⑱⑰

⑯

⑮

⑭

⑬

②⑲

⑫

③⑳

㉑

㉒

㉓⑪

④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨⑩

○●
○●
○
○●

○
○
● ○

○○●
○○

○
○○
○○
○○●○

○

○

南北 東西 南北 東西

① 34.3 ‐ 70? 60 ● 抜取穴が大きく、掘方南半部未検出 ⑬ 34.1 33.1 102 96 ◎
南西部未検出、東半部半截、

深さ83cm、柱痕跡径24cm

② 34.0 ‐ 82 73 ● ⑭ 34.2 ‐ 88 66 ● 北東と南東部未検出

③ 33.4 ‐ 50 59 〇 SI3464竪穴建物床下で検出 ⑮ 34.3 ‐ 54～ 36～ ● 一部検出

④ 33.2 ‐ 62～ 89～ 〇 SI3464竪穴建物床下で一部検出 ⑯ 34.5 33.7 36～ 21～ ●
南と東半部未検出、柱痕跡西半半截、深

さ83cm

⑤ 33.1 ‐ 68 44 ◎ SX3467整地層上面で検出 ⑰ 34.4 ‐ 84～ 84 ● 南端部未検出

⑥ 33.0 ‐ 49 44～ ‐ 西半部未検出、SX3467整地層上面で検出 ⑱ 34.2 33.5 89 30～ ●
西半部未検出、東半部半截、

深さ66cm、柱痕跡径24cm

⑦ 32.6 32.4 48 ‐ ‐ 断面で確認、深さ20㎝ ⑲ 34.1 ‐ 82 73 ●

⑧ 33.0 ‐ - ‐ 〇 掘方は抜取穴に壊される、SX3467整地層上面で検出 ⑳ 33.9 ‐ 97 80 ● 南半部はSX3467整地層上面で検出

⑨ 33.3 32.7 ‐ ‐ 〇
掘方は抜取穴に壊される、東半部はSX3467整地層上

面で検出
㉑ 33.6 ‐ 72 87 〇 SX3467整地層上面で検出

⑩ 33.6 32.5 101 92 〇 SX3467整地層上面で検出、東半部半截、深さ115cm ㉒ 33.4 ‐ 86 73 〇 SX3467整地層上面で検出

⑪ 33.8 ‐ 98 87 ◎ SX3467整地層上面で検出 ㉓ 33.2 32.4 97 51 〇
SX3467整地層上面で検出、東半部半截、

深さ77cm、柱痕跡径22cm

⑫ 33.9 ‐ 104 82 ◎ SX3467整地層上面で検出

塗り：第99次調査検出 〇は抜取穴・切取穴検出 ◎は地山ブロックを多く含む（SX3500-９層対応） ●は炭を多く含む（SX3500-10層対応）
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検出面
標高m

掘方cm
柱抜
取・
切取
穴

備考柱穴
検出面
標高m

掘方cm
柱抜
取・
切取
穴

備考 柱穴
底面
標高m

底面
標高m

の東൒部をఈ面·で൒ፊして調査した。

ʤॏෳʥS*3464竪穴建物、SX3500竪穴遺構とͦれに伴うC面の֤遺構、S%3455・3481・3482溝と

重ෳし、これらより͍ݹ。

ʤن໛ʥܻ行は西側柱ྻで૯௕14�5̼、柱間は北から2�4 ʖ 	2�3
 ʖ 	2�3
 ʖ 	2�5
 ʖ 	2�5
 ʖ 	2�5
̼、

ྊ行は北࠺で૯௕約7�6̼、柱間は西から	3�0
 ʖ 	2�5
̼で、廂の出は	2�1
̼である。

ʤํ޲ʥ西側柱ྻは、南北基準ઢより北で東に２°ภ͢る。北࠺は、東西基準ઢより東で北΁̐°ภ͢る。

柱穴 検出面
ඪ高N

ఈ面
ඪ高N

掘方DN 柱ൈ
औ・切औ穴 උߟ

南北 東西
① 34�3 ʖ 70 60 ˔ ൈऔ穴がେきく、掘方南൒部ະ検出

② 34�0 ʖ 82 73 ˔

③ 33�4 ʖ 50 59 ʓ S*3464竪穴建物চ下で検出

ᶆ 33�2 ʖ 62 ～ 89 ～ ʓ S*3464竪穴建物চ下でҰ部検出

ᶇ 33�1 ʖ 68 44 ˕ SX3467整地層্面で検出

ᶈ 33�0 ʖ 49 44 ～ ʖ 西൒部ະ検出、SX3467整地層্面で検出

ᶉ 32�6 32�4 48 ʖ ʖ அ面で確認、ਂさ20ᶲ

ᶊ 33�0 ʖ - ʖ ʓ 掘方はൈऔ穴にյされる、SX3467整地層্面で検出

ᶋ 33�3 32�7 ʖ ʖ ʓ 掘方はൈऔ穴にյされる、東൒部はSX3467整地層্面で検出

ᶌ 33�6 32�5 101 92 ʓ SX3467整地層্面で検出、東൒部൒ፊ、ਂさ115DN

ᶍ 33�8 ʖ 98 87 ˕ SX3467整地層্面で検出

ᶎ 33�9 ʖ 104 82 ˕ SX3467整地層্面で検出

ᶏ 34�1 33�1 102 96 ˕ 南西部ະ検出、東൒部൒ፊ、ਂさ83DN、柱ࠟ跡24ܘDN

ᶐ 34�2 ʖ 88 66 ˔ 北東と南東部ະ検出

ᶑ 34�3 ʖ 54 ～ 36 ～ ˔ Ұ部検出

ᶒ 34�5 33�7 36 ～ 21 ～ ˔ 南と東൒部ະ検出、柱ࠟ跡西൒൒ፊ、ਂさ83DN

ᶓ 34�4 ʖ 84 ～ 84 ˔ 南୺部ະ検出

ᶔ 34�2 33�5 89 30 ～ ˔ 西൒部ະ検出、東൒部൒ፊ、ਂさ66DN、柱ࠟ跡24ܘDN

ᶕ 34�1 ʖ 82 73 ˔

ᶖ 33�9 ʖ 97 80 ˔ 南൒部はSX3467整地層্面で検出

ᾛ 33�6 ʖ 72 87 ʓ SX3467整地層্面で検出

ᾦ 33�4 ʖ 86 73 ʓ SX3467整地層্面で検出

ᾧ 33�2 32�4 97 51 ʓ SX3467整地層্面で検出、東൒部൒ፊ、ਂさ77DN、柱ࠟ跡22ܘDN

ృりɿ第99次調査検出　ʓはൈऔ穴・切औ穴検出　˕は地山ϒϩοΫを多く含む（SX3500- ９層ରԠ）　˔は୸を多く含む（SX3500-10層ରԠ）

ୈ��දɹ4#����۷ཱபݐ෺ப݀Ұཡ
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ܻ行とྊ行の柱ྻが௚ަせͣ、建物શମの平面ܗは平行࢛辺ܗをఄ͢る。

ʤப݀ʥ柱穴検出面は、北西部が高く、南東部が௿͍ࣼ܏面となって͍る。ඪ高஋は、࠷΋高͍ᶒが

΋௿͍南東۱のᶉが32�6̼で、྆者の間には約1�9̼のࠩがあるが、建物の南東部෼は্࠷、34�5̼

部が第ᶜ層なͲにより࡟られており、ຊདྷの高௿ࠩはͦれよりখさかったと͑ߟられる。

਎ࣷの柱穴は、掘方平面ܗが௕辺（௕ܘ）82 ～ 104DN、୹辺（୹ܘ）51 ～ 96DNの۱ؙ方ܗ、

ପԁܗで、ᾛ以外は南北方޲が東西方޲より௕͍。ਂさを確認した΋のでは、柱穴ᶌが検出面から

115DN、ᶏが83DN、ᶒが83DN、ᶔが66DN、ᾧが77DNである。柱穴ᶏᶔᾧで、௚22ܘ ～ 24DNఔ

౓のԁܗの柱ࠟ跡を確認した。

廂の柱穴は、掘方平面ܗが௕辺（௕ܘ）48 ～ 89DN、୹辺（୹ܘ）44 ～ 73DNの۱ؙ方ܗ、ପԁ

。られて͍る࡟である。ਂさは柱穴ᶉで検出面から20DNで、্部はେきくܗ

掘方埋土は、検出面では地山ϒϩοΫを多く含むԫ׊色・׊色シϧτを基調と͢る。廂の柱穴ᶈᶉ

をআく21ݸで、ൈऔ穴·たは切औ穴を検出した。これらのうち９ݸ（①・②・ᶐ～ᶖ）のൈऔ穴・

切औ穴には୸を多く含む層がଯ積しており、後ड़͢るSX3500の埋土10層とҰ࿈のଯ積である。·た、

、Ίて多く含む層がଯ積しておりۃのൈऔ穴・切औ穴には、地山ϒϩοΫを（ᶇ・ᶍ～ᶏ）ݸ̐

SX3500の埋土９層とҰ࿈のଯ積で、ۼ地を埋Ί໭して͍る。

ʤग़౔Ҩ෺ʥ掘方埋土から、平瓦ⅡBྨBλΠϓ１のম瓦（ਤ൛30- ３）が出土した。柱ൈऔ穴からは、

土師器のᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ（１・２）・ᙈ・ᆵ·たはළ、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅠA・ⅡBྨ、鉄滓

が出土した。平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ２がある。鉄滓は11H出土して͍る。

ʲ49����࿍ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣126・̬25付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3466切土ఈ面の第ᶠ層で、SX3500竪穴

遺構の９層に෴われる。規模は௕さ72DN、෯17DNの௕ପԁܗで、ਂさは̓DNである。北นは東西

10DNにわたってඃ೤し、੺׊色（5:33�2）にࢎԽして͍る。埋土は１層確認し、地山ཻ・୸Խ物

ཻを多ྔ、ম土ཻをඍྔ含む。鉄滓が12H出土して͍るたΊ鍛冶炉のՄೳੑがあるが、ඃ೤の౓合͍

がऑ͍点からஅఆしがた͍。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区தԝの̣124 ～ 127・̬28にҐஔ͢る南北方޲の溝である。確認面はSX3466切土ఈ面の

第ᶠ層で、西辺にԊって設けられる。南北྆୺はະ検出で、規模は検出௕2�4N、෯20DN、ਂさ５

DNである。方޲は南北基準ઢに΄΅Ԋう。ଯ積土は２層確認した。南൒部の̣125付ۙは、SX3466

の11層がࣗવଯ積し、北൒部の̣127付ۙはSX3500の10層で埋Ί໭されて͍る。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛19・23、அ面ਤɿਤ൛20）

調査区北൒の̣129・̬ 25 ～ 27のൣғで部෼的に検出した。確認面はSX3466切土ఈ面の第ᶠ層で、

東西方޲の溝状掘方にน材ࠟが認Ίられる。規模は௕さ2�0N以্、෯20DN、ਂさ22DNで、西୺は

SB3465掘立柱建物の柱穴ᶒ切औ穴に切られる。ଯ積土・埋土は２層確認し、１層は׊ࠇ色（10:33�2）

೪土࣭シϧτのน材ࠟ、２層は地山ϒϩοΫを含む掘方埋土である。
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΋௿͍南東۱のᶉが32�6̼で、྆者の間には約1�9̼のࠩがあるが、建物の南東部෼は্࠷、34�5̼

部が第ᶜ層なͲにより࡟られており、ຊདྷの高௿ࠩはͦれよりখさかったと͑ߟられる。

਎ࣷの柱穴は、掘方平面ܗが௕辺（௕ܘ）82 ～ 104DN、୹辺（୹ܘ）51 ～ 96DNの۱ؙ方ܗ、

ପԁܗで、ᾛ以外は南北方޲が東西方޲より௕͍。ਂさを確認した΋のでは、柱穴ᶌが検出面から

115DN、ᶏが83DN、ᶒが83DN、ᶔが66DN、ᾧが77DNである。柱穴ᶏᶔᾧで、௚22ܘ ～ 24DNఔ

౓のԁܗの柱ࠟ跡を確認した。

廂の柱穴は、掘方平面ܗが௕辺（௕ܘ）48 ～ 89DN、୹辺（୹ܘ）44 ～ 73DNの۱ؙ方ܗ、ପԁ

。られて͍る࡟である。ਂさは柱穴ᶉで検出面から20DNで、্部はେきくܗ

掘方埋土は、検出面では地山ϒϩοΫを多く含むԫ׊色・׊色シϧτを基調と͢る。廂の柱穴ᶈᶉ

をআく21ݸで、ൈऔ穴·たは切औ穴を検出した。これらのうち９ݸ（①・②・ᶐ～ᶖ）のൈऔ穴・

切औ穴には୸を多く含む層がଯ積しており、後ड़͢るSX3500の埋土10層とҰ࿈のଯ積である。·た、

、Ίて多く含む層がଯ積しておりۃのൈऔ穴・切औ穴には、地山ϒϩοΫを（ᶇ・ᶍ～ᶏ）ݸ̐

SX3500の埋土９層とҰ࿈のଯ積で、ۼ地を埋Ί໭して͍る。

ʤग़౔Ҩ෺ʥ掘方埋土から、平瓦ⅡBྨBλΠϓ１のম瓦（ਤ൛30- ３）が出土した。柱ൈऔ穴からは、

土師器のᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ（１・２）・ᙈ・ᆵ·たはළ、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅠA・ⅡBྨ、鉄滓

が出土した。平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ２がある。鉄滓は11H出土して͍る。

ʲ49����࿍ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣126・̬25付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3466切土ఈ面の第ᶠ層で、SX3500竪穴

遺構の９層に෴われる。規模は௕さ72DN、෯17DNの௕ପԁܗで、ਂさは̓DNである。北นは東西

10DNにわたってඃ೤し、੺׊色（5:33�2）にࢎԽして͍る。埋土は１層確認し、地山ཻ・୸Խ物

ཻを多ྔ、ম土ཻをඍྔ含む。鉄滓が12H出土して͍るたΊ鍛冶炉のՄೳੑがあるが、ඃ೤の౓合͍

がऑ͍点からஅఆしがた͍。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区தԝの̣124 ～ 127・̬28にҐஔ͢る南北方޲の溝である。確認面はSX3466切土ఈ面の

第ᶠ層で、西辺にԊって設けられる。南北྆୺はະ検出で、規模は検出௕2�4N、෯20DN、ਂさ５

DNである。方޲は南北基準ઢに΄΅Ԋう。ଯ積土は２層確認した。南൒部の̣125付ۙは、SX3466

の11層がࣗવଯ積し、北൒部の̣127付ۙはSX3500の10層で埋Ί໭されて͍る。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛19・23、அ面ਤɿਤ൛20）

調査区北൒の̣129・̬ 25 ～ 27のൣғで部෼的に検出した。確認面はSX3466切土ఈ面の第ᶠ層で、

東西方޲の溝状掘方にน材ࠟが認Ίられる。規模は௕さ2�0N以্、෯20DN、ਂさ22DNで、西୺は

SB3465掘立柱建物の柱穴ᶒ切औ穴に切られる。ଯ積土・埋土は２層確認し、１層は׊ࠇ色（10:33�2）

೪土࣭シϧτのน材ࠟ、２層は地山ϒϩοΫを含む掘方埋土である。
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ᶅɹ$໘ͷҨߏ

SB3465掘立柱建物の柱をൈきऔった後、SX3466切土北辺を֦ுし、ఈ面を埋Ί໭͢ܗでSX3500

竪 穴 遺 構 が ͭ く ら れ る。SX3500চ 面 お よ ͼ 掘 方 でSX3495 ～ 3499炉、S,3486 ～ 3489土 坑、

S%3469・3490 ～ 3494・3503溝を検出した。これらは鍛冶炉とͦれに伴う土坑・溝で、SX3500

は鍛冶޻๪と͑ߟられる。

ʲ49����୦݀Ҩߏ （r平面ਤɿਤ൛19・23、அ面ਤɿਤ൛20・21・24）

ʤݕग़ʥ調査区北൒の̣123 ～ 131・̬18 ～ 29付ۙで検出した。確認面は第ᶠ層で、SB3465掘立

柱建物の柱のൈऔり・切औりを行った後、SX3466切土の北辺を֦ுし、ఈ面を埋Ί໭してচ面を造

成した遺構である。চ面でSX3495 ～ 3499炉なͲを検出しており、鍛冶޻๪と͑ߟられる。

ʤॏෳʥSB3465、SX3466なͲ̗面の遺構と重ෳし、これらより৽し͍。S%3455・3473・3474溝

と重ෳし、これらより͍ݹ。

ʤن໛ʥ東西方޲は10�6̼、南北方޲は南୺が明確でな͍が、鍛冶遺構・遺物の෼෍から、北辺から

約7�0̼のൣғとਪఆされる。北辺は、̬27付ۙではSX3466の北辺を北側に約60DN֦ுし、̬25

以東では、SX3466の北辺と΄΅ಉじҐஔとみられ、東୺は̬18付ۙで南΁۶͢ۂる。北นの立ち্

がりは、̣130・̬22付ۙで࠷େ60DNを測る。西辺は、̣128付ۙにお͍てSX3466西辺を西側に

15DN΄Ͳ֦ுして͍ることを確認した（ਤ൛21-(அ面）。̣124 ～ 125付ۙの西辺੄部には、

SX3466の11層がଯ積し、SX3500の機ೳ時には΄΅埋·って͍る（ਤ൛21-̟・,அ面）。

ʤํ޲ʥ北辺でみると、東西基準ઢより東で北΁約５°ภ͢る。

ʤຒ౔ɾଯੵ౔ʥ10層確認した。１・̓～ 10層がਓҝ的な埋໭し土・整地層・ഇ滓層で、２～６層

がࣗવଯ積である。10層は整地層で、̣124 ～北辺੄部、̬24 ～西辺੄部のൣғで検出した。規模

は東西約4�5̼、南北約5�5̼で、S%3469・3470・3485溝、S,3489土坑、SB3465のൈऔ・切औ穴

内（第10ද）に΋認Ίられる。９層は整地層で̣116 ～北辺੄部、̬ 24 ～西辺੄部のൣғで検出した。

規模は東西約4�5̼、南北約13�5̼で、SB3465のൈऔ・切औ穴内（第10ද）に΋認Ίられる。８層

は鉄滓をۃΊて多く含むഇ滓層で、̣123 ～ 129・̬24 ～西辺੄部にかけて෼෍͢る΄か、

S%3492 ～ 3494溝内に΋෼෍͢る。̓層はਤ൛20 ʖ (அ面でのみ確認した整地層である。２～６層

が切土の東・西・北辺੄部にࣗવଯ積した後に、࠷ऴ的に地山ཻを多く含む１層で埋Ί໭されて͍る。

ʤग़౔Ҩ෺ʥ10層から土師器のᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ（ਤ൛32- １～̐）・֖・ྏ㡜・ᙈ・ᆵ·たはළ、

ؙ瓦Ⅱྨ、平瓦ⅠA・ⅡBྨ（５・６）、᯿のӋ口（̓）、鉄滓、࣫ࢴ（ਤ൛34- ５B ～ D）、石製๰਴ं

（ਤ൛34- ８）が出土した。平瓦ⅡBྨには、BλΠϓ３（ਤ൛32- ６）とCλΠϓがみられる。鉄滓は

2
093H出土しており、࿶ܗ滓を含む。࣫ࢴは੺外ઢΧϝϥで࡯؍したが、๽ࠟ౳は確認されな͍。

９層からは土師器のᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ（ਤ൛32- ８・９）、須恵系土器のᆀ·たはࡼ、ؙ瓦、平

瓦ⅠAྨ・ⅡBྨ、Ӌ口、鉄滓が出土した。平瓦ⅡBྨには、BλΠϓ３がみられる。鉄滓は1
631H出

土しており、࿶ܗ滓を含む。

８層からは土師器のᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ・֖・ྏ㡜・ᙈ・ᆵ・ළ、ݢ平瓦、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦

ⅠA・ⅠC・ⅡBྨ、᯿のӋ口（ਤ൛33- ５～̓）、土ۄ、鉄滓が出土した。ݢ平瓦は୯ހจ640（１）

である。平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ１（２）、BλΠϓ３（３）、BλΠϓ２΋しくはCλΠϓ（̐）があり、
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土Ⰽ 土ᛶ ྵ᭷≀な䛹 ഛ⪃

䐣 1 㯮〓Ⰽ(10YR3/2) 䝅䝹䝖 径１cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クを䜔䜔ከ䛟 ྵ䜐 ᢤ取✰

䐤 1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐(大䛝い䜒のは20cm大) ᥀᪉ᇙ土

䐥 1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) ⢓土㉁䝅䝹䝖 径１～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土

䐧

（O᩿面）
1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) ⢓土㉁䝅䝹䝖 径１cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・ᆅᒣ⢏をᚤ量ྵ䜐 ᢤ取✰

1 〓Ⰽ(10YR4/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᑡ量、径２～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 切取✰

2 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᚤ量、径２～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐 ᰕ痕㊧

3 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 径１～２cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをᑡ量、ᆅᒣ⢏をᚤ量、Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐

4 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᚤ量ྵ䜐

5 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/4) ⢓土㉁䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᑡ量ྵ䜐

6 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/4) 䝅䝹䝖 径１～４cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・ᆅᒣ⢏をከ量ྵ䜐

7 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 径１～４cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・ᆅᒣ⢏をከ量ྵ䜐

1 〓Ⰽ(10YR4/4) 䝅䝹䝖 径１～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをྵ䜐 ᢤ取✰

2 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) ⢓土㉁䝅䝹䝖 径１～５cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土

䐪 1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) ⢓土㉁䝅䝹䝖 径１～10cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クを䜔䜔ከ䛟 ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土

1 〓Ⰽ(10YR4/6) 䝅䝹䝖 径１cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・ᆅᒣ⢏をከ量、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 切取✰

2 㯮〓Ⰽ(10YR2/3) ⢓土㉁䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᚤ量、径２～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ᰕ痕㊧

3 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏・Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐

4 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᑡ量、径１cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをᚤ量、Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐

5 〓Ⰽ(10YR4/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᑡ量、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐

6 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) ⢓土㉁䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᑡ量、径２～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをᚤ量、Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐

7 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) ⢓土㉁䝅䝹䝖 径３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・ᆅᒣ⢏をᚤ量、Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐

䐬 1 〓Ⰽ(10YR4/6) 䝅䝹䝖 径１～４cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・ᆅᒣ⢏をᴟከ量、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土

䐭 1 〓Ⰽ(10YR4/6) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᴟከ量、径２～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをᑡ量、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土

䐮 1 〓Ⰽ(10YR4/6) 䝅䝹䝖 径１～10cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土

䐯 1 〓Ⰽ(10YR4/6) 䝅䝹䝖 径１～10cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土

1 〓Ⰽ(10YR4/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をከ量、径２～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをᑡ量、Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐 ᢤ取✰

2 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) ⢓土 ᆅᒣ⢏をᚤ量、Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐 ᰕ痕㊧

3 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᚤ量、Ⅳ化≀⢏をᴟᚤ量ྵ䜐

4 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 Ⅳ化≀⢏をᑡ量、ᆅᒣ⢏をᚤ量ྵ䜐

5 〓Ⰽ(10YR4/4) 䝅䝹䝖 Ⅳ化≀⢏をᑡ量、ᆅᒣ⢏をᚤ量ྵ䜐

ᗪ

㌟

⯋

ᰕ✰・層

SB3465

᥀᪉ᇙ土

᥀᪉ᇙ土

䐫

（M᩿面）

䐩

䐨

（N᩿面）

䞣

（P᩿面）

᥀᪉ᇙ土

土Ⰽ 土ᛶ ྵ᭷≀な䛹 ഛ⪃

SD3455B 1 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/4) ◁㉁䝅䝹䝖 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8)◁とᆅᒣ⢏を䝤ロ䝑ク≧にྵ䜐 ⮬↛

SD3455A 2 〓Ⰽ(10YR4/6) ◁㉁䝅䝹䝖 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8)◁を層≧にྵ䜐、ᆅᒣ⢏をྵ䜐 ⮬↛

1 〓Ⰽ(10YR4/6) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をከ量、ᆅᒣ䝤ロ䝑クをᑡ量、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ேⅭ

2 㯮〓Ⰽ(10YR2/3) 䝅䝹䝖 径１～２cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをᑡ量ྵ䜐 ⮬↛

3 〓Ⰽ(10YR4/4) 䝅䝹䝖 径１～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐 ⮬↛

4 〓Ⰽ(10YR4/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐 ⮬↛

5 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/3) 䝅䝹䝖 径１～２cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クྵ䜐 ⮬↛

6 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/4) 䝅䝹䝖 径１～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クྵ䜐 ⮬↛

7 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᴟከ量、Ⅳ化≀⢏をከ量、㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

SX3500

SD3493

SD3494

SD3503

8 㯮〓Ⰽ(10YR2/2) 䝅䝹䝖 径１～２cmのᆅᒣ䝤ロ䝑ク・Ⅳ化ᮦ・Ⅳ化≀⢏・㕲⁦をᴟከ量、ᆅᒣ⢏・↝土⢏をከ量ྵ䜐 ᗫ⁦

SX3500 9 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 径１～５cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをᴟከ量ྵ䜐、↝土⢏をከ量、Ⅳ化≀⢏・㕲⁦をྵ䜐 ᩚᆅ

SX3500

SK3489

SD3485

10 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᴟከ量、Ⅳ化ᮦ・径１～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量、Ⅳ化≀⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

SX3466

SD3485
11 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) 䝅䝹䝖 ᆅᒣᑠ䝤ロ䝑クをྵ䜐、Ⅳ化≀⢏䜟䛪かにྵ䜐 ⮬↛

1 ⅊㯤〓Ⰽ(10YR4/2) 䝅䝹䝖 径１～３cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クを䜎䜀らにྵ䜐 ᩚᆅ

2 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をᑡ量ྵ䜐(ᆒ㉁でし䜎り䛒り) ᩚᆅ

1 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ ⮬↛

2 ⅊㯤〓Ⰽ(10YR4/2) ◁㉁䝅䝹䝖 Ⅳ化≀⢏・土器ᑠ片をྵ䜐 ⮬↛

1 㯮〓Ⰽ(10YR3/2) ⢓土㉁䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏・Ⅳ化≀をᑡ量ྵ䜐 ቨᮦ痕

2 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/4) 䝅䝹䝖 径２cmのᆅᒣ䝤ロ䝑クをከ量ྵ䜐 ᥀᪉ᇙ土
SX3501

遺構䡡層

SX3467

SD3481

SX3500

� 2N

(4�1�6�)

遺構ŋ層 土色 土ੑ 含༗物なͲ උߟ
S%3455B 1 にͿ͍ԫ׊色	10:35�4
 ࣭࠭シϧτ 明׊色	7�5:35�8
࠭と地山ཻをϒϩοΫ状に含む ࣗવ
S%3455A 2 
10:34�6	色׊ ࣭࠭シϧτ 明׊色	7�5:35�8
࠭を層状に含む、地山ཻを含む ࣗવ

SX3500

1 
10:34�6	色׊ シϧτ 地山ཻを多ྔ、地山ϒϩοΫをগྔ、୸Խ物ཻをඍྔ含む ਓҝ
2 
10:32�3	色׊ࠇ シϧτ ２DNの地山ϒϩοΫをগྔ含む～１ܘ ࣗવ
3 
10:34�4	色׊ シϧτ ３DNの地山ϒϩοΫを多ྔ含む～１ܘ ࣗવ
4 
10:34�4	色׊ シϧτ 地山ϒϩοΫを多ྔ含む ࣗવ
5 にͿ͍ԫ׊色	10:35�4
 シϧτ ２DNの地山ϒϩοΫ含む～１ܘ ࣗવ
6 にͿ͍ԫ׊色	10:35�3
 シϧτ ３DNの地山ϒϩοΫ含む～１ܘ ࣗવ
7 にͿ͍ԫ׊色	10:34�3
 シϧτ 地山ཻをۃ多ྔ、୸Խ物ཻを多ྔ、鉄滓をগྔ含む 整地

SX3500
S%3493
S%3494
S%3503

8 
10:32�2	色׊ࠇ シϧτ ・多ྔ、地山ཻۃ２DNの地山ϒϩοΫ・୸Խ材・୸Խ物ཻ・鉄滓を～１ܘ
ম土ཻを多ྔ含む ഇ滓

SX3500 9 にͿ͍ԫ׊色	10:34�3
 シϧτ 多ྔ含む、ম土ཻを多ྔ、୸Խ物ཻ・鉄滓ۃ５DNの地山ϒϩοΫを～１ܘ
を含む 整地

SX3500
S,3489
S%3485

10 
10:33�3	色׊҉ シϧτ 地山ཻをۃ多ྔ、୸Խ材・３～１ܘDNの地山ϒϩοΫを多ྔ、୸Խ物ཻ・
鉄滓をগྔ含む 整地

SX3466
S%3485 11 
10:33�4	色׊҉ シϧτ 地山খϒϩοΫを含む、୸Խ物ཻわͣかに含む ࣗવ

SX3467 
1 灰ԫ׊色	10:34�2
 シϧτ ３DNの地山ϒϩοΫを·͹らに含む～１ܘ 整地
2 にͿ͍ԫ׊色	10:34�3
 シϧτ 地山ཻをগྔ含む	࣭ۉでし·りあり
 整地

S%3481
1 
10:32�1	色ࠇ ୸ ࣗવ
2 灰ԫ׊色	10:34�2
 ࣭࠭シϧτ ୸Խ物ཻ・土器খยを含む ࣗવ

S%3501 
1 
10:33�2	色׊ࠇ ೪土࣭シϧτ 地山ཻ・୸Խ物をগྔ含む น材ࠟ
2 
10:33�4	色׊҉ シϧτ ２DNの地山ϒϩοΫを多ྔ含むܘ 掘方埋土

SB3465
柱穴・層 土色 土ੑ 含༗物なͲ උߟ

ኈ
ᶇ 1 
10:33�2	色׊ࠇ シϧτ １DNの地山ϒϩοΫをやや多く含むܘ ൈऔ穴
ᶈ 1 
10:33�4	色׊҉ シϧτ 地山ϒϩοΫを多ྔ含む	େき͍΋のは20DNେ
 掘方埋土
ᶉ 1 
10:33�4	色׊҉ ೪土࣭シϧτ ３DNの地山ϒϩοΫを多ྔ含む～１ܘ 掘方埋土

਎
ࣷ

ᶋ
（0அ面） 1 
10:33�4	色׊҉ ೪土࣭シϧτ １DNの地山ϒϩοΫ・地山ཻをඍྔ含むܘ ൈऔ穴

ᶌ
（/அ面）

1 
10:34�4	色׊ シϧτ 地山ཻをগྔ、３～２ܘDNの地山ϒϩοΫ・୸Խ物ཻをඍྔ含む 切औ穴
2 
10:33�4	色׊҉ シϧτ 地山ཻをඍྔ、３～２ܘDNの地山ϒϩοΫ・୸Խ物ཻをۃඍྔ含む

柱ࠟ跡

3 にͿ͍ԫ׊色	10:34�3
 シϧτ ඍྔ含むۃ２DNの地山ϒϩοΫをগྔ、地山ཻをඍྔ、୸Խ物ཻを～１ܘ
4 
10:33�4	色׊҉ シϧτ 地山ཻをඍྔ含む
5 にͿ͍ԫ׊色	10:35�4
 ೪土࣭シϧτ 地山ཻをগྔ含む
6 にͿ͍ԫ׊色	10:35�4
 シϧτ DNの地山ϒϩοΫ・地山ཻを多ྔ含む̐～１ܘ
7 にͿ͍ԫ׊色	10:34�3
 シϧτ DNの地山ϒϩοΫ・地山ཻを多ྔ含む̐～１ܘ

ᶍ
1 
10:34�4	色׊ シϧτ ３DNの地山ϒϩοΫを含む～１ܘ ൈऔ穴
2 
10:33�3	色׊҉ ೪土࣭シϧτ ５DNの地山ϒϩοΫを多ྔ含む～１ܘ 掘方埋土

ᶎ 1 
10:33�3	色׊҉ ೪土࣭シϧτ ～１ܘ 10DNの地山ϒϩοΫをやや多く含む 掘方埋土

ᶏ
（.அ面）

1 
10:34�6	色׊ シϧτ １DNの地山ϒϩοΫ・地山ཻを多ྔ、୸Խ物ཻをඍྔ含むܘ 切औ穴
2 
10:32�3	色׊ࠇ ೪土࣭シϧτ 地山ཻをඍྔ、３～２ܘDNの地山ϒϩοΫ・୸Խ物ཻをඍྔ含む

柱ࠟ跡

3 
10:33�3	色׊҉ シϧτ 地山ཻ・୸Խ物ཻをඍྔ含む
4 
10:33�4	色׊҉ シϧτ 地山ཻをগྔ、１ܘDNの地山ϒϩοΫをඍྔ、୸Խ物ཻをۃඍྔ含む
5 
10:34�4	色׊ シϧτ 地山ཻをগྔ、୸Խ物ཻをඍྔ含む
6 
10:33�4	色׊҉ ೪土࣭シϧτ 地山ཻをগྔ、３～２ܘDNの地山ϒϩοΫをඍྔ、୸Խ物ཻをۃඍྔ含む
7 
10:33�3	色׊҉ ೪土࣭シϧτ ඍྔ含むۃ３DNの地山ϒϩοΫ・地山ཻをඍྔ、୸Խ物ཻをܘ

ᶐ 1 
10:34�6	色׊ シϧτ 多ྔ、୸Խ物ཻをඍྔ含むۃDNの地山ϒϩοΫ・地山ཻを̐～１ܘ 掘方埋土
ᶑ 1 
10:34�6	色׊ シϧτ 地山ཻをۃ多ྔ、３～２ܘDNの地山ϒϩοΫをগྔ、୸Խ物ཻをඍྔ含む 掘方埋土
ᶒ 1 
10:34�6	色׊ シϧτ ～１ܘ 10DNの地山ϒϩοΫを多ྔ含む 掘方埋土
ᶓ 1 
10:34�6	色׊ シϧτ ～１ܘ 10DNの地山ϒϩοΫを多ྔ含む 掘方埋土

ᾧ
（1அ面）

1 
10:34�4	色׊ シϧτ 地山ཻを多ྔ、３～２ܘDNの地山ϒϩοΫをগྔ、୸Խ物ཻをۃඍྔ含む ൈऔ穴
2 
10:33�4	色׊҉ ೪土 地山ཻをඍྔ、୸Խ物ཻをۃඍྔ含む

柱ࠟ跡
3 
10:33�4	色׊҉ シϧτ 地山ཻをඍྔ、୸Խ物ཻをۃඍྔ含む
4 にͿ͍ԫ׊色	10:34�3
 シϧτ ୸Խ物ཻをগྔ、地山ཻをඍྔ含む
5 
10:34�4	色׊ シϧτ ୸Խ物ཻをগྔ、地山ཻをඍྔ含む
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BλΠϓ１にはম瓦を含む。·た、鉄滓は75
195H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

ʲ49����・����・����・����・����࿍ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣128・̬25 ～ 28付ۙで５基の炉を検出した。確認面はSX3500竪穴遺構の̓～ 10

層で、֤層を掘りく΅Ίて炉চとして͍る。炉চはඃ೤により੺変・ߗԽし、Ұ部が明青灰色にؐݩ

して͍ること、内部に鉄滓や୸Խ物が多ྔに含·れる΋のがあることから、鍛冶炉と判அした。ͦれ

ͧれのܗ状・規模౳はҰཡදに·とΊたとおりである。

遺構番号 確認面 規模・ܗ状 重ෳ౳

SX3495 10層 東西21DN、南北̐DN（南୺部のみ） SX3495ˠSX3497

SX3496 ９層 ௕さ37DN、෯35DNのෆ整ԁܗ ඃ೤面のみ、ଯ積土なし

SX3497 ８層 東西24DN（(அ面で確認）、ਂさ６DN SX3495ˠSX3497

SX3498 ８・９層 東西48DN、南北38DN（南൒部のみ） SX3498ˠSX3499

SX3499 ̓層 東西24DN、南北28DN（南൒部のみ）、ਂさ̐DN SX3498ˠSX3499

ୈ��දɹ49���� ʙ ����࿍Ұཡ

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣127 ～ 128・̬26 ～ 27付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の９層で、第

ᶛ層に෴われる。南൒部のみ検出し、土層࡯؍用൞にԊうαϒτϨϯν内では、ఈ面·で掘り下͛た。

S,3488・3489土坑と重ෳし、これらより৽し͍。平面ܗは、東西64ᶲ以্、南北34ᶲ以্のପԁ

、状である。埋土は１層確認し、地山ཻを多ྔࣈはઙ͍ʮ̪ʯܗとਪఆされる。ਂさは21DNで、அ面ܗ

୸Խ物ཻ・鉄滓をগྔ含むにͿ͍ԫ׊色	10:35�3
シϧτで、埋Ί໭される。

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣127・̬ 26付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の９層で、ಉ８層に෴われる。

Ұ部をఈ面·で掘り下͛た。土坑内には、୸主ମの層の間に地山ϒϩοΫ主ମの埋໭しとみられる層

があり、େ別３層に෼かれ、͍ݹ方からAˠBˠCஈ֊と͢る。S%3490・3491溝と重ෳしており、

S%3490溝は̗ஈ֊よりݹく、̖ஈ֊に伴うՄೳੑがあり、S%3491溝は̗ஈ֊より৽しく、̘ஈ֊

に伴うՄೳੑがある。平面ܗは௕さ82DN、෯76DNのෆ整ܗをఄ͢る。ਂさは24DNで、அ面ܗはઙ

͍ʮ̪ʯࣈ状とਪఆされる。埋土は６層に෼かれ、１層（Cஈ֊）、３層（Bஈ֊）、５・６層（Aஈ֊）

が୸主ମで鉄滓やম土を多く含む層で、த間の２層と̐層が地山ϒϩοΫを主ମと͢る層である。遺

物は、土師器のᆀ、ؙ瓦Ⅱྨ、鉄滓が出土した。鉄滓は860H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛20・24）

調査区北൒の̣127・̬27付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の10層で、ಉ９層に෴われ

る。南൒の検出を行͍、土層࡯؍用൞にԊうαϒτϨϯν内とSB3465掘立柱建物調査のたΊҰ部を

ఈ面·で掘り下͛た。SB3465の柱穴ᶑ、S,3489土坑と重ෳし、これらより৽し͍。S,3486土坑、
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BλΠϓ１にはম瓦を含む。·た、鉄滓は75
195H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

ʲ49����・����・����・����・����࿍ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣128・̬25 ～ 28付ۙで５基の炉を検出した。確認面はSX3500竪穴遺構の̓～ 10

層で、֤層を掘りく΅Ίて炉চとして͍る。炉চはඃ೤により੺変・ߗԽし、Ұ部が明青灰色にؐݩ

して͍ること、内部に鉄滓や୸Խ物が多ྔに含·れる΋のがあることから、鍛冶炉と判அした。ͦれ

ͧれのܗ状・規模౳はҰཡදに·とΊたとおりである。

遺構番号 確認面 規模・ܗ状 重ෳ౳

SX3495 10層 東西21DN、南北̐DN（南୺部のみ） SX3495ˠSX3497

SX3496 ９層 ௕さ37DN、෯35DNのෆ整ԁܗ ඃ೤面のみ、ଯ積土なし

SX3497 ８層 東西24DN（(அ面で確認）、ਂさ６DN SX3495ˠSX3497

SX3498 ８・９層 東西48DN、南北38DN（南൒部のみ） SX3498ˠSX3499

SX3499 ̓層 東西24DN、南北28DN（南൒部のみ）、ਂさ̐DN SX3498ˠSX3499

ୈ��දɹ49���� ʙ ����࿍Ұཡ

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣127 ～ 128・̬26 ～ 27付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の９層で、第

ᶛ層に෴われる。南൒部のみ検出し、土層࡯؍用൞にԊうαϒτϨϯν内では、ఈ面·で掘り下͛た。

S,3488・3489土坑と重ෳし、これらより৽し͍。平面ܗは、東西64ᶲ以্、南北34ᶲ以্のପԁ

、状である。埋土は１層確認し、地山ཻを多ྔࣈはઙ͍ʮ̪ʯܗとਪఆされる。ਂさは21DNで、அ面ܗ

୸Խ物ཻ・鉄滓をগྔ含むにͿ͍ԫ׊色	10:35�3
シϧτで、埋Ί໭される。

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣127・̬ 26付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の９層で、ಉ８層に෴われる。

Ұ部をఈ面·で掘り下͛た。土坑内には、୸主ମの層の間に地山ϒϩοΫ主ମの埋໭しとみられる層

があり、େ別３層に෼かれ、͍ݹ方からAˠBˠCஈ֊と͢る。S%3490・3491溝と重ෳしており、

S%3490溝は̗ஈ֊よりݹく、̖ஈ֊に伴うՄೳੑがあり、S%3491溝は̗ஈ֊より৽しく、̘ஈ֊

に伴うՄೳੑがある。平面ܗは௕さ82DN、෯76DNのෆ整ܗをఄ͢る。ਂさは24DNで、அ面ܗはઙ

͍ʮ̪ʯࣈ状とਪఆされる。埋土は６層に෼かれ、１層（Cஈ֊）、３層（Bஈ֊）、５・６層（Aஈ֊）

が୸主ମで鉄滓やম土を多く含む層で、த間の２層と̐層が地山ϒϩοΫを主ମと͢る層である。遺

物は、土師器のᆀ、ؙ瓦Ⅱྨ、鉄滓が出土した。鉄滓は860H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛20・24）

調査区北൒の̣127・̬27付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の10層で、ಉ９層に෴われ

る。南൒の検出を行͍、土層࡯؍用൞にԊうαϒτϨϯν内とSB3465掘立柱建物調査のたΊҰ部を

ఈ面·で掘り下͛た。SB3465の柱穴ᶑ、S,3489土坑と重ෳし、これらより৽し͍。S,3486土坑、
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SX3496炉と重ෳし、これらより͍ݹ。平面ܗは௕さ118ᶲ以্、෯55ᶲ以্のෆ整ܗをఄ͢る。ਂ

さは18DNで、அ面ܗはઙ͍ʮ̪ʯࣈ状である。埋土は１層確認し、鉄滓・୸Խ物ཻをۃΊて多ྔに

含み、ඇৗにߗくし·って͍る。

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣128・̬ 27付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の西辺ఈ面（第ᶠ層）である。

南൒部のみ検出し、土層࡯؍用൞にԊうαϒτϨϯν内でఈ面·で掘り下͛た。S,3486・3488土坑、

SX3497炉と重ෳし、これらより͍ݹ。規模は東西76ᶲ以্、南北20ᶲ以্、ਂさ24DNで、அ面ܗ

はٯ୆ܗ状で、ఈ部にஈࠩを༗͢る。埋土は１層確認し、SX3500の10層で埋Ί໭されて͍る。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛19・23）

調査区北൒の̣129・̬22 ～ 24付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3500竪穴遺構の北辺ఈ面（第ᶠ層）

である。今回の調査では東西方޲の溝のҰ部を確認してఈ面·で掘り下͛、規模・ଯ積土の特௃から

第96次S%3469溝の西側Ԇ௕と判அした。SB3465掘立柱建物の柱穴ᶓおよͼS%3468溝と重ෳし、

これらより৽し͍。規模は、検出௕1�9̼、෯35DN、ਂさ６ᶲで、அ面ܗはઙ͍ʮ̪ʯࣈ状をఄ͢る。

ఈ面は西から東、北西から南東方޲にわͣかに下る。方޲は、̬23 ～ 24付ۙでは東西基準ઢに΄΅

Ԋうとਪఆされ、̬23より東で南東方޲΁۶ۂし、東西基準ઢより東で南に約30°ภ͢る。埋土は１

層確認し、SX3500の10層とҰ࿈のଯ積で埋Ί໭されて͍る。今回の調査では、৽たな遺物は出土し

て͍な͍。

ʲ4%����・����・����・����・ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛23、அ面ਤɿਤ൛24）

調査区北൒の̣124 ～ 128・̬ 24 ～ 28にҐஔ͢る溝܈である。確認面はSX3500竪穴遺構の９層で、

S%3492 ～ 3494溝内には鉄滓を多ྔに含むಉ８層がଯ積͢ること、S%3490・3491溝は、S,3487

土坑に伴うことから、鍛冶ۀ࡞に伴う溝と判அした。ͦれͧれの規模・方޲౳はҰཡදに·とΊたと

おりである。

遺物は、S%3494から土師器のᙈ、須恵器のᆀ・ᆵ·たはළ、ؙ瓦、平瓦ⅠA・ⅡBྨ、Ӌ口、鉄滓

が出土した。平瓦ⅠAྨにはBλΠϓ、ⅡBྨにはCλΠϓがあり、ⅡBྨにはম瓦を含む。鉄滓は

9
860H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

遺構番号 規模 方޲ 高ˠ௿ 重ෳ౳

S%3490 検出௕67DN、෯14DN、ਂさ̐ᶲ E-20°-S 北西ˠ南東 S,3487Bより͍ݹ（Aに伴うか）

S%3491 検出௕46DN、෯21DN、ਂさ２ᶲ E-20°-/ ΄΅ਫ平 S,3487Cに伴う

S%3492 検出௕72DN、෯20DN、ਂさ５ᶲ /-16°-E 北東ˠ南西

S%3493 検出௕72DN、෯20DN、ਂさ５ᶲ /-20°-E 北東ˠ南西 S%3494とಉ時とみられる

S%3494 検出௕144DN、෯48DN、ਂさ15ᶲ /-17°-8 北西ˠ南東 S%3493とಉ時とみられる

方޲ʮ/-17°-8ʯはʮ南北基準ઢより北で西に17°ภ͢るʯ

ୈ��දɹ4%���� ʙ Ұཡߔ����
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ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛19・23、அ面ਤɿਤ൛20）

調査区北൒の̣129・̬ 25 ～ 28付ۙにҐஔ͢る。確認面は、SX3500竪穴遺構のఈ面（第ᶠ層）で、

北辺にԊって東西方޲にԆͼる。Ұ部をఈ面·で掘り下͛た。SB3465掘立柱建物の柱穴ᶒと重ෳし、

これより৽し͍。規模は、検出௕5�7̼、෯35DNで、ਂさ８ᶲで、அ面ܗはઙ͍ʮ̪ʯࣈ状をఄ͢る。

ఈ面は西から東΁ࣼ͢܏る。方޲は、東西基準ઢより西で南に約５°ภ͢る。埋土は１層確認し、

SX3500の８層で埋Ί໭されて͍る。遺物は、土師器のᙈ、Ӌ口、鉄製品、鉄滓が出土した。鉄製品

はαϏམとし後に報͢ࠂる༧ఆである。鉄滓は160H出土して͍る。

④ɹͦͷଞͷҨߏ

ʲ49����࿍ （r平面ਤɿਤ൛19）

調査区南୺の̣116・̬27付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3467整地層の１層で、第Ⅲ層に෴われる。

SX3467の１層がඃ೤により੺変・ߗԽしており、େখ２か所認Ίられる。େき͍ඃ೤面は௕さ

36DN、෯30DN以্の۱ؙ方ܗ、খさ͍ඃ೤面は௕さ13DN、෯10DNのෆ整ܗである。鉄滓౳が認

Ίられな͍ことから、地চ炉と判அした。

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛19）

調査区北୺の̣132・̬21にҐஔし、確認面は第ᶠ層である。第96次調査でҰ部確認した土坑で、

西൒Ԇ௕部෼を検出し、北൒は調査区外にԆͼる。平面検出のみを行͍、規模は東西2�1̼、南北1�3

̼以্のԁܗとਪఆされる。検出面で、地山ϒϩοΫをগし含む҉׊色	10:33�4
シϧτがࣗવଯ積

して͍る。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛17、அ面ਤɿਤ൛20・21・24）

調査区西൒の̣116 ～ 129・̬26 ～ 33にҐஔ͢る。確認面は第Ⅲ層である。第96次̖区で確認

した溝（ਤ൛17）で、今回ͦの北側Ԇ௕部෼を検出し、部෼的にఈ面·で掘り下͛た。１౓掘り௚

されており、͍ݹ方からAˠBと͢る。SB3465掘立柱建物、SX3500竪穴遺構、SX3466切土なͲと

重ෳし、これらより৽し͍。B溝の規模は、今回の検出したൣғで௕さ約14�0̼、্෯࠷େ2�6̼、

ਂさ26ᶲ、அ面ܗは্部が։くʮ̪ʯࣈ状で、北側΄Ͳઙくなる。第96次調査およͼະ調査部෼を

含Ίると、શ௕31�5̼となる。A溝はB溝の下で部෼的に確認し、෯25DN、ਂさ26DN、அ面ܗは্

部が։くʮ̪ʯܗࣈである。A・Bと΋にఈ面は北から南΁下るࣼ܏である。方޲は、南北基準ઢよ

り北で東に約36°ภる。ଯ積土はA・Bと΋に１層確認し、ࣗવଯ積である。遺物は、土師器の高୆ᆀ、

須恵器のᙈ、須恵系土器のᆀ·たはࡼ、平瓦ⅠA・ⅡBྨが出土した。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20）

調査区東൒の̣115 ～ 116・̬20にҐஔ͢る、南北方޲の溝である。確認面は第ᶜ層で、第ᶛ層

に෴われる。溝の東൒部を調査し、西൒部と南側はະ検出である。SB3465掘立柱建物の柱穴ᶉ、

SX3467整地層と重ෳし、これらより৽し͍。規模は検出௕約1�7̼、ਂさ16DNである。ଯ積土は２

層確認し、１層は୸を主ମと͢るഇغ層、２層はࣗવଯ積とみられる。遺物は、土師器のᆀ・高୆ᆀ・
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ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛19・23、அ面ਤɿਤ൛20）

調査区北൒の̣129・̬ 25 ～ 28付ۙにҐஔ͢る。確認面は、SX3500竪穴遺構のఈ面（第ᶠ層）で、

北辺にԊって東西方޲にԆͼる。Ұ部をఈ面·で掘り下͛た。SB3465掘立柱建物の柱穴ᶒと重ෳし、

これより৽し͍。規模は、検出௕5�7̼、෯35DNで、ਂさ８ᶲで、அ面ܗはઙ͍ʮ̪ʯࣈ状をఄ͢る。

ఈ面は西から東΁ࣼ͢܏る。方޲は、東西基準ઢより西で南に約５°ภ͢る。埋土は１層確認し、

SX3500の８層で埋Ί໭されて͍る。遺物は、土師器のᙈ、Ӌ口、鉄製品、鉄滓が出土した。鉄製品

はαϏམとし後に報͢ࠂる༧ఆである。鉄滓は160H出土して͍る。

④ɹͦͷଞͷҨߏ

ʲ49����࿍ （r平面ਤɿਤ൛19）

調査区南୺の̣116・̬27付ۙにҐஔ͢る。確認面はSX3467整地層の１層で、第Ⅲ層に෴われる。

SX3467の１層がඃ೤により੺変・ߗԽしており、େখ２か所認Ίられる。େき͍ඃ೤面は௕さ

36DN、෯30DN以্の۱ؙ方ܗ、খさ͍ඃ೤面は௕さ13DN、෯10DNのෆ整ܗである。鉄滓౳が認

Ίられな͍ことから、地চ炉と判அした。

ʲ4,����౔޵ （r平面ਤɿਤ൛19）

調査区北୺の̣132・̬21にҐஔし、確認面は第ᶠ層である。第96次調査でҰ部確認した土坑で、

西൒Ԇ௕部෼を検出し、北൒は調査区外にԆͼる。平面検出のみを行͍、規模は東西2�1̼、南北1�3

̼以্のԁܗとਪఆされる。検出面で、地山ϒϩοΫをগし含む҉׊色	10:33�4
シϧτがࣗવଯ積

して͍る。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛17、அ面ਤɿਤ൛20・21・24）

調査区西൒の̣116 ～ 129・̬26 ～ 33にҐஔ͢る。確認面は第Ⅲ層である。第96次̖区で確認

した溝（ਤ൛17）で、今回ͦの北側Ԇ௕部෼を検出し、部෼的にఈ面·で掘り下͛た。１౓掘り௚

されており、͍ݹ方からAˠBと͢る。SB3465掘立柱建物、SX3500竪穴遺構、SX3466切土なͲと

重ෳし、これらより৽し͍。B溝の規模は、今回の検出したൣғで௕さ約14�0̼、্෯࠷େ2�6̼、

ਂさ26ᶲ、அ面ܗは্部が։くʮ̪ʯࣈ状で、北側΄Ͳઙくなる。第96次調査およͼະ調査部෼を

含Ίると、શ௕31�5̼となる。A溝はB溝の下で部෼的に確認し、෯25DN、ਂさ26DN、அ面ܗは্

部が։くʮ̪ʯܗࣈである。A・Bと΋にఈ面は北から南΁下るࣼ܏である。方޲は、南北基準ઢよ

り北で東に約36°ภる。ଯ積土はA・Bと΋に１層確認し、ࣗવଯ積である。遺物は、土師器の高୆ᆀ、

須恵器のᙈ、須恵系土器のᆀ·たはࡼ、平瓦ⅠA・ⅡBྨが出土した。

ʲ4%ߔ���� （r平面ਤɿਤ൛19、அ面ਤɿਤ൛20）

調査区東൒の̣115 ～ 116・̬20にҐஔ͢る、南北方޲の溝である。確認面は第ᶜ層で、第ᶛ層

に෴われる。溝の東൒部を調査し、西൒部と南側はະ検出である。SB3465掘立柱建物の柱穴ᶉ、

SX3467整地層と重ෳし、これらより৽し͍。規模は検出௕約1�7̼、ਂさ16DNである。ଯ積土は２

層確認し、１層は୸を主ମと͢るഇغ層、２層はࣗવଯ積とみられる。遺物は、土師器のᆀ・高୆ᆀ・
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0 1m

(G～J断面：S=1/40)

0 50cm

(Q～S断面：S=1/20)

土Ⰽ 土ᛶ ྵ᭷≀な䛹 ഛ⪃

SK3486 1 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をከ量、Ⅳ化≀⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ䝤ロ䝑ク୺体、㕲⁦・Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

3 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

4 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ⢏୺体、㕲⁦をከ量、Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

5 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 〓Ⰽ(10YR2/2)䝅䝹䝖とのΰ土、㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

6 ᬯ㉥〓Ⰽ(10YR2/1) 㕲⁦ ᚤ細な㕲⁦୺体、Ⅳ化≀をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

SK3488 1 㯮〓Ⰽ(10YR2/2) 䝅䝹䝖 㕲⁦・Ⅳ化≀⢏をᴟ䜑䛶ከ量ྵ䜐、㠀ᖖに◳䛟 し䜎る ேⅭ

SD3490 1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) 䝅䝹䝖 Ⅳ化≀⢏をᴟከ量、↝土⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/4) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏をᑡ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㉥〓Ⰽ(5YR5/6) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㯤〓Ⰽ(10YR6/8) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/3) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏・ᚤ細な㕲⁦をྵ䜐 ⅔ᗋ

SX3502 1 ⅊䜸リ䞊䝤Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏・Ⅳ化≀をከ量、↝土⢏をᚤ量ྵ䜐、径１cmの㕲⁦２Ⅼฟ土 ேⅭ

SX3499

遺構䡡層

SX3495

SX3497

SX3498

SK3487C

SK3487B

SK3487A
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遺構ŋ層 土色 土ੑ 含༗物なͲ උߟ
S,3486 1 にͿ͍ԫ׊色	10:35�3
 シϧτ 地山ཻを多ྔ、୸Խ物ཻ・鉄滓をগྔ含む ਓҝ

S,3487C
1 
10:32�1	色ࠇ ୸ 鉄滓をۃ多ྔ、ম土ཻを多ྔ含む ਓҝ
2 明׊色	7�5:35�8
 シϧτ ੺׊色	5:34�6
シϧτとのࠞ土で地山ϒϩοΫ主ମ、鉄滓・୸Խ物ཻ・ম土ཻをগྔ含む 整地

S,3487B
3 
10:32�1	色ࠇ ୸ 鉄滓を多ྔ、ম土ཻをগྔ含む ਓҝ
4 明׊色	7�5:35�8
 シϧτ ੺׊色	5:34�6
シϧτとのࠞ土で地山ཻ主ମ、鉄滓を多ྔ、୸Խ物ཻ・ম土ཻをগྔ含む 整地

S,3487A
5 
10:32�1	色ࠇ ୸ 
10:32�2	色׊シϧτとのࠞ土、鉄滓を多ྔ、ম土ཻをগྔ含む ਓҝ
6 ҉੺׊色	10:32�1
 鉄滓 ඍࡉな鉄滓主ମ、୸Խ物をۃ多ྔ、ম土ཻを多ྔ含む ਓҝ

S,3488 1 
10:32�2	色׊ࠇ シϧτ 鉄滓・୸Խ物ཻをۃΊて多ྔ含む、ඇৗにߗくし·る ਓҝ
S%3490 1 
10:33�3	色׊҉ シϧτ ୸Խ物ཻをۃ多ྔ、ম土ཻ・鉄滓をগྔ含む ਓҝ

SX3495
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 にͿ͍੺׊色	5:34�4
 シϧτ ඃ೤、୸Խ物ཻをগྔ含む 炉চ

SX3497
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 明੺׊色	5:35�6
 シϧτ ඃ೤・ؐݩ、୸Խ物ཻをඍྔ含む 炉চ

SX3498
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 明ԫ׊色	10:36�8
 シϧτ ඃ೤・ؐݩ、୸Խ物ཻをඍྔ含む 炉চ

SX3499
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 にͿ͍੺׊色	5:34�3
 シϧτ ඃ೤、୸Խ物ཻ・ඍࡉな鉄滓を含む 炉চ

SX3502 1 灰Φリーϒ色	10:34�3
 シϧτ 地山ཻ・୸Խ物を多ྔ、ম土ཻをඍྔ含む、１ܘDNの鉄滓２点出土 ਓҝ
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0 1m

(G～J断面：S=1/40)

0 50cm

(Q～S断面：S=1/20)

土Ⰽ 土ᛶ ྵ᭷≀な䛹 ഛ⪃

SK3486 1 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をከ量、Ⅳ化≀⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ䝤ロ䝑ク୺体、㕲⁦・Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

3 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

4 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ⢏୺体、㕲⁦をከ量、Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

5 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 〓Ⰽ(10YR2/2)䝅䝹䝖とのΰ土、㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

6 ᬯ㉥〓Ⰽ(10YR2/1) 㕲⁦ ᚤ細な㕲⁦୺体、Ⅳ化≀をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

SK3488 1 㯮〓Ⰽ(10YR2/2) 䝅䝹䝖 㕲⁦・Ⅳ化≀⢏をᴟ䜑䛶ከ量ྵ䜐、㠀ᖖに◳䛟 し䜎る ேⅭ

SD3490 1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) 䝅䝹䝖 Ⅳ化≀⢏をᴟከ量、↝土⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/4) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏をᑡ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㉥〓Ⰽ(5YR5/6) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㯤〓Ⰽ(10YR6/8) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/3) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏・ᚤ細な㕲⁦をྵ䜐 ⅔ᗋ

SX3502 1 ⅊䜸リ䞊䝤Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏・Ⅳ化≀をከ量、↝土⢏をᚤ量ྵ䜐、径１cmの㕲⁦２Ⅼฟ土 ேⅭ
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0 1m

(G～J断面：S=1/40)

0 50cm

(Q～S断面：S=1/20)

土Ⰽ 土ᛶ ྵ᭷≀な䛹 ഛ⪃

SK3486 1 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をከ量、Ⅳ化≀⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ䝤ロ䝑ク୺体、㕲⁦・Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

3 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

4 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ⢏୺体、㕲⁦をከ量、Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

5 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 〓Ⰽ(10YR2/2)䝅䝹䝖とのΰ土、㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

6 ᬯ㉥〓Ⰽ(10YR2/1) 㕲⁦ ᚤ細な㕲⁦୺体、Ⅳ化≀をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

SK3488 1 㯮〓Ⰽ(10YR2/2) 䝅䝹䝖 㕲⁦・Ⅳ化≀⢏をᴟ䜑䛶ከ量ྵ䜐、㠀ᖖに◳䛟 し䜎る ேⅭ

SD3490 1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) 䝅䝹䝖 Ⅳ化≀⢏をᴟከ量、↝土⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/4) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏をᑡ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㉥〓Ⰽ(5YR5/6) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㯤〓Ⰽ(10YR6/8) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/3) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏・ᚤ細な㕲⁦をྵ䜐 ⅔ᗋ

SX3502 1 ⅊䜸リ䞊䝤Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏・Ⅳ化≀をከ量、↝土⢏をᚤ量ྵ䜐、径１cmの㕲⁦２Ⅼฟ土 ேⅭ
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遺構ŋ層 土色 土ੑ 含༗物なͲ උߟ
S,3486 1 にͿ͍ԫ׊色	10:35�3
 シϧτ 地山ཻを多ྔ、୸Խ物ཻ・鉄滓をগྔ含む ਓҝ

S,3487C
1 
10:32�1	色ࠇ ୸ 鉄滓をۃ多ྔ、ম土ཻを多ྔ含む ਓҝ
2 明׊色	7�5:35�8
 シϧτ ੺׊色	5:34�6
シϧτとのࠞ土で地山ϒϩοΫ主ମ、鉄滓・୸Խ物ཻ・ম土ཻをগྔ含む 整地

S,3487B
3 
10:32�1	色ࠇ ୸ 鉄滓を多ྔ、ম土ཻをগྔ含む ਓҝ
4 明׊色	7�5:35�8
 シϧτ ੺׊色	5:34�6
シϧτとのࠞ土で地山ཻ主ମ、鉄滓を多ྔ、୸Խ物ཻ・ম土ཻをগྔ含む 整地

S,3487A
5 
10:32�1	色ࠇ ୸ 
10:32�2	色׊シϧτとのࠞ土、鉄滓を多ྔ、ম土ཻをগྔ含む ਓҝ
6 ҉੺׊色	10:32�1
 鉄滓 ඍࡉな鉄滓主ମ、୸Խ物をۃ多ྔ、ম土ཻを多ྔ含む ਓҝ

S,3488 1 
10:32�2	色׊ࠇ シϧτ 鉄滓・୸Խ物ཻをۃΊて多ྔ含む、ඇৗにߗくし·る ਓҝ
S%3490 1 
10:33�3	色׊҉ シϧτ ୸Խ物ཻをۃ多ྔ、ম土ཻ・鉄滓をগྔ含む ਓҝ

SX3495
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 にͿ͍੺׊色	5:34�4
 シϧτ ඃ೤、୸Խ物ཻをগྔ含む 炉চ

SX3497
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 明੺׊色	5:35�6
 シϧτ ඃ೤・ؐݩ、୸Խ物ཻをඍྔ含む 炉চ

SX3498
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 明ԫ׊色	10:36�8
 シϧτ ඃ೤・ؐݩ、୸Խ物ཻをඍྔ含む 炉চ

SX3499
1 
10:31�7�1	色ࠇ 鉄滓 ୸Խ物ཻをۃ多ྔ含む ਓҝ
2 にͿ͍੺׊色	5:34�3
 シϧτ ඃ೤、୸Խ物ཻ・ඍࡉな鉄滓を含む 炉চ

SX3502 1 灰Φリーϒ色	10:34�3
 シϧτ 地山ཻ・୸Խ物を多ྔ、ম土ཻをඍྔ含む、１ܘDNの鉄滓２点出土 ਓҝ

ΧΫϥϯ 4%3���

4%3���

4%3���

4#3���ʖᶑ

4,3�8�

4,3�8�

493���

493���

1�4%3�8�

4%3��� 4%3��3

4%3�8�

493���

493��8
1�1�

4,3�88

4,3�8�
4,3�8�

4%3���

493���

２ ３
４

５
６

２３

4%3���

（９）

493���

493���

493���

493���

493���

Ⅴ
Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅲ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

５

10

８

10 ９
９

８

９

９
６

８

10
10

８

７

Ⅲ

Ⅲ
Ⅴ

８
９

９
10

11

１

２

１
２

２ １

２ １

493���（９）

493���（10）
１

493���
493���

２３
４

５ ６

２ ３ １

９

（９）

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

����̼

(`(

* *`

) )`

+ +`

4`

2` 3`

4

2 3

※反転

※反転

ਤ൛ ��ɹɹ49����・���� ʙ ����・���� ࿍ɺ4,���� ʙ ���� ౔޵ɺ
ɹɹɹɹɹ��4%����・����・���� ɹஅ໘ਤߔ

0 1m

(G～J断面：S=1/40)

0 50cm

(Q～S断面：S=1/20)

土Ⰽ 土ᛶ ྵ᭷≀な䛹 ഛ⪃

SK3486 1 に䜆い㯤〓Ⰽ(10YR5/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏をከ量、Ⅳ化≀⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ䝤ロ䝑ク୺体、㕲⁦・Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

3 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

4 ᫂〓Ⰽ(7.5YR5/8) 䝅䝹䝖 ㉥〓Ⰽ(5YR4/6)䝅䝹䝖とのΰ土でᆅᒣ⢏୺体、㕲⁦をከ量、Ⅳ化≀⢏・↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ᩚᆅ

5 㯮Ⰽ(10YR2/1) Ⅳ 〓Ⰽ(10YR2/2)䝅䝹䝖とのΰ土、㕲⁦をከ量、↝土⢏をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

6 ᬯ㉥〓Ⰽ(10YR2/1) 㕲⁦ ᚤ細な㕲⁦୺体、Ⅳ化≀をᴟከ量、↝土⢏をከ量ྵ䜐 ேⅭ

SK3488 1 㯮〓Ⰽ(10YR2/2) 䝅䝹䝖 㕲⁦・Ⅳ化≀⢏をᴟ䜑䛶ከ量ྵ䜐、㠀ᖖに◳䛟 し䜎る ேⅭ

SD3490 1 ᬯ〓Ⰽ(10YR3/3) 䝅䝹䝖 Ⅳ化≀⢏をᴟከ量、↝土⢏・㕲⁦をᑡ量ྵ䜐 ேⅭ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/4) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏をᑡ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㉥〓Ⰽ(5YR5/6) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 ᫂㯤〓Ⰽ(10YR6/8) 䝅䝹䝖 ⿕⇕・㑏ඖ、Ⅳ化≀⢏をᚤ量ྵ䜐 ⅔ᗋ

1 㯮Ⰽ(10YR1.7/1) 㕲⁦ Ⅳ化≀⢏をᴟከ量ྵ䜐 ேⅭ

2 に䜆い㉥〓Ⰽ(5YR4/3) 䝅䝹䝖 ⿕⇕、Ⅳ化≀⢏・ᚤ細な㕲⁦をྵ䜐 ⅔ᗋ

SX3502 1 ⅊䜸リ䞊䝤Ⰽ(10YR4/3) 䝅䝹䝖 ᆅᒣ⢏・Ⅳ化≀をከ量、↝土⢏をᚤ量ྵ䜐、径１cmの㕲⁦２Ⅼฟ土 ேⅭ

SX3499

遺構䡡層

SX3495

SX3497

SX3498

SK3487C

SK3487B

SK3487A

4#3��� ۷ཱபݐ෺

ୈᶙɾɒ ૚

493��� ୦݀Ҩߏ

4,3�8�ɾ3�88 ౔޵

493���ɾ3��� ʙ 3��� ࿍

ݩؐ

493��� ੾౔

−  ��  −

ਤ൛ ��ɹୈ �� ࣍調査۠౦൒ɹશࣸܠਅ

１ɽશܠ（্が北） ʤ;10438ʥ

２ɽશܠ（南東から） ʤ;10439ʥ
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２ɽSX3500 அ面（(ʖ(`）（南東から）

３ɽSX3466・3500 அ面（)ʖ̝ `）（北西から）

６ɽSX3466・3500 அ面（ ʖ̠̠ `）̬ 28 付ۙ（南から）５ɽSX3466・3500 அ面（ ʖ̟̟ `） （北西から）

１ɽSX3466、S%3501 検出、SX3500 அ面
　　　　　　　（FʖF`）西൒（北東から）

̐ɽSX3466・3500 அ面（ ʖ̞̞ `）（南東から）

ʤ;10354ʥ ʤ;10356ʥ

ʤ;10366ʥ ʤ;10371ʥ

ʤ;10376ʥ ʤ;10381ʥ

̓ɽSB3465 柱穴ᶇ検出（南東から）ʤ;10395ʥ ８ɽSB3465 柱穴ᶈ検出（南東から）ʤ;10401ʥ
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２ɽSX3500 அ面（(ʖ(`）（南東から）

３ɽSX3466・3500 அ面（)ʖ̝ `）（北西から）

６ɽSX3466・3500 அ面（ ʖ̠̠ `）̬ 28 付ۙ（南から）５ɽSX3466・3500 அ面（ ʖ̟̟ `） （北西から）

１ɽSX3466、S%3501 検出、SX3500 அ面
　　　　　　　（FʖF`）西൒（北東から）

̐ɽSX3466・3500 அ面（ ʖ̞̞ `）（南東から）

ʤ;10354ʥ ʤ;10356ʥ

ʤ;10366ʥ ʤ;10371ʥ

ʤ;10376ʥ ʤ;10381ʥ

̓ɽSB3465 柱穴ᶇ検出（南東から）ʤ;10395ʥ ８ɽSB3465 柱穴ᶈ検出（南東から）ʤ;10401ʥ

−  ��  −
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７．柱穴⑭検出（北から） 〔Z10377〕

６．柱穴⑬断面（東から） 〔Z10390〕５．柱穴⑫断面（東から） 〔Z10393〕

４．柱穴⑪検出（東から） 〔Z10396〕３．柱穴⑩断面（東から） 〔Z10403〕

２．柱穴⑨断面（東から） 〔Z10406〕１．柱穴⑦断面（東から） 〔Z10407〕

８．柱穴⑮検出（南から） 〔Z10388〕
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２．柱穴⑰検出（北西から） 〔Z10387〕

３．柱穴㉒検出（西から） 〔Z10394〕 ４．柱穴㉓断面（東から） 〔Z10399〕

６．SK3487 検出（南から）

７．SK3487 調査状況（南から）

５．SK3486・3488・3489 検出（南から）

８．SK3487 断面（Q‐Q`）（東から）

〔Z10417〕 〔Z10410〕

〔Z10412〕 〔Z10413〕

１．柱穴⑯断面（Ａ‐Ａ`）（西から）〔Z10338〕
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２．柱穴⑰検出（北西から） 〔Z10387〕

３．柱穴㉒検出（西から） 〔Z10394〕 ４．柱穴㉓断面（東から） 〔Z10399〕

６．SK3487 検出（南から）

７．SK3487 調査状況（南から）

５．SK3486・3488・3489 検出（南から）

８．SK3487 断面（Q‐Q`）（東から）

〔Z10417〕 〔Z10410〕

〔Z10412〕 〔Z10413〕

１．柱穴⑯断面（Ａ‐Ａ`）（西から）〔Z10338〕

−  ��  −
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２．SD3492 ～ 3494 検出（南から）

４．SX3496 検出（北から）

１．SK3487 断面（R‐R`）（南から）

３．SX3495 検出（南から）

〔Z10415〕 〔Z10372〕

〔Z10422〕 〔Z10423〕

５．SX3497 断面（南から） 〔Z10424〕 ６．SX3498・3499 検出（南東から）〔Z10425〕

７．SX3502 検出（南から） 〔Z10420〕 ８．SX3502 断面（南から） 〔Z10421〕
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図版 30　SB3465 掘立柱建物　出土遺物

（単位:cm）

No. 種類 残存 法量 特徴 登録 箱番号

1 柱穴⑯ 抜取穴 須恵器 坏 口～底部1/2 口径(14.0) 底径(8.0) 器高4.1 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り R16 B16178

2 柱穴⑮ 抜取穴 須恵器 坏 口1/4～底部1/3 口径(14.0) 底径(8.0) 器高4.2 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り R24

3 柱穴⑬ 掘方埋土 平瓦 破片 厚さ2.1 ⅡB類a1 被熱 R19

遺構・層

１

２

３

３

０ 10㎝

（１・２：S=1/3）

０ 20㎝

（３：S=1/5）

甕、須恵系土器の坏または皿、高台皿（図版36- １・２）、高台坏または高台皿、平瓦ⅡB類が出土し

た。

【SD3482溝】（平面図：図版19）

調査区南東端のＮ114 ～ 117・Ｗ22に位置する、南北方向の溝である。確認面はSX3467整地層

２層で、第Ⅲ層に覆われる。溝の西半部を調査し、南北両端と東半は未検出である。SB3465掘立柱

建物の柱穴⑧と重複し、これより新しい。規模は検出長約2.1ｍ、幅42cm、深さ20㎝である。堆積

土は１層確認し、自然堆積である。

（単位:cm）

No. 遺構・層 種類 残存 法量 特徴 登録 箱番号
1 柱穴⑯ 抜取穴 須恵器　坏 口～底部1/2 口径(14.0)　底径(8.0)　器高4.1 外内：ロクロナデ　底：回転ヘラ切り R16 B16350
2 柱穴⑮ 抜取穴 須恵器　坏 口1/4 ～底部1/3 口径(14.0)　底径(8.0)　器高4.2 外内：ロクロナデ　底：回転ヘラ切り R24 B16350
3 柱穴⑬ 掘方埋土 平瓦 破片 厚さ2.1 ⅡB類a1　被熱 R19 B16347



図版 30　SB3465 掘立柱建物　出土遺物

（単位:cm）

No. 種類 残存 法量 特徴 登録 箱番号

1 柱穴⑯ 抜取穴 須恵器 坏 口～底部1/2 口径(14.0) 底径(8.0) 器高4.1 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り R16 B16178

2 柱穴⑮ 抜取穴 須恵器 坏 口1/4～底部1/3 口径(14.0) 底径(8.0) 器高4.2 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り R24

3 柱穴⑬ 掘方埋土 平瓦 破片 厚さ2.1 ⅡB類a1 被熱 R19

遺構・層

１

２

３

３

０ 10㎝

（１・２：S=1/3）

０ 20㎝

（３：S=1/5）
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（単位:cm）

No. 層 種類 残存 法量 特徴 登録 箱番号

1 ２層 平瓦 破片 厚さ2.3 ⅡB類a1 凹面に刻印文字「矢」A 被熱ヵ R15 B16178

2 １層 軒平瓦 瓦当部ほぼ完形 瓦当部厚さ5.3 偏行唐草文621 凸面に赤色付着 R83

3 １層 軒平瓦 瓦当部完形完形 瓦当部厚さ3.3 単弧文640 凹面に刻印文字「物」A 被熱により磨滅 R48・49・94

図版 31　SX3467 整地層　出土遺物

１

２

３

２層

１層

刻印「矢」の拡大

刻印「物」の拡大

１

２

３

０ 20㎝

（S=1/5）

２

（単位:cm）

No. 層 種類 残存 法量 特徴 登録 箱番号
1 ２層 平瓦 破片 厚さ2.3　 ⅡB類a1　凹面に刻印文字「矢」A　被熱ヵ R15 B16347
2 １層 軒平瓦 瓦当部ほぼ完形 瓦当部厚さ5.3 偏行唐草文621　凸面に赤色顔料付着 R83 B16348
3 １層 軒平瓦 瓦当部完形完形 瓦当部厚さ3.3 単弧文640　凹面に刻印文字「物」A　被熱により磨滅 R48・49・94 B16348
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（単位:cm）

No. 層 種類 残存 法量 特徴 写真図版 登録 箱番号

1 10層 須恵器 坏 口1/4～底部1/3 口径(14.0) 底径(8.0) 器高3.9 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り 34-１ R67 B16181

2 10層 須恵器 坏 口1/2～底部ほぼ完形 口径13.2 底径7.0 器高3.7 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り 34-２ R68

3 10層 須恵器 坏 口一部～底部完形 口径(17.0) 底径(7.2) 器高6.7 外：ロクロナデ→(体下)回転ヘラケズリ 内：ロクロナデ 底：回転ヘラケズリ 34-３ R69

4 10層 須恵器 坏 底部1/3 底径(7.4) 底：回転ヘラ切り→線刻「×」 34-４ R66

5 10層 平瓦 破片 厚さ4.6 ⅡB類a3ヵ 凸面：部分的に斜行の縄叩き 凹面：端部付近にケズリ 34-６ R25

6 10層 平瓦 破片 厚さ1.8 ⅡB類a3 34-７ R26

7 10層 羽口 先端部一部～胴部一部 長(13.1) 幅(5.0) 厚1．9～2.4 外：ケズリ 内：ナデ 先端部外内面に溶着滓 部分的にガラス質化 ‐ R34

８ ９層 須恵器 坏 口1/5～底部ほぼ完形 口径(15.2) 底径7.4 器高3.9 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り→線刻「×」 35-１ R21

９ ９層 須恵器 坏 底部１/6 底径(8.4) 底：回転ヘラ切り→二本線で線刻「×」ヵ 35-２ R28

図版 32　SX3500 竪穴遺構　出土遺物（１）

５
６

８

４

９

３

１ ２

10 層

９層

７
０ 10㎝

（１～４・７～９：S=1/3）
０ 20㎝

（５・６：S=1/5）
（単位:cm）

No. 層 種類 残存 法量 特徴 写真図版 登録 箱番号
1 10層 須恵器　坏 口1/4 ～底部1/3 口径(14.0)　底径(8.0)　器高3.9 外内：ロクロナデ　底：回転ヘラ切り 34- １ R67 B16351
2 10層 須恵器　坏 口1/2 ～底部ほぼ完形 口径13.2　底径7.0　器高3.7 外内：ロクロナデ　底：回転ヘラ切り 34- ２ R68 B16351
3 10層 須恵器　坏 口一部～底部完形 口径(17.0)　底径(7.2)　器高6.7 外：ロクロナデ→(体下)回転ヘラケズリ　内：ロクロナデ　底：回転ヘラケズリ 34- ４ R69 B16351
4 10層 須恵器　坏 底部1/3 底径(7.4) 底：回転ヘラ切り→線刻「×」 34- ３ R66 B16351
5 10層 平瓦 破片 厚さ4.6 ⅡB類a3 ヵ　凸面：部分的に斜行の縄叩き　凹面：端部付近にケズリ 34- ６ R25 B16347
6 10層 平瓦 破片 厚さ1.8 ⅡB類a3 34- ７ R26 B16347
7 10層 羽口 先端部一部～胴部一部 長(13.1)　幅(5.0)　厚1.9 ～ 2.4 外：ケズリ　内：ナデ　先端部外内面に溶着滓　部分的にガラス質化 ‐ R110 B16352
８ ９層 須恵器　坏 口1/5 ～底部ほぼ完形 口径(15.2)　底径7.4　器高3.9 外内：ロクロナデ　底：回転ヘラ切り→線刻「×」 35- １ R21 B16350
９ ９層 須恵器　坏 底部１/6 底径(8.4) 底：回転ヘラ切り→二本線で線刻「×」ヵ 35- ２ R28 B16350



（単位:cm）

No. 層 種類 残存 法量 特徴 写真図版 登録 箱番号

1 10層 須恵器 坏 口1/4～底部1/3 口径(14.0) 底径(8.0) 器高3.9 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り 34-１ R67 B16181

2 10層 須恵器 坏 口1/2～底部ほぼ完形 口径13.2 底径7.0 器高3.7 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り 34-２ R68

3 10層 須恵器 坏 口一部～底部完形 口径(17.0) 底径(7.2) 器高6.7 外：ロクロナデ→(体下)回転ヘラケズリ 内：ロクロナデ 底：回転ヘラケズリ 34-３ R69

4 10層 須恵器 坏 底部1/3 底径(7.4) 底：回転ヘラ切り→線刻「×」 34-４ R66

5 10層 平瓦 破片 厚さ4.6 ⅡB類a3ヵ 凸面：部分的に斜行の縄叩き 凹面：端部付近にケズリ 34-６ R25

6 10層 平瓦 破片 厚さ1.8 ⅡB類a3 34-７ R26

7 10層 羽口 先端部一部～胴部一部 長(13.1) 幅(5.0) 厚1．9～2.4 外：ケズリ 内：ナデ 先端部外内面に溶着滓 部分的にガラス質化 ‐ R34

８ ９層 須恵器 坏 口1/5～底部ほぼ完形 口径(15.2) 底径7.4 器高3.9 外内：ロクロナデ 底：回転ヘラ切り→線刻「×」 35-１ R21

９ ９層 須恵器 坏 底部１/6 底径(8.4) 底：回転ヘラ切り→二本線で線刻「×」ヵ 35-２ R28

図版 32　SX3500 竪穴遺構　出土遺物（１）
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６
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９

３

１ ２
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９層

７
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（１～４・７～９：S=1/3）
０ 20㎝

（５・６：S=1/5）
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溶着滓

図版 33　SX3500 竪穴遺構　出土遺物（２）

４

１

３

２

６

５

０ 10㎝

（５～７：S=1/3）
０ 20㎝

（１～４=1/5）７

（単位:cm）

No. 層 種類 残存 法量 特徴 写真図版 登録 箱番号
１ ８層 軒平瓦 瓦当部1/2 瓦当部厚さ3.6 単弧文640　平瓦部ⅡB類　被熱　錆付着 35- ３ R33 B16347
2 ８層 平瓦 破片 厚さ2.1 ⅡB類a1　被熱　凸・凹面に鉄滓少量付着 35- ４ R52 B16348
3 ８層 平瓦 破片 厚さ2.4 ⅡB類a3　凹面に鉄滓付着 35- ５ R53 B16348
4 ８層 平瓦 破片 厚さ2.4 ⅡB類a2orb　凹型台の側端部圧痕ヵ 35- ６ R34 B16348
5 ８層 羽口 先端部1/3 ～胴部1/2 長(7.3)　幅(5.4)　厚1.2 ～ 1.4 外：ケズリ　内：ナデ　先端部外内面に溶着滓 ‐ R108 B16352
6 ８層 羽口 先端一部～胴部一部 長(10.5)　幅(5.6)　厚1.5 ～ 1.9 外：ケズリ　内：ナデ　先端部外内面に溶着滓　部分的にガラス質化 ‐ R109 B16352
7 ８層 羽口 先端一部～胴部一部 長(13.1)　幅(5.1)　厚1.9 ～ 2.4 外：ケズリ　内：ナデ　先端部内面・破面に溶着滓 ‐ R111 B16352
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図版 34　SX3500 竪穴遺構　出土遺物　写真（１）
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図版 34　SX3500 竪穴遺構　出土遺物　写真（１）
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図版 35　SX3500 竪穴遺構　出土遺物　写真（２）

（１・２：S=1/3、3～６：S=1/5）
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第ᶜ層から、土師器のᙈ、須恵器のᆀ・ᆵ·たはළ、須恵系土器のᆀ・ᆀ·たはࡼ、平瓦*Aྨ、鉄

滓が出土した。鉄滓は195H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

第ᶛ層から、土師器のᆀ・高୆ᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ・高୆ᆀ・֖・ᙈ・௕ᰍළ・ᆵ·たはළ、須恵

系土器のᆀ・ࡼ・ᆀ·たはࡼ・高୆ᆀ·たは高୆ࡼ、灰釉陶器、ؙݢ瓦、ݢ平瓦、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、

平瓦*・*A・ⅡB・ⅡCྨ、Ӌ口、鉄滓、石製品が出土した。須恵器の௕ᰍළ（ਤ൛36- ３）は、৯હ

۩からԿらかの༰器にస用͢るࡍに、ᰍ部をऔり去ったと͑ߟられる。ؙݢ瓦は重ห࿇Ֆจ130（̐）、

ҹࠁจ511B（５）、平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ１・２があり、BλΠϓ１にはʮ໼ʯAのހ平瓦はೋ重ݢ

がある（ਤ൛37- ３）。鉄滓は18
628H出土しており、࿶ܗ滓を含む。େ部෼はSX3500-8層্部から

の出土である。

第Ⅳ層からは、土師器のᆀ、須恵器のᆀ、須恵系土器のᆀ·たはࡼ、平瓦が出土しており、平瓦に

はম瓦を含む。

第Ⅲ層からは、土師器のᆀ・高୆ᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ・高୆ᆀ・֖・ᙈ・ළ・ᆵ΋しくはළ（ਤ൛

37-14・15）・෩ݛࣈ（ਤ൛36- ９）、須恵系土器のᆀ・（６）ࡼ・ᆀ·たはࡼ・高୆ࡼ（̓）・高୆ᆀ

·たは高୆ࡼ、白磁の࿸（ਤ൛36- ８、ਤ൛37- ８～ 11）、灰釉陶器のࡼ（ਤ37-12）・青磁の࿸とみ

られる΋の（13）、ؙݢ瓦、ݢ平瓦、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦*・*A・ⅠC・Ⅱ・ⅡA・ⅡB・ⅡCྨ、Ӌ口、

土（17）ۄ、౐石、鉄滓が出土した。ؙݢ瓦にはࡉห࿇Ֆจؙݢ瓦311（ਤ൛36-10）、ݢ平瓦には୯

จ640があり、平瓦ⅠAྨにはBλΠϓ、ⅠCྨにはBλΠϓ、ⅡBྨにはBλΠϓ１～３とCλΠϓがހ

ある。鉄滓は1
057H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

第Ⅱ層からは、須恵器のᆵ·たはළ、須恵系土器のᆀ·たはࡼ・高୆ᆀ·たは高୆ࡼ、ۙ世以降の

陶磁器、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅡCྨが出土して͍る。

第Ⅰ層からは、土師器のᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ・高୆ᆀ・ᙈ・ᆵ·たはළ、須恵系土器のࡼ・ᆀ·た

はࡼ・高୆ᆀ·たは高୆ࡼ、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦*・*A・ⅡB・ⅡCྨ、鉄滓が出土して͍る。平瓦

ⅡBྨにはBλΠϓ２があり、ম瓦を含む。鉄滓は124H出土して͍る。



− ��  −

ᶇɹجຊ૚ग़౔Ҩ෺

第ᶜ層から、土師器のᙈ、須恵器のᆀ・ᆵ·たはළ、須恵系土器のᆀ・ᆀ·たはࡼ、平瓦*Aྨ、鉄

滓が出土した。鉄滓は195H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

第ᶛ層から、土師器のᆀ・高୆ᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ・高୆ᆀ・֖・ᙈ・௕ᰍළ・ᆵ·たはළ、須恵

系土器のᆀ・ࡼ・ᆀ·たはࡼ・高୆ᆀ·たは高୆ࡼ、灰釉陶器、ؙݢ瓦、ݢ平瓦、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、

平瓦*・*A・ⅡB・ⅡCྨ、Ӌ口、鉄滓、石製品が出土した。須恵器の௕ᰍළ（ਤ൛36- ３）は、৯હ

۩からԿらかの༰器にస用͢るࡍに、ᰍ部をऔり去ったと͑ߟられる。ؙݢ瓦は重ห࿇Ֆจ130（̐）、

ҹࠁจ511B（５）、平瓦ⅡBྨにはBλΠϓ１・２があり、BλΠϓ１にはʮ໼ʯAのހ平瓦はೋ重ݢ

がある（ਤ൛37- ３）。鉄滓は18
628H出土しており、࿶ܗ滓を含む。େ部෼はSX3500-8層্部から

の出土である。

第Ⅳ層からは、土師器のᆀ、須恵器のᆀ、須恵系土器のᆀ·たはࡼ、平瓦が出土しており、平瓦に

はম瓦を含む。

第Ⅲ層からは、土師器のᆀ・高୆ᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ・高୆ᆀ・֖・ᙈ・ළ・ᆵ΋しくはළ（ਤ൛

37-14・15）・෩ݛࣈ（ਤ൛36- ９）、須恵系土器のᆀ・（６）ࡼ・ᆀ·たはࡼ・高୆ࡼ（̓）・高୆ᆀ

·たは高୆ࡼ、白磁の࿸（ਤ൛36- ８、ਤ൛37- ８～ 11）、灰釉陶器のࡼ（ਤ37-12）・青磁の࿸とみ

られる΋の（13）、ؙݢ瓦、ݢ平瓦、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦*・*A・ⅠC・Ⅱ・ⅡA・ⅡB・ⅡCྨ、Ӌ口、

土（17）ۄ、౐石、鉄滓が出土した。ؙݢ瓦にはࡉห࿇Ֆจؙݢ瓦311（ਤ൛36-10）、ݢ平瓦には୯

จ640があり、平瓦ⅠAྨにはBλΠϓ、ⅠCྨにはBλΠϓ、ⅡBྨにはBλΠϓ１～３とCλΠϓがހ

ある。鉄滓は1
057H出土しており、࿶ܗ滓を含む。

第Ⅱ層からは、須恵器のᆵ·たはළ、須恵系土器のᆀ·たはࡼ・高୆ᆀ·たは高୆ࡼ、ۙ世以降の

陶磁器、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦ⅡCྨが出土して͍る。

第Ⅰ層からは、土師器のᆀ・ᙈ、須恵器のᆀ・高୆ᆀ・ᙈ・ᆵ·たはළ、須恵系土器のࡼ・ᆀ·た

はࡼ・高୆ᆀ·たは高୆ࡼ、ؙ瓦Ⅱ・ⅡBྨ、平瓦*・*A・ⅡB・ⅡCྨ、鉄滓が出土して͍る。平瓦

ⅡBྨにはBλΠϓ２があり、ম瓦を含む。鉄滓は124H出土して͍る。
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（単位:cm）

No. 遺構・層 種類 残存 法量 特徴 写真図版 登録 箱番号

１ SD3481 堆 須恵系土器 高台皿 ほぼ完形 口径9.2 底径4.5 器高2.1 外内：ロクロナデ 底：回転糸切り→高台貼付→ロクロナデ - R36

２ SD3481 堆 須恵系土器 高台皿 ほぼ完形 口径9.3 底径4.6 器高2.6 外内：ロクロナデ 底：回転糸切り→高台貼付→ロクロナデ - R37

３ Ⅴ層 須恵器 長頸瓶 胴部以下完形
最大径19.6 底径10.9

器高(19.3)

外：ロクロナデ→(胴下半)回転ヘラケズリ 内：ロクロナデ

底：高台貼付→ロクロナデ 二段接合 食膳具から転用する

際、頸部を取りさる

37-１ R106

４ Ⅴ層 軒丸瓦 瓦当部2/3 瓦当面径：19.3 瓦当部厚さ3.5 重弁蓮花文130 丸瓦部凹面：ケズリ→指ナデ 37-４ R100

５ Ⅴ層 軒平瓦 瓦当部破片 瓦当部厚さ3.9 二重弧文511a 顎面：鋸歯文と直線文２本 37-２ R82

６ Ⅲ層 須恵系土器 皿 口一部～底部完形 口径(13.2) 底径5.8 器高2.7 外内：ロクロナデ 底：回転糸切りヵ 37-６ R55

７ Ⅲ層 須恵系土器 高台皿 口3/4～底部完形 口径8.7 底径4.8 器高1.9 外：ロクロナデ 内：器面の風化が著しい 底：高台貼付 37-７ R88

８ Ⅲ層 白磁 碗 口1/4 口径(12.0) 器高(3.0) 外内：ロクロナデ 外：体部下半露胎 太宰府市分類Ⅱ‐1a類 37-８a R72

９ Ⅲ 風字硯 硯部～側辺部の一部 器高（2.6）
外：ヘラケズリ 内：ヘラケズリ→ナデ 使用痕は顕著ではな

い
37-16 R85

10 Ⅲ層 軒丸瓦 瓦当部2/3 瓦当面径：(20.4) 瓦当部厚さ3.7 細弁蓮花文311 瓦当面に錆付着 37-５ R84

３

ണམ

ਤ൛ ��ɹ4%���� ɺ基本૚ɹग़౔Ҩ෺ߔ

５

10

４

１ ２

８

６

７

S%3481

ᶛ層

Ⅲ層

９

０ 10㎝

（１～３・６～９：S=1/3）

０ 20㎝

（４・５・10：S=1/5）

（୯Ґ�DN）

/P� 遺構・層 種ྨ ଘ࢒ ๏ྔ 特௃ ࣸਅਤ൛ ొ࿥ ശ番号

１ S%3481　ଯ 須恵系土器　高୆ࡼ ܗ׬΅΄ 口9�2ܘ　ఈ4�5ܘ　器高2�1 外内ɿϩΫϩφσ　ఈɿ回సࢳ切りˠ高୆ష付ˠϩΫϩφσ - 336 B16350

２ S%3481　ଯ 須恵系土器　高୆ࡼ ܗ׬΅΄ 口9�3ܘ　ఈ4�6ܘ　器高2�6 外内ɿϩΫϩφσ　ఈɿ回సࢳ切りˠ高୆ష付ˠϩΫϩφσ - 337 B16350

３ ᶛ層 須恵器　௕ᰍළ ಑部以下ܗ׬ 10�9ܘఈ　19�6ܘେ࠷
器高	19�3


外ɿϩΫϩφσˠ	಑下൒
回సϔϥέズリ　内ɿϩΫϩφσ　　
ఈɿ高୆ష付ˠϩΫϩφσ　ೋஈ઀合　৯હ۩からస用͢るࡍ、
ᰍ部をऔりさる

37- １ 3106 B16352

̐ ᶛ層 瓦ؙݢ 瓦౰部2�3 瓦౰面ܘɿ19�3　瓦౰部ްさ3�5 重ห࿇Ֆจ130　ؙ瓦部Ԝ面ɿέズリˠࢦφσ 37- ̐ 3100 B16349

５ ᶛ層 平瓦ݢ 瓦౰部ഁย 瓦౰部ްさ3�9 ೋ重ހจ511B　ֺ面ɿࣃڒจと௚ઢจ２ຊ 37- ２ 382 B16348

６ Ⅲ層 須恵系土器　ࡼ 口Ұ部～ఈ部ܗ׬ 口ܘ	13�2
　ఈ5�8ܘ　器高2�7 外内ɿϩΫϩφσ　ఈɿ回సࢳ切りϱ 37- ６ 355 B16350

̓ Ⅲ層 須恵系土器　高୆ࡼ 口3�4 ～ఈ部ܗ׬ 口8�7ܘ　ఈ4�8ܘ　器高1�9 外ɿϩΫϩφσ　内ɿ器面の෩Խが著し͍　ఈɿ高୆ష付 37- ̓ 388 B16351

８ Ⅲ層 白磁　࿸ 口1�4 口ܘ	12�0
　器高	3�0
 外内ɿϩΫϩφσ　外ɿମ部下൒࿐଻　ଠ࠻府市෼ྨⅡ ʖ 1Bྨ 37- ８B 372 B16352

９ Ⅲ層 ෩ݛࣈ 部～側辺部のҰ部ݛ 器高（2�6） 外ɿϔϥέズリ　内ɿϔϥέズリˠφσ　࢖用ࠟはݦ著ではな͍ 37-16 385 B16351

10 Ⅲ層 瓦ؙݢ 瓦౰部2�3 瓦౰面ܘɿ	20�4
　瓦౰部ްさ3�7 付ணࡺห࿇Ֆจ311　瓦౰面にࡉ 37- ５ 384 B16349
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図版 37　　基本層　出土遺物　写真
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土師器 須恵器 須恵系
土器 青磁 白磁 灰釉陶器 土製品

ࢴ࣫
石製品 石器 ۙ世

以降
陶器

計
遺構 層 ۩હڙ ࣽ෸۩ ۩હڙ ஷଂ۩ ݛ ۩હڙ ࿸ ࿸ ෆ明 ࿸ ࡼ ළ 土ۄ ๰਴ं ౐石 石ޟ 石᭲

SB3465 ൈऔ穴 2 3 8 5 18

SB3465 確認面 9 2 1 12

S%3455 ଯ積土 2 2 5 1 10

S%3469 4層 1 1

S%3481 ଯ積土 7 2 35 44

S%3494 8層 1 3 1 5

S,3487 埋土 1 1

SX3500 8層 11 68 44 26 1 150

SX3500 9層 2 5 14 1 5 27

SX3500 10層 9 16 34 11 1 1 72

SX3467 1層 2 11 3 3 19

SX3467 2層 1 3 4

第ᶜ層 4 1 1 5 11

第ᶛ層 19 47 65 54 69 1 1 256

第Ⅳ層 1 1 1 3

第Ⅲ層 102 108 23 85 1 567 1 4 1 1 1 2 1 897

第Ⅱ層 5 1 4 13 2 25

第̞層 22 34 29 32 45 1 1 1 165

合計 184 301 235 229 749 1 4 1 1 1 1 2 1 1 2 2 1 4 1
720

˞֓ね௕さ2ᶲ以্の΋のを集計のର৅とした
֖、ᆀ、高୆ᆀ、高ᆀ、㡜、୆付ു、ࡼ高୆、ࡼ、ࡼહ۩ɿখڙ˞
　 ஷଂ۩ɿ須恵器ു・୹ᰍᆵ・௕ᰍළ・ᙈ
　 ࣽ෸۩ɿ土師器ᙈ

ୈ��දɹୈ��࣍調査ग़౔౔ث・ಃ࣓ྨثͷഁย集計

遺構 層 Ӌ口H 鉄滓H 	࿶ܗ滓


SB3465 ൈऔ穴 11

S%3469 4層 160

S%3492
  d3494

8層 219 9
860 	��


S,3487 埋土 860 	�


SX3500 4層 34

SX3500 8層 831 75
217 	���


SX3500 9層 44 2
291 	��


SX3500 10層 106 2
093 	�


SX3499 埋土 9

SX3502 埋土 12

第ᶜ層 230 	�


第ᶛ層 145 18
628 	��


第Ⅲ層 96 1
147 	�


第Ⅰ層 124

ͦのଞ 621 	�


合計 1
475 111
263

� 1d9点
�� 10d99点
��� 100点～

ୈ��දɹ�ୈ��࣍調査ग़౔஁໶ؔ࿈

Ҩ෺ॏྔ集計

【点਺】

෼ྨ
遺構・層

瓦ؙݢ 平瓦ݢ

重ห࿇Ֆจ
130

ห࿇Ֆจࡉ
311

ෆ明
ೋ重ހจ

511B
୯ހจ ภ行౜૲จ

621
ෆ明

640 ম

第ᶛ層 1 1

第Ⅲ層 1 1 1 2 1

SX3467・1層 1 1

SX3500・8層 1 1

1 1 1 1 1 4 1 2

【重ྔ	H
】

෼ྨ
遺構・層

瓦ؙݢ 平瓦ݢ

重ห࿇Ֆจ
130

ห࿇Ֆจࡉ
311

ෆ明
ೋ重ހจ

511B
୯ހจ ภ行౜૲จ

621
ෆ明

640 ম
第ᶛ層 1
720 680 120
第Ⅲ層 1
230 120 1
050 710 70
SX3467・1層 610 2
280
SX3500・8層 1
150 100

1
720 1
230 120 680 1
050 2
470 2
280 290

ୈ��දɹୈ��࣍調査ग़౔ݢ・ؙݢฏנͷ集計



− ��  −

①【点਺】

遺構・層ʘ瓦෼ྨ

ؙ瓦 平瓦

計
Ⅱ ⅡB ؙ瓦 Ⅰ

Ⅰ
A

Ⅰ
AB

Ⅰ
B 

Ⅰ
C

Ⅱ ⅡA ⅡB
ⅡB
B1

ⅡB
B2

ⅡB
B3

Ⅱ
BC

Ⅱ
C

平瓦
ෆ明

ম ম ম ম ম ম ম

SB3465

掘方埋土 1 1

ൈऔ穴 1 2 1 3 1 1 9

確認面 1 2 3

S*3464 埋土 1 1 2

S,3487 埋土 1 1

S%3455 ଯ積土 1 1 2

S%3481 ଯ積土 2 1 3

S%3494 8層 1 1 2 1 1 1 7

SX3467
2層 3 1 5 3 3 1 3 1 3 23

1層 1 1 1 3 2 2 10

SX3500

10層 2 1 3 1 1 1 3 12

9層 1 3 3 1 8

8層 4 2 7 6 1 14 1 6 1 3 2 1 5 53

第ᶜ層 1 1 2

第ᶛ層 12 2 8 15 1 21 31 1 3 1 5 11 2 2 115

第Ⅳ層 1 1 2

第***層 25 7 2 52 2 29 2 3 1 1 62 1 3 11 2 3 17 36 2 5 266

第**層 1 2 1 1 1 6

第*層 15 4 11 15 1 13 1 1 2 4 2 69

ͦのଞ 7 4 11 1 6 1 1 16 11 1 6 65

খ計 72 2 32 2 101 1 3 97 6 1 5 2 1 151 6 15 2 21 6 6 25 79 6 15 2 659

②【重ྔ	H
】

遺構・層ʘ瓦෼ྨ

ؙ瓦 平瓦

計
Ⅱ ⅡB ؙ瓦 Ⅰ

Ⅰ
A

Ⅰ
AB

Ⅰ
B 

Ⅰ
C

Ⅱ
Ⅱ
A

ⅡB
ⅡB
B1

ⅡB
B2

ⅡB
B3

Ⅱ
BC

Ⅱ
C

平瓦
ෆ明

ম ম ম ম ম ম ম

SB3465 掘方埋土 740 740

SB3465 ൈऔ穴 90 1
020 40 1
000 380 30 2
560

SB3465 確認面 230 550 780

S*3464 埋土 1
340 990 2
330

S,3487 埋土 40 40

S%3455 ଯ積土 80 70 150

S%3481 ଯ積土 120 70 190

S%3494 8層 30 430 360 220 190 20 1
250

SX3467
2層 830 140 5
190 3
220 1
430 200 2
210 900 170 14
290

1層 1
240 1
170 520 400 2
130 70 5
530

SX3500

10層 320 60 580 590 1
830 520 290 4
190

9層 50 980 200 250 1
480

8層 740 1
770 290 1
540 280 4
510 170 2
270 980 2
050 1
930 220 260 17
010

第ᶜ層 40 40 80

第ᶛ層 1
430 220 1
960 750 80 3
990 7
060 140 620 220 670 670 510 100 18
420

第Ⅳ層 60 30

第***層 3
410 1
930 150 2
710 360 3
850 860 760 150 700 9
380 60 2
340 4
020 500 540 3
140 2
050 130 170 37
210

第**層 160 160 60 180 50 610

第*層 1
750 660 790 2
720 170 2
210 100 340 170 330 150 9
390

ͦのଞ 960 1
410 500 130 650 80 290 4
020 920 190 130 9
280

খ計 10
970 220 10
450 150 5
280 130 440 23
030 4
510 170 1
120 440 700 30
350 890 7
440 1
720 11
030 4
510 1
470 4
160 4
940 890 460 150 125
620 

ୈ��දɹୈ��࣍調査ग़౔ؙ・ฏנͷ఺਺・ॏྔ集計
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①【点਺】

遺構・層ʘ瓦෼ྨ

ؙ瓦 平瓦

計
Ⅱ ⅡB ؙ瓦 Ⅰ

Ⅰ
A

Ⅰ
AB

Ⅰ
B 

Ⅰ
C

Ⅱ ⅡA ⅡB
ⅡB
B1

ⅡB
B2

ⅡB
B3

Ⅱ
BC

Ⅱ
C

平瓦
ෆ明

ম ম ম ম ম ম ম

SB3465

掘方埋土 1 1

ൈऔ穴 1 2 1 3 1 1 9

確認面 1 2 3

S*3464 埋土 1 1 2

S,3487 埋土 1 1

S%3455 ଯ積土 1 1 2

S%3481 ଯ積土 2 1 3

S%3494 8層 1 1 2 1 1 1 7

SX3467
2層 3 1 5 3 3 1 3 1 3 23

1層 1 1 1 3 2 2 10

SX3500

10層 2 1 3 1 1 1 3 12

9層 1 3 3 1 8

8層 4 2 7 6 1 14 1 6 1 3 2 1 5 53

第ᶜ層 1 1 2

第ᶛ層 12 2 8 15 1 21 31 1 3 1 5 11 2 2 115

第Ⅳ層 1 1 2

第***層 25 7 2 52 2 29 2 3 1 1 62 1 3 11 2 3 17 36 2 5 266

第**層 1 2 1 1 1 6

第*層 15 4 11 15 1 13 1 1 2 4 2 69

ͦのଞ 7 4 11 1 6 1 1 16 11 1 6 65

খ計 72 2 32 2 101 1 3 97 6 1 5 2 1 151 6 15 2 21 6 6 25 79 6 15 2 659

②【重ྔ	H
】

遺構・層ʘ瓦෼ྨ

ؙ瓦 平瓦

計
Ⅱ ⅡB ؙ瓦 Ⅰ

Ⅰ
A

Ⅰ
AB

Ⅰ
B 

Ⅰ
C

Ⅱ
Ⅱ
A

ⅡB
ⅡB
B1

ⅡB
B2

ⅡB
B3

Ⅱ
BC

Ⅱ
C

平瓦
ෆ明

ম ম ম ম ম ম ম

SB3465 掘方埋土 740 740

SB3465 ൈऔ穴 90 1
020 40 1
000 380 30 2
560

SB3465 確認面 230 550 780

S*3464 埋土 1
340 990 2
330

S,3487 埋土 40 40

S%3455 ଯ積土 80 70 150

S%3481 ଯ積土 120 70 190

S%3494 8層 30 430 360 220 190 20 1
250

SX3467
2層 830 140 5
190 3
220 1
430 200 2
210 900 170 14
290

1層 1
240 1
170 520 400 2
130 70 5
530

SX3500

10層 320 60 580 590 1
830 520 290 4
190

9層 50 980 200 250 1
480

8層 740 1
770 290 1
540 280 4
510 170 2
270 980 2
050 1
930 220 260 17
010

第ᶜ層 40 40 80

第ᶛ層 1
430 220 1
960 750 80 3
990 7
060 140 620 220 670 670 510 100 18
420

第Ⅳ層 60 30

第***層 3
410 1
930 150 2
710 360 3
850 860 760 150 700 9
380 60 2
340 4
020 500 540 3
140 2
050 130 170 37
210

第**層 160 160 60 180 50 610

第*層 1
750 660 790 2
720 170 2
210 100 340 170 330 150 9
390

ͦのଞ 960 1
410 500 130 650 80 290 4
020 920 190 130 9
280

খ計 10
970 220 10
450 150 5
280 130 440 23
030 4
510 170 1
120 440 700 30
350 890 7
440 1
720 11
030 4
510 1
470 4
160 4
940 890 460 150 125
620 
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̏ɽ૯ׅ
第99次調査は、第96次調査でҰ部を確認したSB3465掘立柱建物のશମを把握͢ることを主な目的

とした。調査の݁果、SB3465は東に廂の付くܻ行６間、ྊ行３間の建物であることが判明した。·た、

鍛冶޻๪とみられるSX3500竪穴遺構΋確認されるなͲの成果があった。多਺の遺構が重ෳして͍る

たΊ、ここではSB3465とSX3500をத৺に、第96次調査の再検討΋含Ίて、遺構の構造・変遷・年

代౳を整ཧしておきた͍。

（̍）4#����۷ཱபݐ෺に͍ͭͯ
ʤҨߏの֓ཁʥSB3465は北西から南東方޲に下るࣼ面に立地し、ࣼ 面্方の北西部を切土（SX3466）

し、ࣼ面下方に੝土整地（SX3467）をして構築して͍る。東に廂の付くܻ行６間ʷྊ行３間の南北

棟で、東西྆側およͼ廂の柱ྻと、南北྆࠺の柱ྻが௚ަせͣ、平面ܗが平行࢛辺ܗをఄ͢る。

ʤߏங࣌の੾౔ʥSX3466切土の北辺は柱ྻ掘方に΄΅Ԋうܗで、西辺は西側柱ྻの50 ～ 70DN西側

から切り出して͍る。北辺ではS%3468・3501溝、西辺ではS%3485溝をஅଓ的に検出しており、切

土およͼ建物に伴う溝のՄೳੑがある。たͩし、S%3501では部෼的ではあるがน材とみられるࠟ跡

を確認しており、SB3465より͍ݹ竪穴建物౳があり、ͦのนを東西方޲に֦ு͢るܗでSX3466切

土が行われたՄೳੑ΋͑ߟられる。

ʤ଄੒面のޯ഑ʥSX3466は、北西۱の柱穴ᶒप辺でఈ面ඪ高34�5̼と࠷΋高く、南΁約7�5̼の柱穴

ᶏप辺でඪ高34�1̼·でとਪఆされる。南北方޲のࣼ܏は３°前後で、約５ˋのޯ഑である。

SX3467整地層はඪ高34�1̼よりࣼ面下方で検出して͍る。検出面のඪ高は、南東۱の柱穴ᶉ付ۙ

が࠷΋௿く32�6̼ͩが、柱穴のਂさは20DNしかなく、SX3467の্部は第ᶜ層以্のଯ積のࡍに࡟

平をडけたとみられる。西側柱ྻの南北方޲のࣼ܏を模ࣜਤԽした΋のがਤ൛38であり、これに基

づ͍て造成面に͍ͭて以下の２ͭのՄೳੑを検討した。

ᶃɹ࠷΋͍ߴ๺੢۱பݕग़面のඪ̼����ߴͰਫฏ面Λ଄੒ͨ͠৔߹

SX3466の্面に΋੝土がඞ要となり、南東۱の柱穴ᶌでは੝土のްさが࠷େ1�2̼ఔ౓になる。

この面から柱穴ᶌを掘ったとは͑ߟにくく、柱を建てた後に੝土͢ることはՄೳͩが、ͦの৔合はൈ

औ穴΋ਂさ1̼以্あったことにある。今回の調査でͦのようなେ規模な੝土のࠟ跡は確認できな͍。

·た、切土とのڥ目からඪ高34�1̼付ۙでਫ平面を造成したՄೳੑはあるが、切土部෼のࣼ܏は࢒

ることになる。

ᶄɹ੾౔のԆ௕Ͱ໿̑ˋޯ഑の面Λ଄੒ͨ͠৔߹

西側柱ྻでは整地層্面が10DN前後の࡟平をडけた૝ఆとなり、੝土のްさは࠷େ50DNఔ౓と

ਪఆされる。柱穴のਂさは北西۱のᶒ、தԝのᶏ、南西۱のᶌで͍ͣれ΋80 ～ 90DNఔ౓にଗう。

柱穴が掘りこ·れたஈ֊では、このようなࣼ܏を࣋ͭ整地がなされたと͑ߟるのがࣗવであΖう。な

お、南࠺柱ྻでは、東西約7�5̼にରして、柱穴掘方ఈ面のඪ高஋の高௿ࠩが40DNఔ౓あり、やはり

５ˋఔ౓のޯ഑があったとਪఆされる。

ʤػೳ࣌のଯ積౔ʥ切土のนࡍଯ積土を、南西部（柱穴ᶐ西側ʹਤ൛21の11層）と北東部（柱穴①東

側ʹਤ൛39の̪அ面）で確認した。ͦれ以外は、後ଓ͢るSX3500を構築͢るࡍの֦ு・掘り下͛に

より΄΅࢒ଘしな͍。
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整地内瓦集中
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図版 38　SB3465 掘立柱建物と SX3466 切土・3467 整地層
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ʤ੾౔ɾ整஍面のҨߏͱੑ֨ʥSX3466切土ఈ面でSX3502炉、SX3467整地層্面でSX3483炉を検

出した。SX3502は鉄滓がわͣかに出土して͍るが、ඃ೤はऑく、鍛冶炉とはஅఆできな͍。

SX3500の９層に෴われて͍るたΊ、SX3500に伴うՄೳੑ΋ある（ਤ൛39）。·た、SX3483は地চ

炉で、11世紀後൒以降にଯ積した第Ⅲ層に෴われて͍ることから、整地の௚後から第Ⅲ層ଯ積·で

のൺֱ的௕͍時間෯のதにҐஔづけられる（ਤ൛40）。͍ͣれ΋SB3465に確実に伴う炉とは͍͑ͣ、

建物の規模の面から΋、޻๪的なੑ֨よりは城内の׭ᦰ的なੑ֨の建物にରԠ͢るとみられる。

ʤഇઈʥ柱は͢΂てൈऔり·たは切औられており、北൒部の柱穴ではSX3500構築に伴う10層でൈऔり・

切औり穴が埋Ί໭されて͍ることから、SB3465のഇઈとSX3500の構築がҰ࿈で行われたと͑ߟら

れる。10層にはҰఆྔの鉄滓の΄か、࣫ࢴ、๰਴ंなͲの生࢈関࿈遺物が含·れて͍ることから、

建物प辺ではͦうした活ಈが行われて͍たことが͑ߟられる。

（２）49����୦݀Ҩߏͱ஁໶ؔ࿈Ҩߏのมભに͍ͭͯ
ʤҨߏの֓ཁʥSX3500は内部でෳ਺の鍛冶炉を検出しており、鍛冶޻๪と͑ߟられる。鍛冶炉や関

࿈͢るۀ࡞土坑・溝は、/123 ～ 129・824 ～ 28のൣғに重ෳして෼෍し、อଘのたΊ掘り下͛や

下層遺構の把握はとͲΊたが、検出した遺構の変遷を整ཧしておく。

ʤߏஙʥ·ͣSB3465掘立柱建物の柱穴のൈऔり・切औりを行͍、SX3466切土の北辺西部と西辺北部

を外側に֦ுしてนとして͍る。あわせて、୸を多く含む10層によって、柱のൈऔり・切औり穴お

よͼ切土ఈ面を޿く埋Ί໭し、চ面と͢る。·た、北東部では柱穴①ᶔᶕの柱ൈऔりに合わせて、切

土ఈ面を20DNఔ౓掘り下͛たとみられる（ਤ൛39্）（ம１）。この΄かにS%3469・3470溝、北西

部のS,3489土坑΋10層で埋Ί໭されており、掘方のҰ部とଊ͑て͍る。

ʤػೳ面ʥ10層্面、９層্面、８層্面のେきく３ͭに෼かれ、この΄かに部෼的なิमとして̓

層を確認した。

10層্面ではSX3495炉と、ۙ઀してS,3488土坑を検出した。S,3488は୸・鉄滓を主ମと͢る

層がߗくし·った状ଶであり、主にഇغ土坑として࢖用された後、షচ９層の下となって౿みݻΊら

れたと͑ߟられる。

９層は地山ϒϩοΫを含むషচで、竪穴遺構西൒部に޿く෼෍͢る΄か、SB3465柱穴ᶍ～ᶏのൈ

औ穴্部のۼ地を埋Ί໭͢なͲ南側に΋޿がる。鍛冶遺構・鉄滓の෼෍は/123以北にݶられ、９層

্面で検出した遺構は、SX3496炉の΄か、S,3487土坑、S%3490 ～ 3494溝、北辺のS%3503溝が

ある。SX3496炉はதԝ部がڧくؐݩしており、܁りฦしの࢖用が૝ఆされる。·た、炉より南側の

/124 ～ 126・824 ～ 28Ұଳの８層には多ྔの鉄滓が含·れており、S%3492 ～ 3494΋８層で埋

·って͍る状況が確認された。出土した࿶ܗ滓は100点以্にٴͿ。Ұ方、東൒部（第96次調査部෼）

には９層の面的な޿がりや鍛冶遺構は検出されͣ、鉄滓΋西൒部΄Ͳ多くはな͍なͲ、明らかに࢖用

状況に૬ҧがみられる。

８層্面ではSX3497・3498炉を検出した。SX3498্には地山ϒϩοΫを主ମと͢る̓層を部෼

的にషり௚して、SX3499炉を構築して͍る。SX3499炉内には鉄滓がऔり࢒されており、࠷後はͦ

の··ૢۀをऴ͑たとみられる。SX3497 ～ 3499のૢۀに伴うഇ滓৔としては、Ҿଓき南側の区画

を࢖用しており、࠷ऴ的にࣺてられた··ഇઈしたとこΖに、第ᶛ層以্がଯ積したと͑ߟられる。
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図版 39　SX3500 竪穴遺構と鍛冶遺構の変遷
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ʤ஁໶Ҩ෺ͷ֓ཁʥચড়ࡁみの鉄滓・Ӌ口を３Nάリοド͝とにਤ൛40に集計した（ம２）。SX3496

～ 3499のૢۀに伴う８層およͼ第ᶛ層以্からの出土がѹ౗的に多͍が、特に炉の෼෍͢る区画よ

り΋南ྡの区画の方が多く、ഇ滓৔として࢖用されଓけたことがうかが͑る。城内の鍛冶޻๪として

はେാ地区S*2300・2305޻๪（h 年報1995 ）ɦなͲがあるが、͍ ͣれ΋࿶ܗ滓の出土ྔは਺点であり、

今回のSX3500の鉄滓出土ྔは城内で΋ѹ౗的に多͍。

なお、第96次と第99次の土৕回収෼を含Ίた鍛冶遺物に͍ͭては、次年౓に土৕のਫચબ別を行

ったう͑で、վΊて報ࠂした͍。

ʢ̏）Ҩߏͷ೥୅ͱมભʹ͍ͭͯ
SB3465掘立柱建物では、柱穴ᶏの掘方埋土から平瓦ⅡBྨのম瓦（ਤ൛30- ３）が出土して͍る。

·た、SX3467整地層で瓦が多਺出土して͍るൣғがあり、第Ⅱ期のภ行౜૲จݢ平瓦621、୯ހจ

-ҹ瓦ʮ໼ʯ̖（ਤ൛31ࠁ、平瓦640ݢ １～３）の΄か、গ਺のম瓦を含む。これらのことから、

SB3465の構築は政庁第Ⅱ期຤の火ࡂ（780年）以降と͑ߟられる。Ұ方、柱のൈऔ・切औり穴を埋

ΊるSX3500竪穴遺構の10層は多਺の須恵器を含み、特に·と·って出土したࡢ年౓の第96次調査

の成果から、８世紀後葉～９世紀前葉にҐஔづけられる（h 年報2022 ）ɦ。よって、SB3465ഇઈの下

。は９世紀前葉となり、SB3465は第Ⅲ期で΋前൒、780年以降～９世紀前葉頃にҐஔづけられるݶ

なお、SX3467下の第ᶟ層্面で検出したSX3484炉は、整地以前の遺構面があったことをࣔ͢遺構

であり、第Ⅱ期以前にさかの΅るՄೳੑがある（ਤ൛41）。

ਤ൛ ��ɹҨߏ・૚ͷมભ
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SX3500は、10層出土土器から８世紀後葉を্ݶとし、遺構を෴う第ᶛ層は10世紀～ 11世紀後൒

にҐஔづけられる（h 年報2022ʱのB区第Ⅲ層）。１～９層は年代をߜりこΊる土器・瓦の出土はな

͍が、主ମは８世紀後葉～９世紀前葉の土器、第Ⅲ期以前の瓦で、９世紀後൒に下る土器や第Ⅳ期の

瓦を含·な͍ことから、SX3500΋第Ⅲ期のൣғに収·ると͑ߟられる（ம３）。なお、南東側にあ

るS*3464竪穴建物は、SB3465より৽しく、第96次で９世紀代とਪఆした΋ので、SX3500とは重ෳ

しな͍たΊ、ಉ時にଘ在したՄೳੑ΋ある。

以্より、SB3465とSX3500は͍ͣれ΋第Ⅲ期のதで変遷した΋のとҐஔづけられる。

ம１）第96次調査では、この掘下͛を含ΊてSX3466切土とղऍしたが、今回の調査݁果΋౿·͑ると、柱穴ᶔの検
出面（地山）がᶓより約20DN௿く、ਂさ΋ᶏᶒより約20DNઙ͍ことから、柱のൈऔりにあたって切土ఈ面が
掘り下͛られたとղऍをվΊる。第96次SX3466-7層が、今回調査のSX3500-10層にあたると͑ߟられる。

ம２）第96次調査では、第ᶛ層（96次第Ⅲ層）্面で΋SX3480鍛冶炉を検出して͍ることから、第Ⅲ層（96次第Ⅱ
層）以্にはこの鍛冶炉の鉄滓΋含·れるՄೳੑがある。

ம３）SX3500- ９層、SX3467- １層から਺点の須恵系土器が出土して͍る（第13ද）が、௚্の第ᶛ層なͲとൺֱ
͢るとׂ合的にはわͣかであり、第Ⅳ期の瓦΋ڞ伴しな͍こと、第Ⅲ～ᶛ層から২生ࠟとみられる層が下層に
΋ೖりࠐんで͍ることから、今回はࠞೖと判அした。
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ᶚɽୈ��࣍̑ϱ೥ܭըͷ૯ׅ

多賀城跡発掘調査の第11次̑ϱ年ܭըは、ྩ和ݩ年度（平成31年度）を初年度とし、本年͕最終

年Ͱ͋る。֤年度の実ࢪঢ়گは、年度͝とにץ行した年ใにهしたとおり͕ͩ、ࠓ年度͕ܭը終ྃ年

度に͋たることかΒ、ここͰ第11次̑ϱ年ܭըとその実ࢪঢ়گを総括しておきたい。

ʢ̍ʣ計画ͷ໨త
本ܭըにઌ行する第1�次̑ϱ年ܭըは、֎ֲೆลと੢ลおΑび๺੢۱の۠ըࢪ設΍෇ଐࢪ設をର

৅とし、課୊のղ໌と正ࣜใࠂॻ࡞成のためのࢿྉऩू、環境整備と連ಈした੓ிೆେ࿏のิ଍調査

を主໨తにཱҊ͞れた。֎ֲೆลと੓ிೆେ࿏ɾೆ๺େ࿏については、その実ࢪにΑͬて一定の成Ռ

をಘること͕Ͱきた。一方、֎ֲ੢ลの調査は、上هの調査に࣌ؒを要したことかΒ、実ࢪͰきなか

ͬた。そこͰ、本ܭըは֎ֲ੢ลをର৅とした重఺తな調査を実ࢪし、ະݕ出の第ᶗɾᶘظ֎ֲ੢ล

の֬認、֎ֲ๺੢۱における۠ըࢪ設΍෇ଐࢪ設の೺Ѳ、ٰྕ部とԭੵ地の境における۠ըࢪ設のऔ

り෇き部分のߏ଄೺ѲなͲの課୊のղ໌と正ࣜใࠂॻ࡞成のσʔλऩूを主໨తとしてཱҊしたもの

Ͱ͋る。

ʢ̎ʣ計画ͷ࣮ࢪঢ়گͱมߋ
本ܭըにྩͮ͘ج和ݩ年度かΒࠓ年度·Ͱの発掘調査の実ࢪঢ়گは、第1�表のとおりͰ͋る。調

査ܭըは、多賀城市͕ܭըする੓ி地۠๺方の多໨త広৔整備に൐うपล調査͕必要となͬたことと

かΒมߋし、·た、多賀城૑13ݐ��年ه೦に͋Θͤて環境整備を実ࢪしている੓ிೆ໘地۠の第ᶗ

設の調査͕Մࢪೆ門੢ଆྡ઀地のެ༗地化͕ਐలしたことにΑり、ೆ門の੢脇にऔり෇۠͘ըֲ֎ظ

ೳとなͬたことかΒ、ྩ和ݩ年度と̏年度の多賀城跡調査ࢦಋ委員会Ͱのྃঝのう͑、当初ܭըの੓

ி੢方と֎ֲ๺੢۱ɾ੢ลの調査はઌにૹることとした。

ʢ̏ʣ計画ͷ੒Ռ
ᶃɹ֎ֲ੢ล๺ํͰ੢๺໳Λ֬ೝʢୈ��࣍ʣ

第ᶙظʙ第ᶚظの門と۠ըࢪ設をݕ出した。੢๺門4#34��はീ٭門Ͱ、掘ཱࣜ（第ᶙظ）かΒૅ

ੴࣜ（第ᶚظ）のมભ͕͋り、ೆ๺྆ଆにங地ญを൐う。·た、第ᶙظͰ門Αり古いࡐ木ญもݕ出し

た。第ᶙظ以߱の֎ֲ੢ลには、੢門と੢๺門のೆ๺̎か所に門͕設置͞れていたの͕໌Βかになͬ

た。

ᶄɹ֎ֲ੢ลͷݕ࠶౼ʢୈ��࣍ʣ

第1�次調査のݕ࠶౼を行ͬた݁Ռ、第4�次調査と同༷にࡐ木ญ͕̏࣌ظのมભ͕͋り、それΒに

൐う整地૚も֬認した。第4�次調査Ͱは、最も৽しい4"1�13$ࡐ木ญはփന৭Րࢁփ߱փલのߏஙͰ、

߱փޙのபൈきऔりとする͕、第1�次調査۠部分Ͱは、掘方ຒ土に多͘のփന৭ՐࢁփϒϩοΫ͕

含·れており、߱փޙのߏங͕໌Βかになͬた。
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多賀城跡発掘調査の第11次̑ϱ年ܭըは、ྩ和ݩ年度（平成31年度）を初年度とし、本年͕最終

年Ͱ͋る。֤年度の実ࢪঢ়گは、年度͝とにץ行した年ใにهしたとおり͕ͩ、ࠓ年度͕ܭը終ྃ年

度に͋たることかΒ、ここͰ第11次̑ϱ年ܭըとその実ࢪঢ়گを総括しておきたい。

ʢ̍ʣ計画ͷ໨త
本ܭըにઌ行する第1�次̑ϱ年ܭըは、֎ֲೆลと੢ลおΑび๺੢۱の۠ըࢪ設΍෇ଐࢪ設をର

৅とし、課୊のղ໌と正ࣜใࠂॻ࡞成のためのࢿྉऩू、環境整備と連ಈした੓ிೆେ࿏のิ଍調査

を主໨తにཱҊ͞れた。֎ֲೆลと੓ிೆେ࿏ɾೆ๺େ࿏については、その実ࢪにΑͬて一定の成Ռ

をಘること͕Ͱきた。一方、֎ֲ੢ลの調査は、上هの調査に࣌ؒを要したことかΒ、実ࢪͰきなか

ͬた。そこͰ、本ܭըは֎ֲ੢ลをର৅とした重఺తな調査を実ࢪし、ະݕ出の第ᶗɾᶘظ֎ֲ੢ล

の֬認、֎ֲ๺੢۱における۠ըࢪ設΍෇ଐࢪ設の೺Ѳ、ٰྕ部とԭੵ地の境における۠ըࢪ設のऔ

り෇き部分のߏ଄೺ѲなͲの課୊のղ໌と正ࣜใࠂॻ࡞成のσʔλऩूを主໨తとしてཱҊしたもの

Ͱ͋る。

ʢ̎ʣ計画ͷ࣮ࢪঢ়گͱมߋ
本ܭըにྩͮ͘ج和ݩ年度かΒࠓ年度·Ͱの発掘調査の実ࢪঢ়گは、第1�表のとおりͰ͋る。調

査ܭըは、多賀城市͕ܭըする੓ி地۠๺方の多໨త広৔整備に൐うपล調査͕必要となͬたことと

かΒมߋし、·た、多賀城૑13ݐ��年ه೦に͋Θͤて環境整備を実ࢪしている੓ிೆ໘地۠の第ᶗ

設の調査͕Մࢪೆ門੢ଆྡ઀地のެ༗地化͕ਐలしたことにΑり、ೆ門の੢脇にऔり෇۠͘ըֲ֎ظ

ೳとなͬたことかΒ、ྩ和ݩ年度と̏年度の多賀城跡調査ࢦಋ委員会Ͱのྃঝのう͑、当初ܭըの੓

ி੢方と֎ֲ๺੢۱ɾ੢ลの調査はઌにૹることとした。

ʢ̏ʣ計画ͷ੒Ռ
ᶃɹ֎ֲ੢ล๺ํͰ੢๺໳Λ֬ೝʢୈ��࣍ʣ

第ᶙظʙ第ᶚظの門と۠ըࢪ設をݕ出した。੢๺門4#34��はീ٭門Ͱ、掘ཱࣜ（第ᶙظ）かΒૅ

ੴࣜ（第ᶚظ）のมભ͕͋り、ೆ๺྆ଆにங地ญを൐う。·た、第ᶙظͰ門Αり古いࡐ木ญもݕ出し

た。第ᶙظ以߱の֎ֲ੢ลには、੢門と੢๺門のೆ๺̎か所に門͕設置͞れていたの͕໌Βかになͬ

た。

ᶄɹ֎ֲ੢ลͷݕ࠶౼ʢୈ��࣍ʣ

第1�次調査のݕ࠶౼を行ͬた݁Ռ、第4�次調査と同༷にࡐ木ญ͕̏࣌ظのมભ͕͋り、それΒに

൐う整地૚も֬認した。第4�次調査Ͱは、最も৽しい4"1�13$ࡐ木ญはփന৭Րࢁփ߱փલのߏஙͰ、

߱փޙのபൈきऔりとする͕、第1�次調査۠部分Ͱは、掘方ຒ土に多͘のփന৭ՐࢁփϒϩοΫ͕

含·れており、߱փޙのߏங͕໌Βかになͬた。

−  ��  −

③ɹୈᶗظ֎ֲೆ໳੢ଆͷچ஍ܗͷ೺Ѳʢୈ��࣍ʣ

10世紀前葉～ 12世紀前葉頃にかけて࡟平をडけており、区画施設の検出にはࢸらなかった。

④ɹ੓ி஍۠๺ํͷҨߏ෼෍・೥୅ͷ೺Ѳʢୈ��ʙ ��・��࣍ʣ

政庁北西側のٰྕඌࠜと、東から西΁ೖりࠐむ୔の୔಄प辺を調査した。݁果、ٰྕ部෼にେܕの

掘立柱建物、୔部෼に竪穴建物が෼෍͢ることが明らかとなった。このうちSB3415は、北と東に廂

が付くେܕの掘立柱建物で、平面ࣜܗ・規模・഑ஔの計画ੑから政庁とີ઀な関܎を࣋った建物とߟ

͑られる。·た、SB3450΋規模のେきな掘立柱建物である。SB3465は東に廂が付く掘立柱建物で、

第Ⅲ期で΋͍ݹஈ֊（780年以降～９世紀前葉頃）と͑ߟられる。΄かにSX3500は内部に鍛冶炉を

༗͢る鍛冶޻๪で、ഇ滓ྔは城内で確認されて͍る鍛冶޻๪のなかで࠷΋多͍。これらの成果から、

第Ⅲ期以降になると、この区域に政庁と関࿈͢る重要な建物が഑ஔされ、活発に利用されるようにな

る༷૬が明らかとなった。

以্、外郭に͍ͭては①・②で第Ⅲ期以降の西辺の໳・区画施設の༷૬、③で第Ⅰ期南໳西側の地

と遺構の༷૬をおおむね把握͢ܗが明らかになってきた。·たᶆの成果により、政庁地区北方の地ܗ

ることができた。この΄かਖ਼ࣜ報ࠂ書として政庁南େ࿏・南北େ࿏（h 南面Ⅲ ）ɦをץ行し、重点遺構

อଘ活用地区である政庁南面地区・南໳地区の整උ活用の基ຊࢿྉʰ外郭Ⅰ ・ɦh 南面Ⅰ～Ⅲʱがଗっ

た。

౰ॳɿฏ੒��೥��݄��೔˞ݩ߸͸มߋ
年　౓ 次਺ 発 掘 調 査 ର ৅ 地 区 発掘面積 調　査　の　目　的

平成31 ʗ
ྩ࿨ݩ年

93次 外郭北西۱（西ٱอ・ؙ山地区） 1
000㎡ 外郭北西۱の検討
94次 政庁北西ྡ઀地（政庁西方地区） 150㎡ 政庁西方地区の検討

ྩ࿨２年 95次 外郭北西۱（西ٱอ・ؙ山地区） 1
000㎡ 外郭北西۱の検討
ྩ࿨３年 96次 外郭西辺（৽西ٱอ・ۚງ地区） 1
400㎡ 外郭西辺の検討
ྩ࿨̐年 97次 外郭西辺（ޒສ崎地区） 1
000㎡ 外郭西辺の検討
ྩ࿨５年 98次 େാ׭ᦰ（େാ地区） 1
000㎡ େാ地区の検討

࣮੷
年　౓ 次਺ 発 掘 調 査 ର ৅ 地 区 発掘面積 調　査　の　目　的

平成31 ʗ
ྩ࿨ݩ年

93次 外郭北西۱（ؙ山・৽西ٱอ地区） 300㎡
外郭北西۱の区画施設と付
ଐ施設の確認

ྩ࿨２年 94次 政庁地区北方 600㎡
政庁北西側ٰྕ部の遺構の
確認

ྩ࿨３年 95次 政庁地区北方 700㎡
政庁北西側ٰྕ部の遺構の
確認

ྩ࿨̐年
96次 政庁地区北方 280㎡

政庁北・北西側の୔状地ܗ
における遺構の確認

97次 外郭南辺（ࡔ下地区） 150㎡
第Ⅰ期外郭南໳西側の区画
施設の確認

ྩ࿨５年
98次 外郭西辺தԝ部（৽西ٱอ地区） 330㎡ 外郭西辺区画施設の確認

99次 政庁地区北方 300㎡
政庁北・北西側の୔状地ܗ
における遺構の確認

ୈ��දɹଟլ৓੻ൃ۷調査ୈ��࣍̑ϱ೥計画
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ᶛɽ෇　ষ

̍ɽؔ࿈研究・ී׆ٴಈ
ʢ̍ʣଟլ৓੻ڥ؀整備ۀࣄ

多賀城跡ڥ؀整උ事ۀはত࿨45年౓から５ϱ年計画を積み重ねるܗで実施しており、平成27年౓

を初年次と͢る第10次５ϱ年計画から、政庁南面地区をର৅に整උ޻事をਐΊて͍る（第18ද）。こ

れは౰地区にҐஔ͢る政庁南େ࿏や城前׭ᦰの遺構දࣔをத৺とした΋ので、多賀城૑建1300年の

記೦の年に౰たるྩ࿨６年のڙ用։࢝をΊ͟して͍る。

ྩ࿨５年౓は、ྩ࿨５年౓整උ޻事の΄か、地下遺構อޢのたΊにҰ部設計変ߋが生じて事ۀを܁

りӽしたྩ࿨̐年౓整උ޻事を実施した。このうちྩ࿨̐年౓෼は遺構දࣔ޻やுࣳ޻౳を実施し、

ྩ࿨５年１２月１５日にྃ׬した。ྩ࿨５年౓෼はઆ明൘・ศӹ施設（ϕϯν౳）の設ஔやுࣳ޻౳

を実施し、޻事のҰ部をྩ࿨６年౓΁܁りӽ͢こととなった。

ʢ̎ʣಛผ࢙੻ଟլ৓੻ෟࣉ੻ͷݱঢ়มߋ
特別史跡内のݱ状を変͢ߋるࡍには、ݱ状変ߋのਃ੥者ٴͼ関܎機関と遺跡อޢのたΊに৻重なڠ

ٞを行͍、遺跡にӨڹがな͍ൣғで࠷খݶのݱ状変ߋに伴う調査や޻事に͢ࡍる立ձを行って͍る。

ྩ࿨５年౓のݱ状変ߋは、ྩ ࿨̐年౓以前ਃ੥の１݅（第19ද１）と、今年౓にਃ੥があった５݅（２

～６）である。１・３・５は多賀城市が事ۀ主ମとなり、史跡整උに伴͍実施されて͍る事ۀである。

１は、南໳प辺の地ܗम෮に伴う༴นఫ去およͼ֊ஈ設ஔ޻事に立ձ͍、掘࡟が੝土内に収·るか、

͢でに࡟られた地山部෼で࠷௿ݶにとͲ·ることを確認した。３は、ΨΠμϯε施設建設޻事に伴っ

て確認調査を実施し（ਤ൛１）、ݹ代の溝２৚とҪ１ށ基を検出し、土師器・須恵器・須恵系土器・

瓦なͲが出土したたΊ、建物基ૅを遺構面より্に͢るよう調整をした。·た、ిؾ഑ઢの設ஔに立

ձ͍、掘࡟が੝土・ද土内に収·るのを確認した。ͦの΄か、２はݸਓॅ୐の土ཹ༴น設ஔに伴͍確

認調査・޻事立ձを実施したが、遺構・遺物は確認されなかった。̐はطଘの建物ղମに伴う基ૅఫ

去޻事に立ձ͍、掘࡟が掘方内に収·るのを確認した。５・６は今後、施޻に合わせて޻事立ձを実

施͢る༧ఆである。以্の΄かに、ݱ状変ڐߋՄのݶݖが市にҠৡされて͍るਫಓ؅・ి柱౳の޻事

年　　౓ 整උ地区 計画内༰ ର৅面積

第
10
次
５
ヵ
年
計
画

平成27	2015


政庁南面地区

政庁南େ࿏෮ݩฮ૷、૯合ղઆ޿৔ิम

24
000㎡

平成28	2016
 政庁南େ࿏෮ݩฮ૷、地ܗ測ྔ
平成29	2017
 基൫整උ޻、実施設計
平成30	2018
 造成޻、๏面޻、༴น޻、Ӎਫഉਫ޻

ྩ࿨ݩ	2019

Ӎਫഉਫ֐ࡂ、޻෮چ、ுࣳ޻
政庁南େ࿏石֞෮ݩ・࿏面෮ݩฮ૷、େ࿏関࿈遺構දࣔ

第
11
次
５
ヵ
年
計
画

ྩ࿨２	2020


政庁南面地区

政庁南େ࿏෮ݩฮ૷、城前׭ᦰচு建物දࣔ、建物構造෮ݩ

ྩ࿨３	2021

城前׭ᦰচு建物දࣔ、土間建物දࣔ、掘立柱塀දࣔ
Ԃ࿏޻、ղઆ޿৔޻、ศӹ施設޻、ுࣳ޻

ྩ࿨̐	2022
 城前׭ᦰ土間建物දࣔ、掘立柱塀දࣔ、ுࣳ޻
ྩ࿨５	2023
 ղઆ൘、ுࣳ、ศӹ施設
ྩ࿨６	2024
 地区؏࡞ ۭງ࿐出లࣔ再整උに޲けた調査・設計 ʕ

ୈ��දɹଟլ৓੻ڥ؀整備ۀࣄୈ��・��࣍̑ϱ೥計画ʢྩ࿨̐೥౓·Ͱ͸࣮੷ʣ
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に伴͍、̓݅の立ձを実施（Ұ部は༧ఆ）して͍る。

ʢ̏ʣଟլ৓ؔ࿈Ҩ੻ൃ۷調査ۀࣄ
౰研究所は、多賀城に関࿈͢る宮城県内の城柵׭ᦰ遺跡や生࢈遺跡に͍ͭて計画的な調査と研究を

の発掘調査を実施し、造瓦ମ੍とͦのࣾձ܈ଓして͍る。平成21年౓からは多賀城૑建期の༼跡ܧ

的എܠのղ明を主目的とした多賀城関࿈遺跡発掘調査事ۀ第８次５ϱ年計画をਐΊて͍た。平成23

年౓以降は、東日ຊେ਒ࡂによる෮ڵ事ۀに伴う発掘調査のࢧԉを༏ઌしたたΊ事ۀをࢭٳして͍た

が、ྩ࿨３年౓から再։した。今年౓は、第８次５ϱ年計画の５年次目として、େ崎市ڭҭҕһձの

161
අは3ۀを得てେ崎市େ٢山瓦༼跡の第３次調査を実施した。調査面積は約380㎡で、૯事࠵ڞ

ઍԁ（50�国ิݿॿ）である。

今回は、༼跡શମの༷૬の把握を目的として、ࢦఆ地の西部を調査し、༼３基とম成土坑２基を確

認した。３次に౉る調査により、ຊ༼跡には̓基の༼とম成土坑２基がଘ在し、多賀城૑建期の瓦が

ম成され、木୸΋࿬で生࢈されて͍たことが判明した。૑建期の瓦༼跡܈で木୸༼が確認されるのは

初Ίてで、༼৔の構成や生࢈ମ੍を͑ߟるう͑で重要な成果であり、ͦのৄࡉを多賀城関࿈遺跡発掘

調査報ࠂ書第39࡭としてץ行した。

ʢ̐ʣҨߏ調査研究ۀࣄ
ຊ事ۀは、多賀城跡ٴͼ関࿈遺跡の発掘調査で検出した遺構のอଘと活用を目的として、ଞ遺跡の

ྨྫとൺֱ検討しながら研究を行う΋のである。ຊ年౓は、県内の城柵׭ᦰ遺跡の発掘調査として੺

Ҫ׭ᦰ遺跡（東দ島市）、整උの実ྫ確認としてҰ৐୩ே૔ࢯ遺跡（෱Ҫ県෱Ҫ市）にෝき多賀城と

の関܎や調査・整උ方๏౳に͍ͭてࢿྉを得た。

番号 変ߋ事項 ਃ੥者 変ߋՕ所 ਃ੥ จԽ庁ڐՄ ର　　Ԡ　　

1
南໳෮޻ݩ事

（地ܗम෮）
多賀城
市௕

多賀城市市川ࣈ
下΄かࡔ

ྩ࿨3年
10月7日

3จ庁第1640号
ྩ࿨3年11月19日

事立ձ޻
ྩ࿨5年9月5 ～ 7日
ྩ࿨5年10月16日
ྩ࿨6年1月12日

2 土ཹ༴นの設ஔ౳ ਓݸ
多賀城市市川ࣈ
ສ崎ޒ

ྩ࿨5年
3月30日

5จ庁第678号
ྩ࿨5年5月26日

確認調査・޻事立ձ
ྩ࿨5年6月30日

3
ΨΠμϯε施設建設
事౳޻

多賀城
市௕

多賀城市市川ࣈ
下΄かࡔ

ྩ࿨5年
6月14日

5จ庁第1892号
ྩ࿨5年7月21日

確認調査
ྩ࿨5年8月7日～ 9月20日
事立ձ޻
ྩ࿨5年11月21日

4 建物౳ղମ ๏ਓ
多賀城市市川ࣈ
城前

ྩ࿨5年
7月21日

5จ庁第2667号
ྩ࿨5年9月15日

事立ձ޻
ྩ࿨5年10月30日

5 αΠϯ設ஔٴͼఫ去
多賀城
市௕

多賀城市市川ࣈ
城前

ྩ࿨5年
10月27日

5จ庁第4007号
ྩ࿨5年12月15日

事立ձ༧ఆ޻

6 建物ղମ ਓݸ
多賀城市市川ࣈ
城前

ྩ࿨5年
11月8日

5จ庁第4383号
ྩ࿨6年1月19日

事立ձ༧ఆ޻

ୈ��දɹྩ࿨̑೥౓ݱঢ়มߋҰཡ



− ��  −

に伴͍、̓݅の立ձを実施（Ұ部は༧ఆ）して͍る。

ʢ̏ʣଟլ৓ؔ࿈Ҩ੻ൃ۷調査ۀࣄ
౰研究所は、多賀城に関࿈͢る宮城県内の城柵׭ᦰ遺跡や生࢈遺跡に͍ͭて計画的な調査と研究を

の発掘調査を実施し、造瓦ମ੍とͦのࣾձ܈ଓして͍る。平成21年౓からは多賀城૑建期の༼跡ܧ

的എܠのղ明を主目的とした多賀城関࿈遺跡発掘調査事ۀ第８次５ϱ年計画をਐΊて͍た。平成23

年౓以降は、東日ຊେ਒ࡂによる෮ڵ事ۀに伴う発掘調査のࢧԉを༏ઌしたたΊ事ۀをࢭٳして͍た

が、ྩ࿨３年౓から再։した。今年౓は、第８次５ϱ年計画の５年次目として、େ崎市ڭҭҕһձの

161
අは3ۀを得てେ崎市େ٢山瓦༼跡の第３次調査を実施した。調査面積は約380㎡で、૯事࠵ڞ

ઍԁ（50�国ิݿॿ）である。

今回は、༼跡શମの༷૬の把握を目的として、ࢦఆ地の西部を調査し、༼３基とম成土坑２基を確

認した。３次に౉る調査により、ຊ༼跡には̓基の༼とম成土坑２基がଘ在し、多賀城૑建期の瓦が

ম成され、木୸΋࿬で生࢈されて͍たことが判明した。૑建期の瓦༼跡܈で木୸༼が確認されるのは

初Ίてで、༼৔の構成や生࢈ମ੍を͑ߟるう͑で重要な成果であり、ͦのৄࡉを多賀城関࿈遺跡発掘

調査報ࠂ書第39࡭としてץ行した。

ʢ̐ʣҨߏ調査研究ۀࣄ
ຊ事ۀは、多賀城跡ٴͼ関࿈遺跡の発掘調査で検出した遺構のอଘと活用を目的として、ଞ遺跡の

ྨྫとൺֱ検討しながら研究を行う΋のである。ຊ年౓は、県内の城柵׭ᦰ遺跡の発掘調査として੺

Ҫ׭ᦰ遺跡（東দ島市）、整උの実ྫ確認としてҰ৐୩ே૔ࢯ遺跡（෱Ҫ県෱Ҫ市）にෝき多賀城と

の関܎や調査・整උ方๏౳に͍ͭてࢿྉを得た。

番号 変ߋ事項 ਃ੥者 変ߋՕ所 ਃ੥ จԽ庁ڐՄ ର　　Ԡ　　

1
南໳෮޻ݩ事

（地ܗम෮）
多賀城
市௕

多賀城市市川ࣈ
下΄かࡔ

ྩ࿨3年
10月7日

3จ庁第1640号
ྩ࿨3年11月19日

事立ձ޻
ྩ࿨5年9月5 ～ 7日
ྩ࿨5年10月16日
ྩ࿨6年1月12日

2 土ཹ༴นの設ஔ౳ ਓݸ
多賀城市市川ࣈ
ສ崎ޒ

ྩ࿨5年
3月30日

5จ庁第678号
ྩ࿨5年5月26日

確認調査・޻事立ձ
ྩ࿨5年6月30日

3
ΨΠμϯε施設建設
事౳޻

多賀城
市௕

多賀城市市川ࣈ
下΄かࡔ

ྩ࿨5年
6月14日

5จ庁第1892号
ྩ࿨5年7月21日

確認調査
ྩ࿨5年8月7日～ 9月20日
事立ձ޻
ྩ࿨5年11月21日

4 建物౳ղମ ๏ਓ
多賀城市市川ࣈ
城前

ྩ࿨5年
7月21日

5จ庁第2667号
ྩ࿨5年9月15日

事立ձ޻
ྩ࿨5年10月30日

5 αΠϯ設ஔٴͼఫ去
多賀城
市௕

多賀城市市川ࣈ
城前

ྩ࿨5年
10月27日

5จ庁第4007号
ྩ࿨5年12月15日

事立ձ༧ఆ޻

6 建物ղମ ਓݸ
多賀城市市川ࣈ
城前

ྩ࿨5年
11月8日

5จ庁第4383号
ྩ࿨6年1月19日

事立ձ༧ఆ޻

ୈ��දɹྩ࿨̑೥౓ݱঢ়มߋҰཡ

−  �3  −

（̑）ެ։࠲ߨの։࠵
౰研究所の研究һがͦれͧれのઐ໳෼野のࢹ点から、これ·での調査研究の஝積を౿·͑て、多賀

城跡やݹ代東北地方に関͢るҰൠ޲けの࠲ߨを։࠵した。ձ৔は東北ྺ史博物ؗのߨಊを࢖用した。

ਃࠐ者・ࢀՃ者は計134名であった。

第１回　11月̐日（土）13�30 ～ 15�45

①ʮ製鉄ٕ術ಋೖ－཮Ԟ南部－ʯ（鈴木貴生）　

②ʮ多賀城政庁第Ⅳ期のݢ瓦と৽ཏ系瓦ʯ（໼内խ之）

第２回　11月19日（日）13�30 ～ 15�00

　ʮ多賀城の૑建ʯ（٢野　෢）

·た、ྩ࿨５年６月に多賀城跡出土木؆が重要จԽࡒにࢦఆされたことを記೦して、౉辺ࢯ޺ߊを

。Ճ者は111名であったࢀ・者ࠐした。ਃ࠵ԋձを։ߨ師にটき特別ߨ

多賀城ྺ史࠲ߨ　特別ߨԋձ　11月12日（日）13�30 ～ 15�15

ʮݹ代の木؆と多賀城ʯ　ߨ師ɿ౉辺ࢯ޺ߊ（奈良େ学ڭत）

（̒）ͦのଞ
ձͳͲ΁のରԠֶݟɺ࠵஍આ໌ձの։ݱ（̍

発掘調査の成果をҰൠにެ։͢るたΊ、調査のਐ௙状況をϗーϜϖーδでެ։͢るとと΋に、下記

のݱ地આ明ձを行った。

େ٢山瓦༼跡第３次発掘調査ݱ地આ明ձ　　　ాݹ࿨੣・໼内խ之 ྩ࿨５年̓月22日

多賀城跡第99次発掘調査ݱ地આ明ձ　　　初鹿野博之・村ాߊҰ・鈴木貴生 ྩ࿨５年10月14日

·た、以下のஂମの史跡ݟ学౳に関してઆ明を行った。

ࣣϲ඿町ྺ史ࢿྉؗྺ史୳๚　　　　　　　　関口重樹 ྩ࿨５年９月21日

日ຊݹߟ学ڠձ宮城େձΤΫεΧーシϣϯ　　٢野෢・鈴木貴生・໼内խ之 ྩ࿨５年10月30日

Ԙᜱ市立Ӝށখ学６ߍ年生ࣾձՊߍ外学श　　ాݹ࿨੣ ྩ࿨５年11月25日

宮城県จԽࡒ所༗者࿈བྷٞڠձळق研मձ　　関口重樹 ྩ࿨５年11月28日

શ国建設ٕ術ηϯλー౳ٞڠձ北ւಓ・東北ϒϩοΫࢧ部ٕ術部ձݱ地࡯ࢹ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関口重樹 ྩ࿨５年12月８日

ྗڠྉのӾཡɾିग़ͳͲにؔ͢るࢿ（２

以下の機関・ஂମ౳΁のࢿྉのӾཡ・ି出なͲにࡍし、準උ・આ明౳をした。

େ崎市ڭҭҕһձ、学ߍ๏ਓՏ合क़、（ג）ே日์ૹςϨϏ、（ג）ؠ೾書ళ、（ג）Տ合出൛、（ג）ܟจࣾ、

宮城（ࡒެ）、จؗ߂٢川（ג）、༤山ֳ（ג）、TBύϒリοシϯά+（ג）、画اδΣΠΞーϧ東日ຊ（ג）

県ޫ؍࿈ໍ、܊山市、ݹ代ަ௨研究ձ、ઋ୆市ڭҭҕһձ、૬അ市ڭҭҕһձ、多賀城市ڭҭҕһձ、東

北େ学େ学Ӄจ学研究Պݹߟ学研究ࣨ、日ຊݹߟ学ڠձ2023年౓宮城େձ実行ҕһձ、宮城県ݹߟ学ձ、

΄かݸਓ３名
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ྗڠɾҕһձͳͲ΁ͷؔػ֤（̏

٢野　෢　　ळా市ळా城跡ڥ؀整උҕһձҕһ、ळా城跡発掘調査事ࢦۀಋ、ळా県෷ా柵跡ڥ؀整උ

৹ٞձ　ҕһ、多賀城南໳౳෮ݩ整උ検討ҕһձٞ、特別史跡多賀城跡附寺跡อଘ活用計画

、໰ސҕһձҕһ、多賀城跡あやΊ·ͭり実行ҕһձޢอࡒఆҕһձҕһ、多賀城市จԽࡦ

প市原遺跡調査検討ձҕһ、多賀城૑建ؠ、ಋҕһձҕһࢦ原市史跡ҏ࣏城跡調査整උ܀

1300年記೦事ۀ実行ҕһձװ事ձװ事、ݹ代城柵׭ᦰ遺跡検討ձ世࿩ਓ代ද

関口重樹　　࿱ཧ町ࡾेࡾ間ಊ遺跡整උҕһձҕһ、Ԙᜱ市จԽࡒอޢ৹ٞձҕһ、Ԙᜱ市จԽࡒอଘ活

用地域計画࡞成調査部ձҕһ、東দ島市੺Ҫ׭ᦰ遺跡܈อଘ活用計画ࡦఆ検討ҕһձҕһ、

多賀城南໳౳෮ݩ整උ検討ҕһձٞ、多賀城૑建1300年記೦事ۀ実行ҕһձװ事ձװ事

初鹿野博之　東ژେ学૯合研究博物ؗ研究事ྗڠۀ者

村ాߊҰ　　෷ా柵跡調査ࢦಋҕһձࢦಋҕһ、ಊ後遺跡ٴͼউৗ寺ڥچ内調査ࢦಋҕһձ調査ࢦಋҕһ、

名औ市市史編さんઐ໳部ձઐ໳部һ（原࢝・ݹ代部ձ）

ɾࣥචྗڠձͳͲ΁ͷڀݚԋձɾߨ（̐

໼内խ之ʮ2022年のݹߟ学界のಈݹ　޲代　東北ʯh 学δϟーφϧʱ/P�782ݹߟ ྩ࿨５年̐月28日

村ాߊҰʮ཮Ԟ国த部におけるݹ代のؗと༗ྗ者ډ୐ʯh 宮城ݹߟ学ʱ第25号 ྩ࿨５年５月19日

٢野　෢ʮ特別史跡多賀城跡の調査と整උに͍ͭてʯྩ࿨５年౓ઋ୆地方行政࿈བྷ調整ձٞ

ઋ୆合ಉ庁ࣷ　ྩ࿨５年６月２日

ձڠ代多賀城と利府　～遺跡から୳る利府町のྺ史～ʯ利府町ܳ術จԽݹ࿨੣ʮాݹ

จԽަྲྀηϯλーリϑϊε　ྩ࿨５年６月11日

村ాߊҰʮ཮Ԟ国த部におけるࢧ഑ྖ域の֦େとަ௨、ࣾձ　ʕඈௗ・奈良時代をத৺にʕʯ

Ωϟϯύε　ྩ࿨５年̓月２日ాࡾԠٛक़େ学ܚ　　代ަ௨研究ձ第22回େձݹ

٢野　෢ʮݹ代の཮Ԟ国府多賀城とۄ前関　－஛ۨਆࣾとখ野ᝬ－ʯྩ࿨５年౓શ国Ҵՙձ記೦ߨԋ

஛ۨਆࣾ　ྩ࿨５年８月６日

関口重樹ʮ多賀城南໳෮ݩに͍ͭてʯઋ୆明࣏青年େ学ڷ土史を学Ϳձ

ઋ୆市生֔学शࢧԉηϯλー　ྩ࿨５年８月17日

٢野　෢ʮจࣈ史ྉからみたݹ代のʮ͍わきʯと多賀城ʯ͍わき市ࢿݹߟྉؗا画లߨԋձ　

͍わき市生֔学शϓϥβ　ྩ࿨５年９月９日

٢野　෢ʮ特別史跡多賀城跡の調査と整උʯ第20回ઋ山ަྲྀ࿈ܞଅਐձٞ　東北ྺ史博物ؗ

ྩ࿨５年９月20日

　ձ2023年౓宮城େձڠ学ݹߟ日ຊ　（ಉ発දڞ）調査成果ʯڵ北部南での෮؛࿨੣ʮԊాݹ

東北学Ӄେ学ϗーΠ記೦ؗ　ྩ࿨５年10月29日

鈴木貴生ʮ東辺における̓世紀の須恵器・鉄生࢈ʯ（ڞಉ発ද）　　　　　　　　ಉ্

初鹿野博之・໼内խ之ʮ多賀城跡ݢ瓦編年第Ⅳ期の設ఆと৽ཏ系の瓦ʯ　　　 　ಉ্

村ాߊҰʮ多賀城成立　ʕ宮城܊北部と多賀城ʕʯ（ڞಉ発ද）　　　　　　　　ಉ্

村ాߊҰ・٢野෢ʮ討࿦ɿ東辺地域のڥ界と཯ྩ国Ոのܗ成ʕ城柵の成立から多賀城૑建΁ʕʯ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ಉ্
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ྗڠɾҕһձͳͲ΁ͷؔػ֤（̏

٢野　෢　　ळా市ळా城跡ڥ؀整උҕһձҕһ、ळా城跡発掘調査事ࢦۀಋ、ळా県෷ా柵跡ڥ؀整උ

৹ٞձ　ҕһ、多賀城南໳౳෮ݩ整උ検討ҕһձٞ、特別史跡多賀城跡附寺跡อଘ活用計画

、໰ސҕһձҕһ、多賀城跡あやΊ·ͭり実行ҕһձޢอࡒఆҕһձҕһ、多賀城市จԽࡦ

প市原遺跡調査検討ձҕһ、多賀城૑建ؠ、ಋҕһձҕһࢦ原市史跡ҏ࣏城跡調査整උ܀

1300年記೦事ۀ実行ҕһձװ事ձװ事、ݹ代城柵׭ᦰ遺跡検討ձ世࿩ਓ代ද

関口重樹　　࿱ཧ町ࡾेࡾ間ಊ遺跡整උҕһձҕһ、Ԙᜱ市จԽࡒอޢ৹ٞձҕһ、Ԙᜱ市จԽࡒอଘ活

用地域計画࡞成調査部ձҕһ、東দ島市੺Ҫ׭ᦰ遺跡܈อଘ活用計画ࡦఆ検討ҕһձҕһ、

多賀城南໳౳෮ݩ整උ検討ҕһձٞ、多賀城૑建1300年記೦事ۀ実行ҕһձװ事ձװ事

初鹿野博之　東ژେ学૯合研究博物ؗ研究事ྗڠۀ者

村ాߊҰ　　෷ా柵跡調査ࢦಋҕһձࢦಋҕһ、ಊ後遺跡ٴͼউৗ寺ڥچ内調査ࢦಋҕһձ調査ࢦಋҕһ、

名औ市市史編さんઐ໳部ձઐ໳部һ（原࢝・ݹ代部ձ）

ɾࣥචྗڠձͳͲ΁ͷڀݚԋձɾߨ（̐

໼内խ之ʮ2022年のݹߟ学界のಈݹ　޲代　東北ʯh 学δϟーφϧʱ/P�782ݹߟ ྩ࿨５年̐月28日

村ాߊҰʮ཮Ԟ国த部におけるݹ代のؗと༗ྗ者ډ୐ʯh 宮城ݹߟ学ʱ第25号 ྩ࿨５年５月19日

٢野　෢ʮ特別史跡多賀城跡の調査と整උに͍ͭてʯྩ࿨５年౓ઋ୆地方行政࿈བྷ調整ձٞ

ઋ୆合ಉ庁ࣷ　ྩ࿨５年６月２日

ձڠ代多賀城と利府　～遺跡から୳る利府町のྺ史～ʯ利府町ܳ術จԽݹ࿨੣ʮాݹ

จԽަྲྀηϯλーリϑϊε　ྩ࿨５年６月11日

村ాߊҰʮ཮Ԟ国த部におけるࢧ഑ྖ域の֦େとަ௨、ࣾձ　ʕඈௗ・奈良時代をத৺にʕʯ

Ωϟϯύε　ྩ࿨５年̓月２日ాࡾԠٛक़େ学ܚ　　代ަ௨研究ձ第22回େձݹ

٢野　෢ʮݹ代の཮Ԟ国府多賀城とۄ前関　－஛ۨਆࣾとখ野ᝬ－ʯྩ࿨５年౓શ国Ҵՙձ記೦ߨԋ

஛ۨਆࣾ　ྩ࿨５年８月６日

関口重樹ʮ多賀城南໳෮ݩに͍ͭてʯઋ୆明࣏青年େ学ڷ土史を学Ϳձ

ઋ୆市生֔学शࢧԉηϯλー　ྩ࿨５年８月17日

٢野　෢ʮจࣈ史ྉからみたݹ代のʮ͍わきʯと多賀城ʯ͍わき市ࢿݹߟྉؗا画లߨԋձ　

͍わき市生֔学शϓϥβ　ྩ࿨５年９月９日

٢野　෢ʮ特別史跡多賀城跡の調査と整උʯ第20回ઋ山ަྲྀ࿈ܞଅਐձٞ　東北ྺ史博物ؗ

ྩ࿨５年９月20日

　ձ2023年౓宮城େձڠ学ݹߟ日ຊ　（ಉ発දڞ）調査成果ʯڵ北部南での෮؛࿨੣ʮԊాݹ

東北学Ӄେ学ϗーΠ記೦ؗ　ྩ࿨５年10月29日

鈴木貴生ʮ東辺における̓世紀の須恵器・鉄生࢈ʯ（ڞಉ発ද）　　　　　　　　ಉ্

初鹿野博之・໼内խ之ʮ多賀城跡ݢ瓦編年第Ⅳ期の設ఆと৽ཏ系の瓦ʯ　　　 　ಉ্

村ాߊҰʮ多賀城成立　ʕ宮城܊北部と多賀城ʕʯ（ڞಉ発ද）　　　　　　　　ಉ্

村ాߊҰ・٢野෢ʮ討࿦ɿ東辺地域のڥ界と཯ྩ国Ոのܗ成ʕ城柵の成立から多賀城૑建΁ʕʯ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ಉ্

−  ��  −

初鹿野博之ʮ多賀城の࠷৽調査成果ʯྩ࿨５年౓ྺ史࠲ߨ 多賀城市தԝެຽؗ　ྩ࿨５年11月９日

٢野　෢ʮ෱島市西ٱอ遺跡と出土木؆ʯ木؆学ձ第45回研究集ձ

奈良จԽࡒ研究所　ྩ࿨５年12月２日

鈴木貴生ʮ多賀城跡第98次・99次調査ʯྩ࿨５年౓宮城県遺跡調査成果発දձ報ࠂ

山ݩ町தԝެຽؗ　ྩ࿨５年12月10日

　　　　　　　　　　　　　࿨੣ʮେ٢山瓦༼跡 第３次発掘調査ʯాݹ 　　　　ಉ্

関口重樹ʮ特別史跡多賀城跡附寺跡に͍ͭてʯ宮城େ学事ۀ構૝学܈ʮ地域૑生ԋशⅡʯ（ݱ地ԋश）

特別史跡多賀城跡附寺跡　ྩ࿨６年２月６日

村ాߊҰʮ໾所のҧ͍からみたݹ代東北ʯ͍わき市ࢿݹߟྉؗا画లߨԋձ

͍わき市生֔学शϓϥβ　ྩ࿨６年２月12日

٢野　෢ʮ特集　城柵׭ᦰ遺跡研究のาみと成果、次代΁の՝୊　討࿦ʯ

第50回ݹ代城柵׭ᦰ遺跡検討ձ　東北ྺ史博物ؗ　ྩ࿨５年２月24日

初鹿野博之ʮ特集報３ࠂ・多賀城ʯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ಉ্

鈴木貴生ʮ多賀城跡第98・99次調査ʯ（্ࢴ報ࠂ）　　　　　　　　　　　　　　ಉ্

໼内խ之ʮେ٢山瓦༼跡第３次発掘調査ʯ（্ࢴ報ࠂ）　　　　　　　 　　　　　ಉ্

関口重樹・初鹿野博之・ాݹ࿨੣・村ాߊҰ・鈴木貴生・໼内խ之

　　　　　h 
著ڞ	ᦰ遺跡ʱ׭・代東北の城柵ݹ　

ᦰ遺跡検討ձ50प年記೦େձ実行ҕһձ　ྩ࿨６年２月22日׭代城柵ݹ

村ాߊҰʮݹ෿時代の生活　－ΧϚドの出ݱと৯生活－ʯ第３回宮ാ࠲ߨ　

じょー΋ͽあ宮ാ　ྩ࿨６年３月３日

５）連携大学院

東北େ学େ学Ӄจ学研究Պ௕と宮城県ڭҭҕһձڭҭ௕のڠఆに基づき、จ学研究ՊจԽࡒՊ学ઐ

。ಋにあたったࢦのେ学Ӄ生の研究と߈

٢野　෢（٬һڭत）　　　　　　　　　　　　　 　　จԽࡒՊ学研究ԋश

٢野　෢（٬һڭत）・初鹿野博之（٬һ।ڭत）　　　จԽࡒՊ学研究実शⅠ
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（昭和41年４月26日教育委員会規則第４号　最終改正平成31年４月教育委員会第１号）

第13条の五　文化財課の分掌事務は、次のとおりとする。

　　 　四　多賀城跡調査研究所及び歴史博物館に関すること。

第21条　　　特別史跡多賀城附寺跡(これに関連する遺跡を含む。以下同じ)の発掘、調査及び研究

を行うため、地方機関として多賀城跡調査研究所を設置する。

　　 　2　多賀城跡調査研究所の名称及び位置は次のとおりとする。

名　称 位置
宮城県多賀城跡調査研究所 多賀城市

　　 　3　多賀城跡調査研究所の所掌事務は、次のとおりとする。

　　　 　一　特別史跡多賀城附寺跡の発掘に関すること。

　　　 　二　特別史跡多賀城附寺跡の出土品の調査及び研究に関すること。

　　　 　三　特別史跡多賀城附寺跡の環境整備に関すること。

　　　 　四　庶務に関すること。

第24条　　　必要と認めるときは、多賀城跡調査研究所に次の表の上欄に掲げる職を置き、その

職務は、当該下欄に定めるとおりとする。

職 職　　　務

上席主任研究員
上司の命を受け、重要かつ高度な調査研究に従事し、主任研究員、
副主任研究員及び研究員の業務を整理する。

主任研究員
上司の命を受け、重要又は高度な調査研究に従事し、副主任研
究員及び研究員の業務を整理する。

副主任研究員
上司の命を受け、重要又は高度な調査研究に従事し、研究員の
業務を整理する。

研究員 上司の命を受け、重要又は高度な調査研究に従事する。

　　 　2　上席主任研究員、主任研究員、副主任研究員及び研究員は、技術職員をもつて充てる。

ʪ৬һʫ ˼൝ڀݚ˻
上席主任研究員（班長） 関口　重樹（兼博物館）

副主任研究員（副班長） 初鹿野　博之

副主任研究員 古田　和誠

（兼博物館 （兼博物館 研　究　員 村田　晃一

所   長 管理部長） 副参事兼総括次長） 技　　　師 鈴木　貴生 

吉野　武 千葉　胤継 加藤　広 技　　　師 矢内　雅之

（˻݉౦๺ྺ࢙ത෺ؗ؅ཧ൝）˼
（兼博物館次長（班長）） 門脇　秀実

（兼博物館主査（副班長）） 齋藤　いずみ 

（兼博物館主任主査） 鉄本　紀章

（兼博物館主事） 菅原　皓平
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（昭和41年４月26日教育委員会規則第４号　最終改正平成31年４月教育委員会第１号）

第13条の五　文化財課の分掌事務は、次のとおりとする。

　　 　四　多賀城跡調査研究所及び歴史博物館に関すること。

第21条　　　特別史跡多賀城附寺跡(これに関連する遺跡を含む。以下同じ)の発掘、調査及び研究

を行うため、地方機関として多賀城跡調査研究所を設置する。

　　 　2　多賀城跡調査研究所の名称及び位置は次のとおりとする。

名　称 位置
宮城県多賀城跡調査研究所 多賀城市

　　 　3　多賀城跡調査研究所の所掌事務は、次のとおりとする。

　　　 　一　特別史跡多賀城附寺跡の発掘に関すること。

　　　 　二　特別史跡多賀城附寺跡の出土品の調査及び研究に関すること。

　　　 　三　特別史跡多賀城附寺跡の環境整備に関すること。

　　　 　四　庶務に関すること。

第24条　　　必要と認めるときは、多賀城跡調査研究所に次の表の上欄に掲げる職を置き、その

職務は、当該下欄に定めるとおりとする。

職 職　　　務

上席主任研究員
上司の命を受け、重要かつ高度な調査研究に従事し、主任研究員、
副主任研究員及び研究員の業務を整理する。

主任研究員
上司の命を受け、重要又は高度な調査研究に従事し、副主任研
究員及び研究員の業務を整理する。

副主任研究員
上司の命を受け、重要又は高度な調査研究に従事し、研究員の
業務を整理する。

研究員 上司の命を受け、重要又は高度な調査研究に従事する。

　　 　2　上席主任研究員、主任研究員、副主任研究員及び研究員は、技術職員をもつて充てる。

ʪ৬һʫ ˼൝ڀݚ˻
上席主任研究員（班長） 関口　重樹（兼博物館）

副主任研究員（副班長） 初鹿野　博之

副主任研究員 古田　和誠

（兼博物館 （兼博物館 研　究　員 村田　晃一

所   長 管理部長） 副参事兼総括次長） 技　　　師 鈴木　貴生 

吉野　武 千葉　胤継 加藤　広 技　　　師 矢内　雅之

（˻݉౦๺ྺ࢙ത෺ؗ؅ཧ൝）˼
（兼博物館次長（班長）） 門脇　秀実

（兼博物館主査（副班長）） 齋藤　いずみ 

（兼博物館主任主査） 鉄本　紀章

（兼博物館主事） 菅原　皓平

−  ��  −

̏ɽԊֵͱ࣮੷
ʢ̍ʣٶ৓ݝଟլ৓੻調査研究ॴͷԊֵ

年 事           　　　　　　　     項

େਖ਼11 【10月】多賀城跡が史੼名উఱવ紀೦物อଘ๏により史੼ࢦఆ	10�12
ఆ名শʮ多賀城跡附寺跡ʯࢦ。

ত࿨35 県ڭҕがʮ多賀城跡発掘調査ҕһձʯを૊৫し、5Χ年計画による多賀城跡の発掘調査の初年౓事ۀとして多賀城跡と多賀城ഇ寺跡の地ܗਤを࡞成

36 【8月】多賀城ഇ寺跡第1次発掘調査実施	県ڭҕ主ମ、多賀城町とՏ北จԽ事࠵ڞஂۀ。調査ஂ௕はҏ東৴༤東北େ学ڭत


37 【8月】多賀城ഇ寺跡第2次発掘調査実施。主要Հཟ഑ஔが判明

38 【8月】多賀城跡政庁地区発掘調査	第1次
։࢝。以後40年8月	第3次
·で実施。政庁地区のேಊӃ的な建物഑ஔが判明

41 【4月】多賀城跡附寺跡特別史跡にঢ֨ࢦఆ（4�11）

43 【11月】多賀城町が多賀城跡政庁地区の発掘調査	第4次
を再։

44 【4月】宮城県多賀城跡調査研究所設立　　【7月】多賀城跡調査研究ࢦಋҕһձ設ஔ	ҕһ௕ҏ東৴༤
。研究所による多賀城跡調査研究事ۀ։࢝
【10月】色ຑ村日の出山༼跡の発掘調査実施

45 【3月】h 多賀城跡調査報ࠂⅠ－多賀城ഇ寺跡－ʱץ行　　【4月】研究所による多賀城跡ڥ؀整උ事ۀ։࢝

48 【10月】ۚງ地区をର৅とした第21次調査で計ா༷จ書அ؆を発ݟ

49 【2月】外郭西辺地区の௥Ճࢦఆが׭報（2�18）ࣔࠂ　　【4月】多賀城関࿈遺跡発掘調査事ۀ։࢝　
【8月】౧生城跡の発掘調査にணख	ত࿨50年౓·でܧଓ
　　【8月】ϓϨϋϒ庁ࣷから東北ྺ史ࢿྉؗの建物にҠస

52 【7月】ҏ࣏城跡の発掘調査にணख	ত࿨54年౓·でܧଓʬ平成15年6月に史跡ࢦఆʭ


53 【4月】研究第ҰՊ・ಉ第ೋՊの2Պ੍となる。遺構調査研究事ۀ։࢝　　
【6月】࣫ࢴจ書の発ݟを報ಓ発ද。これにより研究所が山ຊ૖Ұ࿠஌事からදজをडける

54 【3月】多賀城跡調査研究所ࢿྉⅠʰ多賀城࣫ࢴจ書ʱץ行

55 【3月】h 多賀城跡　政庁跡　ਤ࿥編ʱץ行　　【3月】ؗ前遺跡の௥Ճࢦఆが׭報（3�24）ࣔࠂ　　
【7月】名生ؗ遺跡の発掘調査にணख	ত࿨60年౓·でܧଓʬত࿨62年8月に史跡ࢦఆʭ
。初年౓の調査で8世紀初಄の׭ᦰத਻部を検出　

57 【3月】h 多賀城跡　政庁跡　ຊจ編ʱץ行

58 【11月】第43・44次調査で政庁南前面のಓ࿏遺構発ݟ

59 【3月】多賀城跡南面地域の௥Ճࢦఆが׭報（3�27）ࣔࠂ

60 【9月】名生ؗ遺跡関࿈合ઓ原瓦༼跡発掘調査実施

61 【8月】東山遺跡の発掘調査にணख	平成4年౓·でܧଓʬ平成11年1月に史跡ࢦఆʭ


62 【11月】第53次調査で奈良時代の外郭東໳を発ݟ

平成 2 【6月】ദ木遺跡の௥Ճࢦఆが׭報（6�28）ࣔࠂ　　【11月】多賀城跡調査研究ࢦಋҕһձに南໳－政庁間整උ活用ઐ໳部ձを設ஔ

4 【11月】日ຊݹ࠷のʮかなʯ࣫ࢴจ書に͍ͭて報ಓ発ද

5 【8月】下ҏ৔野༼跡܈の調査を実施し、3基の多賀城૑建瓦༼跡を発ݟ　　【9月】山Ԧ遺跡ઍాמ地区の௥Ճࢦఆが׭報（9�22）ࣔࠂ

6 【8月】౧生城跡の発掘調査を再։	平成13年౓·でܧଓ
。政庁のશ๴をղ明

7 【6月】第31回ࢦಋҕһձにお͍て南໳－政庁間整උ活用計画Ҋঝ認

9 【11月】多賀城ൾ෴԰のղମमཧおよͼൾ地下部෼の発掘調査を実施

10 【6月】多賀城ൾの重要จԽࡒ	ݹจ書
（6�30）ࣔࠂ報׭ఆがࢦ

11 【4月】2Պ੍がഇされ、研究൝となる　　【4月】東北ྺ史博物ؗの建物にҠస

14 【1月】ʮ多賀城跡౳の発掘調査を௨して東北ݹ代史のղ明にਚくしたޭ੷ʯにより第51回Տ北จԽ৆をड৆　　
【8月】ُԬ遺跡の発掘調査にணख（平成15年౓·でܧଓ）

15 【3月】h 多賀城跡－発掘のあΏみ－ʱץ行

16 【4月】多賀城政庁跡の再整උにઌ立ち、政庁地区の調査にணख（平成20年౓·でܧଓ）　　
【5月】木ށ༼跡܈の発掘調査にணख（平成18年౓·でܧଓ）　　【7月】第74次調査で第Ⅰ期外郭南໳を৽たに発ݟ

17 【4月】多賀城跡調査研究ࢦಋҕһձをഇし、宮城県৚ྫ第13号により多賀城跡調査研究ҕһձを設ஔ

19 【8月】日の出山༼跡܈の発掘調査にணख（平成22年౓·でܧଓ）

20 【4月】多賀城政庁跡の再整උにணख（平成26年౓·でܧଓ）

22 【3月】h 多賀城跡　政庁跡　ิ遺編ʱץ行　　【9月】多賀城跡発掘調査50प年記೦事ۀを։࠵　　【9月】木؆学ձ多賀城特別研究集ձを։࠵
【10月】h 多賀城跡－発掘のあΏみ2010－ʱץ行

23 【3月】多賀城跡調査研究所ࢿྉⅡʰ多賀城跡木؆Ⅰʱץ行

24 【5月】東日ຊେ਒ࡂの෮޻چ事に伴͍、政庁ਖ਼఼跡を調査。ๅُ11	780
年の火ࡂによるমࣦと建ସ͑を確認

25 【3月】多賀城跡調査研究所ࢿྉⅢʰ多賀城跡木؆Ⅱʱץ行

26 【2月】多賀城跡出土木؆と多賀城跡出土࣫ࢴจ書の県ࢦఆ༗ܗจԽࡒ（ݹจ書）ࢦఆがެ報（2�25）ࣔࠂ　　
【3月】多賀城跡調査研究所ࢿྉⅣʰ多賀城跡木؆Ⅲʱץ行

27 【4月】多賀城政庁南面地区の整උにணख（ྩ࿨５年౓·でܧଓ）

28 【2月】௟क府ූのจ書വに͍ͭて報ಓ発ද　　【2月】特別史跡多賀城跡附寺跡整උ基ຊ計画をࡦఆ

29 【3月】h 多賀城跡　外郭跡Ⅰ －南໳地区－ʱץ行

30 【3月】h 多賀城跡　政庁南面地区－城前׭ᦰ遺構・遺物編－ʱץ行

31 【3月】h 多賀城跡　政庁南面地区Ⅱ－城前׭ᦰ૯ׅ編－ʱץ行

ྩ࿨ 2 【3月】多賀城跡調査研究所ࢿྉᶛh 多賀城施釉陶磁器 ・ɦh 多賀城跡調査研究所Ԋֵ史-設立50प年記೦ࢽ- ・ɦh 多賀城跡－発掘のあΏみ2020－ʱץ行

3 【3月】h 多賀城跡　政庁南面地区Ⅲ－政庁南େ࿏・南北େ࿏－ʱץ行　　【5月】େ٢山༼跡の発掘調査にணख（ྩ࿨５౓·でܧଓ）

4 【3月】多賀城跡出土࣫ࢴจ書の重要จԽࡒ（ݹจ書）ࢦఆが׭報（3�22）ࣔࠂ

5 【6月】多賀城跡出土木؆の重要จԽࡒ（ݹจ書）ࢦఆが׭報（6�27）ࣔࠂ
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計
画 年౓ 次਺ 発掘調査地区

発掘
面積
	㎡ 


経අ
	ઍԁ


第
１
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨44

5次 政庁地区南東部 1
980

9
0006次 政庁地区北東部 2
079

7次 外郭南辺தԝ部	多賀城ൾ付ۙ
 264

ত࿨45

8次 外郭南辺தԝ部 350

12
000
9次 政庁地区南西部 2
046

10次 外郭西辺தԝ部 495

11次 外郭東辺南部 660

ত࿨46

12次 外郭தԝ地区北部 3
795

12
00013次 外郭東辺東໳付ۙ 1
600

14次 外郭東地区北部 2
086

ত࿨47

15次 の஑प辺ߵ 112

13
000
16次 政庁地区北൒部 1
320

17次 外郭北東۱・北西۱ 1
729

18次 外郭தԝ部地区北部 2
937

ত࿨48

19次 政庁地区北西部 2
640

17
000
20次 外郭南辺தԝ部 990

21次 外郭西地区தԝ部 1
485

22次 城外南方	高平遺跡
 3
465

第
２
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨49
23次 外郭東地区北部	ࣈେാ
 3
300

17
000
24次 外郭南東۱ 2
640

ত࿨50

25次 多賀城ഇ寺跡南େ໳ਪఆ地 2
310

22
00026次 多賀城ഇ寺跡த໳前方地区 2
310

27次 ૗ࣾ宮西ྡ市川େٱอ地区 660

ত࿨51
28次 ສ崎地区ޒ 2
310

22
000
29次 ສ崎地区ޒ 2
310

ত࿨52
30次 ສ崎地区ޒ 1
980

22
000
31次 政庁北方ྡ઀地区 1
980

ত࿨53
32次 政庁北方ྡ઀地区 1
000

22
000
33次 外郭西໳地区 1
000

第
３
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨54
34次 ੃山地区南௿࣪地 1
300

30
000
35次 の஑南地区ߵ 900

ত࿨55
36次 外郭東地域தԝ部࡞؏地区 1
800

30
000
37次 多賀城外南地方	࠭ԡ川東؛
地区 700

ত࿨56

38次 
調査ٸۓ	南୺௿࣪地؏࡞ 50

35
000
39次 外郭東地域தԝ部࡞؏地区 2
500

40次
外郭南辺築地東൒தԝ部	立石地区・

ٸۓ

80

ত࿨57
41次 外郭東辺南୺部	ా԰৔東୺地区） 1
200

32
000
42次 外郭東地域தԝ部	࡞؏地区
 500

ত࿨58
43次 外郭தԝ地区தԝ部	政庁南方
 800

32
000
44次 外郭தԝ地区தԝ部	政庁南方
 2
500

第
４
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨59

45次 下地区ࡔ 70

29
00046次 外郭西໳地区 750

47次 外郭西辺தԝ部 1
000

ত࿨60
48次 外郭南໳地区 800

29
000
49次 外郭北໳ਪఆ地区 450

ত࿨61
50次 政庁南地区 900

29
000
51次 外郭北東۱東地区 500

ত࿨62
52次 େാ地区ٴͼ東辺外の地区 500

29
000
53次 外郭東໳北東地区 1
000

ত࿨63
54次 外郭東໳東地区 1
000

29
000
55次 外郭東辺தԝ部	࡞؏地区
 500

計
画 年౓ 次਺ 発掘調査地区

発掘
面積
	㎡ 


経අ
	ઍԁ


第
５
次
５
ヵ
年
計
画

平成ݩ
56次 େാ地区北൒部 1
550

29
000
57次 外郭東辺南൒部	西୔地区
 500

平成2
58次 େാ地区தԝ部 1
470

30
000
59次 େാ地区தԝ部東側 900

平成3
60次 େാ地区தԝ部 1
450

30
000
61次 の஑地区ߵ 150

平成4
62次 େാ地区南൒部 1
100

35
000
63次 େാ地区北൒部 1
700

平成5 64次 େാ地区北部 3
000 35
000

第
６
次
５
ヵ
年
計
画

平成6 65次 外郭東໳北部・ݱ状変ߋに伴う調査 2
200 36
000

平成7 66次 େാ地区北西部 3
000 35
000

平成8 67次 େാ地区西部 3
000 39
000

平成9 68次 େാ地区西部・多賀城ൾ 2
650 36
000

平成10 69次 城前地区南部 2
000 36
000

第
７
次
５
ヵ
年
計
画

平成11 70次 城前地区南部 2
000 37
700

平成12 71次 城前地区南部 2
000 32
300

平成13 72次
南໳西側築地塀跡・南໳－政庁間ಓ
࿏跡

1
000 28
900

平成14 73次
南໳東側築地塀跡・南໳－政庁間ಓ
࿏跡

1
800 26
000

平成15
74次 南໳－政庁間ಓ࿏跡 1
000 25
220

75次 外郭北辺தԝ部 500

第
８
次
５
ヵ
年
計
画

平成16 76次 政庁東࿬఼・後఼・北辺地区 1
640 24
463

平成17 77次 政庁東࿖・西࿬఼・南面地区 970 23
730

平成18 78次 政庁地区・政庁南面地区・城前地区 2
700 16
610

平成19 79次
政庁-外郭南໳間ಓ࿏、城前・ߵ஑
地区

1
350 14
168

平成20 80次 ా԰৔地区・政庁南西地区 930 12
752

第
̕
次
５
ヵ
年
計
画

平成21 81次 の஑地区・政庁南西地区ߵ 900 12
064

平成22 82次 外郭東辺ҏอ石地区 580 11
460

平成23 83次 外郭南辺ޒສ崎地区　 960 11
447

平成24
84次 外郭南辺ޒສ崎地区 445 11
294

85次 政庁地区　ਖ਼఼跡 415

平成25 86次 外郭南辺ࡔ下地区　 350 10
300

第
10
次
５
ヵ
年
計
画

平成26 87次 外郭南辺ా԰৔・ࡔ下地区　 910 9
901

平成27
88次 外郭南辺立石地区　 390 9
424

89次 政庁南େ࿏・城前地区 280

平成28 90次 外郭南辺ࡔ下地区　 430 9
224

平成29 91次 外郭南໳ా԰৔地区（南北େ࿏）　 720 10
347

平成30 92次 外郭南辺ޒສ崎地区 200 9
255

第
11
次
５
ヵ
年
計
画

ྩ࿨ݩ 93次 外郭西辺ؙ山地区 300 10
688

ྩ࿨2 94次 政庁地区北方 600 10
629

ྩ࿨3 95次 政庁地区北方 700 8
742

ྩ࿨4
96次 政庁地区北方 280

8
898
97次 外郭南辺ࡔ下地区 150

ྩ࿨5
98次 外郭西辺৽西ٱอ地区 330

8
755
99次 政庁地区北方 300

調査面積ྦྷ計 121
433㎡
調査අ用ྦྷ計（ઍԁ） 1
207
271
ఆ地૯面積ࢦ 約1
070
000㎡
調査面積ʗ૯面積 約11�
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計
画 年౓ 次਺ 発掘調査地区

発掘
面積
	㎡ 


経අ
	ઍԁ


第
１
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨44

5次 政庁地区南東部 1
980

9
0006次 政庁地区北東部 2
079

7次 外郭南辺தԝ部	多賀城ൾ付ۙ
 264

ত࿨45

8次 外郭南辺தԝ部 350

12
000
9次 政庁地区南西部 2
046

10次 外郭西辺தԝ部 495

11次 外郭東辺南部 660

ত࿨46

12次 外郭தԝ地区北部 3
795

12
00013次 外郭東辺東໳付ۙ 1
600

14次 外郭東地区北部 2
086

ত࿨47

15次 の஑प辺ߵ 112

13
000
16次 政庁地区北൒部 1
320

17次 外郭北東۱・北西۱ 1
729

18次 外郭தԝ部地区北部 2
937

ত࿨48

19次 政庁地区北西部 2
640

17
000
20次 外郭南辺தԝ部 990

21次 外郭西地区தԝ部 1
485

22次 城外南方	高平遺跡
 3
465

第
２
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨49
23次 外郭東地区北部	ࣈେാ
 3
300

17
000
24次 外郭南東۱ 2
640

ত࿨50

25次 多賀城ഇ寺跡南େ໳ਪఆ地 2
310

22
00026次 多賀城ഇ寺跡த໳前方地区 2
310

27次 ૗ࣾ宮西ྡ市川େٱอ地区 660

ত࿨51
28次 ສ崎地区ޒ 2
310

22
000
29次 ສ崎地区ޒ 2
310

ত࿨52
30次 ສ崎地区ޒ 1
980

22
000
31次 政庁北方ྡ઀地区 1
980

ত࿨53
32次 政庁北方ྡ઀地区 1
000

22
000
33次 外郭西໳地区 1
000

第
３
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨54
34次 ੃山地区南௿࣪地 1
300

30
000
35次 の஑南地区ߵ 900

ত࿨55
36次 外郭東地域தԝ部࡞؏地区 1
800

30
000
37次 多賀城外南地方	࠭ԡ川東؛
地区 700

ত࿨56

38次 
調査ٸۓ	南୺௿࣪地؏࡞ 50

35
000
39次 外郭東地域தԝ部࡞؏地区 2
500

40次
外郭南辺築地東൒தԝ部	立石地区・

ٸۓ

80

ত࿨57
41次 外郭東辺南୺部	ా԰৔東୺地区） 1
200

32
000
42次 外郭東地域தԝ部	࡞؏地区
 500

ত࿨58
43次 外郭தԝ地区தԝ部	政庁南方
 800

32
000
44次 外郭தԝ地区தԝ部	政庁南方
 2
500

第
４
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨59

45次 下地区ࡔ 70

29
00046次 外郭西໳地区 750

47次 外郭西辺தԝ部 1
000

ত࿨60
48次 外郭南໳地区 800

29
000
49次 外郭北໳ਪఆ地区 450

ত࿨61
50次 政庁南地区 900

29
000
51次 外郭北東۱東地区 500

ত࿨62
52次 େാ地区ٴͼ東辺外の地区 500

29
000
53次 外郭東໳北東地区 1
000

ত࿨63
54次 外郭東໳東地区 1
000

29
000
55次 外郭東辺தԝ部	࡞؏地区
 500

計
画 年౓ 次਺ 発掘調査地区

発掘
面積
	㎡ 


経අ
	ઍԁ


第
５
次
５
ヵ
年
計
画

平成ݩ
56次 େാ地区北൒部 1
550

29
000
57次 外郭東辺南൒部	西୔地区
 500

平成2
58次 େാ地区தԝ部 1
470

30
000
59次 େാ地区தԝ部東側 900

平成3
60次 େാ地区தԝ部 1
450

30
000
61次 の஑地区ߵ 150

平成4
62次 େാ地区南൒部 1
100

35
000
63次 େാ地区北൒部 1
700

平成5 64次 େാ地区北部 3
000 35
000

第
６
次
５
ヵ
年
計
画

平成6 65次 外郭東໳北部・ݱ状変ߋに伴う調査 2
200 36
000

平成7 66次 େാ地区北西部 3
000 35
000

平成8 67次 େാ地区西部 3
000 39
000

平成9 68次 େാ地区西部・多賀城ൾ 2
650 36
000

平成10 69次 城前地区南部 2
000 36
000

第
７
次
５
ヵ
年
計
画

平成11 70次 城前地区南部 2
000 37
700

平成12 71次 城前地区南部 2
000 32
300

平成13 72次
南໳西側築地塀跡・南໳－政庁間ಓ
࿏跡

1
000 28
900

平成14 73次
南໳東側築地塀跡・南໳－政庁間ಓ
࿏跡

1
800 26
000

平成15
74次 南໳－政庁間ಓ࿏跡 1
000 25
220

75次 外郭北辺தԝ部 500

第
８
次
５
ヵ
年
計
画

平成16 76次 政庁東࿬఼・後఼・北辺地区 1
640 24
463

平成17 77次 政庁東࿖・西࿬఼・南面地区 970 23
730

平成18 78次 政庁地区・政庁南面地区・城前地区 2
700 16
610

平成19 79次
政庁-外郭南໳間ಓ࿏、城前・ߵ஑
地区

1
350 14
168

平成20 80次 ా԰৔地区・政庁南西地区 930 12
752

第
̕
次
５
ヵ
年
計
画

平成21 81次 の஑地区・政庁南西地区ߵ 900 12
064

平成22 82次 外郭東辺ҏอ石地区 580 11
460

平成23 83次 外郭南辺ޒສ崎地区　 960 11
447

平成24
84次 外郭南辺ޒສ崎地区 445 11
294

85次 政庁地区　ਖ਼఼跡 415

平成25 86次 外郭南辺ࡔ下地区　 350 10
300

第
10
次
５
ヵ
年
計
画

平成26 87次 外郭南辺ా԰৔・ࡔ下地区　 910 9
901

平成27
88次 外郭南辺立石地区　 390 9
424

89次 政庁南େ࿏・城前地区 280

平成28 90次 外郭南辺ࡔ下地区　 430 9
224

平成29 91次 外郭南໳ా԰৔地区（南北େ࿏）　 720 10
347

平成30 92次 外郭南辺ޒສ崎地区 200 9
255

第
11
次
５
ヵ
年
計
画

ྩ࿨ݩ 93次 外郭西辺ؙ山地区 300 10
688

ྩ࿨2 94次 政庁地区北方 600 10
629

ྩ࿨3 95次 政庁地区北方 700 8
742

ྩ࿨4
96次 政庁地区北方 280

8
898
97次 外郭南辺ࡔ下地区 150

ྩ࿨5
98次 外郭西辺৽西ٱอ地区 330

8
755
99次 政庁地区北方 300

調査面積ྦྷ計 121
433㎡
調査අ用ྦྷ計（ઍԁ） 1
207
271
ఆ地૯面積ࢦ 約1
070
000㎡
調査面積ʗ૯面積 約11�

−  ��  −

２）多賀城跡附寺跡環境整備事業の実績

計
画 年౓ ର৅地区 主な޻事内༰

事ۀඅ

	ઍԁ


第
１
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨45

政庁地区

南໳ཌྷ࿓・東࿬఼දࣔ 10
000 

ত࿨46 ਖ਼఼・築地塀දࣔ 20
000 

ত࿨47 西࿬఼・築地塀දࣔ 25
000 

ত࿨48
北西໳・築地塀දࣔ

20
000 
外郭東໳地区 東໳・竪穴ॅډදࣔ

ত࿨49 ࿡月ࡔ地区 掘立柱建物・૔ݿ・ಓ࿏දࣔ 20
000 

第
２
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨50 外郭東南۱地

区

木࣭遺構อଘ施設 20
000 

ত࿨51 ࣪地मܠ・Ԃ࿏ 10
000 

ত࿨52
の஑地区ߵ

南辺築地塀දࣔ 16
000 

ত࿨53
多賀城ൾप辺मܠ

16
000 

南໳地区
南໳・築地塀อޢ

ত࿨54 南໳प辺ٰྕの地ܗम෮・緑Խमܠ 20
000 

第
３
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨55 南໳地区 Ԃ࿏・ศӹ施設・緑Խमܠ 30
000 

ত࿨56

外郭南築地東

൒部
緑Խमܠ

30
000 
Ԃ࿏	ࢿྉؗ-南

໳

Ԃ࿏・ศӹ施設・緑Խमܠ

ত࿨57

外郭南໳地区

東ࣼ面
Ԃ࿏

28
000 

地区؏࡞

遺構อޢ੝土・緑Խमܠ

ত࿨58 建物දࣔ・ศӹ施設・緑Խमܠ 30
000 

ত࿨59 土ྥٴͼۭງදࣔ・ศӹ施設 27
000 

第
４
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨60 地区؏࡞ 遺構࿐出లࣔ・ศӹ施設・緑Խमܠ 27
000 

ত࿨61

政庁南地区 地ܗम෮・ಓ࿏෮ݩ・緑Խमܠ

27
地区؏࡞ 000 ศӹ施設

੃山地区 緑Խमܠ

ত࿨62
地区北部؏࡞ Ԃ࿏・緑Խमܠ・ศӹ施設

27
000 政庁地区 ศӹ施設・Ԃ࿏・緑Խमܠ

੃山地区 ศӹ施設・Ԃ࿏・緑Խमܠ

ত࿨63
・地区北部؏࡞

ٰྕ南西੄部
ศӹ施設・Ԃ࿏・緑Խमܠ 27
000 

平成ݩ
北辺地区南൒

部
ศӹ施設・Ԃ࿏・緑Խमܠ 27
112 

第
５
次
５
ヵ
年
計
画

平成2
北辺地区北൒

部

ศӹ施設・Ԃ࿏・緑Խमܠ 30
000 

平成3 ศӹ施設・Ԃ࿏・緑Խमܠ 30
000 

平成4
ศӹ施設

30
000 

東໳・େാ地

区東側部

地ܗम෮・Ԃ࿏・緑Խमܠ

平成5 建物දࣔ・ศӹ施設 35
000 

平成6 ศӹ施設 35
000 

第
６
次
５
ヵ
年
計
画

平成7
東໳・େാ地

区西側北൒部

ಓ࿏෮ݩ・築地塀දࣔ・ศӹ施設・

緑Խमܠ
30
000 

平成8 地ܗम෮・ಓ࿏෮ݩ・緑Խमܠ 39
000 

平成9
ಓ࿏දࣔ・ศӹ施設

51
000 
南໳地区 多賀城ൾ෴԰ղମमཧ

平成10
東໳・େാ地

区西側北൒部
ಓ࿏දࣔ・ഉਫ・緑Խमܠ 35
000 

平成11 建物දࣔ・ศӹ施設・緑Խमܠ 31
500 

計
画 年౓ ର৅地区 主な޻事内༰

事ۀඅ

	ઍԁ


第
７
次
５
ヵ
年
計
画

平成12

ദ木遺跡

造成・ഉਫ・๏面อޢ 14
400 

平成13 ๏面・Ԃ࿏・২࠿・ഉਫ 19
700 

平成14 ๏面อޢ・Ԃ࿏ 9
300 

平成15 ๏面・遺構දࣔ・Ԃ࿏・২࠿ 9
020 

平成16 Ԃ࿏޿৔・ഉਫ・২࠿・র明 8
266 

第
８
次
５
ヵ
年
計
画

平成17
Ҋ内൘・ඪ柱

整උ
Ҋ内൘ඪ柱・αΠϯ再整උ 15
738 

平成18 外郭北辺東北

۱（木ಓ再整

උ）

基൫整උ・޿৔・ࣗવҭ成 11
016 

平成19
構造物ఫ去・޿৔・ศӹ施設・ࣗવ

ҭ成
9
462 

平成20

政庁地区再整

උ

築地塀ฮ૷ఫ去 8
514 

平成21 築地塀ฮ૷ఫ去 8
500 

第
̕
次
５
ヵ
年
計
画

平成22 ௥Ճ遺構දࣔʪ西࿬఼・西࿖ʫ 8
084 

平成23 ௥Ճ遺構දࣔʪ東࿬఼・東࿖ʫ 8
104 

平成24 ௥Ճ遺構දࣔʪ後఼ʫ 7
956 

平成25 ෑ地造成ʪ北఼ʫ 7
560 

平成26 ௥Ճ遺構දࣔʪ北఼ʫ 8
636 

第
10
次
５
ヵ
年
計
画

平成27

政庁南面地区

政庁南େ࿏・આ明൘・ܜٳ施設再整

උ
8
193 

平成28 政庁南େ࿏再整උ・地ܗ測ྔ 13
000 

平成29 構造物ఫ去・実施設計 15
000 

平成30 基൫整උ（造成・ഉਫ） 76
708 

ྩ࿨ݩ 政庁南େ࿏෮ݩ・େ࿏関࿈遺構දࣔ 163
833 

第
11
次
５
ヵ
年
計
画

ྩ࿨２

政庁南面地区

চு建物දࣔ、建物構造෮ݩ 211
238 

ྩ࿨３
চு建物දࣔ、土間建物දࣔ、掘立

柱塀දࣔ
132
293 

ྩ࿨̐
土間建物දࣔ、掘立柱塀දࣔ、ศӹ

施設
63
083 

ྩ࿨５ આ明൘、ศӹ施設、ுࣳ 35
641 

ྩ࿨６ 地区؏࡞
ۭງ࿐出లࣔ再整උに޲けた調査・

設計

宮城県による整備面積（令和４年度末）

多賀城跡 168
964㎡

　政庁地区 18
725㎡

　࿡月ࡔ地区 9
335㎡

　南辺東地区 18
462㎡

　南໳地区・南辺西地区 13
824㎡

地区・東辺地区؏࡞　 27
934㎡

　北辺地区 33
947㎡

　東໳・େാ地区 25
299㎡

　政庁南面地区 21
438㎡

ദ木遺跡 3
759㎡

整උ事ۀඅ૯計 1
676
857ઍԁ
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計
画 年　౓ 遺　跡　名 事　ۀ 内༰ 発掘面積

	㎡ 

経අ

	ઍԁ


第
１
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨49 ౧生城跡 地ܗਤ࡞成・第1次発掘調査 内郭地区・外郭の調査 500 2
500

ত࿨50 ౧生城跡 第2次発掘調査 ಉ্ 850 2
500

ত࿨51 ҏ࣏城跡 地ܗਤ࡞成 1
020 1
500

ত࿨52 ҏ࣏城跡 第1次発掘調査 外郭ઢ・郭内の調査 438 3
000

ত࿨53 ҏ࣏城跡 第2次発掘調査 郭内の調査 780 3
000

第
２
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨54 ҏ࣏城跡 第3次発掘調査 ಉ্ 1
000 4
000

ত࿨55 名生ؗ遺跡 地ܗਤ࡞成・第1次発掘調査 城内地区の調査 1
650 7
000

ত࿨56 名生ؗ遺跡 第2次発掘調査 ಉ্ 1
960 7
000

ত࿨57 名生ؗ遺跡 第3次発掘調査 খؗ・内ؗ地区の調査 1
156 7
000

ত࿨58 名生ؗ遺跡 第4次発掘調査 খؗ地区の調査 1
020 7
000

第
３
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨59 名生ؗ遺跡 第5次発掘調査 城内地区の調査 1
800 6
300

ত࿨60
名生ؗ遺跡
合ઓ原༼跡

第6次発掘調査
ൣғ確認調査
関࿈༼跡調査

1
300 6
300

ত࿨61 東山遺跡 第1次発掘調査 遺構確認調査 1
100 7
800

ত࿨62 東山遺跡 第2次発掘調査 遺構෼෍状況の把握 1
074 7
000

ত࿨63 東山遺跡 第3次発掘調査 ᦰத਻部の把握׭ 1
200 7
000

第
４
次
５
ヵ
年
計
画

平成ݩ 東山遺跡 第4次発掘調査 ಉ্ 562 7
000

平成2 東山遺跡 第5次発掘調査 ಉ্ 600 7
000

平成3 東山遺跡 第6次発掘調査 ಉ্ 2
200 10
000

平成4 東山遺跡 第7次発掘調査 ಉ্ 3
260 12
000

平成5 下ҏ৔野༼跡 地ܗਤ࡞成・発掘調査 多賀城૑建期༼跡調査 600 14
000

第
５
次
５
ヵ
年
計
画

平成6 ౧生城跡 第3次発掘調査 政庁地区と外郭ઢの調査 2
300 22
000

平成7 ౧生城跡 第4次発掘調査 ಉ্ 730 20
000

平成8 ౧生城跡 第5次発掘調査 外郭ઢの調査 800 17
000

平成9 ౧生城跡 第6次発掘調査 政庁西側׭ᦰの調査 800 17
000

平成10 ౧生城跡 第7次発掘調査 ಉ্ 800 17
000

第
６
次
５
ヵ
年
計
画

平成11 ౧生城跡 第8次発掘調査 ಉ্ 1
200 15
300

平成12 ౧生城跡 第9次発掘調査 政庁西側ٰྕ্の調査 1
400 10
500

平成13 ౧生城跡 第10次発掘調査 ಉ্ 600 11
400

平成14 ُԬ遺跡 第1次発掘調査 遺跡のൣғ確認調査 520 6
500

平成15 ُԬ遺跡 第2次発掘調査 遺構෼෍状況の把握 830 6
300

第
７
次
５
ヵ
年
計
画

平成16 木ށ༼跡܈ 第1次発掘調査 ̖地点西側ٰྕの調査 620 6
115

平成17 木ށ༼跡܈ 第2次発掘調査 ̗・̘地点の調査 300 5
932

平成18 木ށ༼跡܈ 第3次発掘調査 ̗・̘地点の調査 1
300 4
152

平成19 ࿡月ࡔ遺跡 発掘調査 ԣ穴ุ܈の調査 1
000 3
520

日の出山༼跡܈ 掘調査ࢼ ̖地点北側の調査 200

平成20 日の出山༼跡܈ 第1次調査 ̛地点南側の調査 490 3
168

第
８
次
５
ヵ
年
計
画

平成21 日の出山༼跡܈ 第2次発掘調査 ̛地点西側の調査 620 2
994

平成22 日の出山༼跡܈ 第3次発掘調査 ̛地点東側の調査 375 2
846

平成23 େ٢山瓦༼跡 東日ຊେ਒ࡂによりதࢭ 0 0

平成24 ～ྩ࿨2 事ࢭٳۀ 0 0

ྩ࿨3 େ٢山瓦༼跡 地ܗਤ࡞成・第1次発掘調査 遺構෼෍状況の把握 145 2
824

ྩ࿨4 େ٢山瓦༼跡 第2次発掘調査 ఆ地東部の調査ࢦ 260 2
834

ྩ࿨5 େ٢山瓦༼跡 第3次発掘調査 ఆ地西部の調査ࢦ 380 3
161

　調査面積ྦྷ計 39
740㎡

　調査අ用ྦྷ計 309
446ઍԁ
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計
画 年　౓ 遺　跡　名 事　ۀ 内༰ 発掘面積

	㎡ 

経අ

	ઍԁ


第
１
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨49 ౧生城跡 地ܗਤ࡞成・第1次発掘調査 内郭地区・外郭の調査 500 2
500

ত࿨50 ౧生城跡 第2次発掘調査 ಉ্ 850 2
500

ত࿨51 ҏ࣏城跡 地ܗਤ࡞成 1
020 1
500

ত࿨52 ҏ࣏城跡 第1次発掘調査 外郭ઢ・郭内の調査 438 3
000

ত࿨53 ҏ࣏城跡 第2次発掘調査 郭内の調査 780 3
000

第
２
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨54 ҏ࣏城跡 第3次発掘調査 ಉ্ 1
000 4
000

ত࿨55 名生ؗ遺跡 地ܗਤ࡞成・第1次発掘調査 城内地区の調査 1
650 7
000

ত࿨56 名生ؗ遺跡 第2次発掘調査 ಉ্ 1
960 7
000

ত࿨57 名生ؗ遺跡 第3次発掘調査 খؗ・内ؗ地区の調査 1
156 7
000

ত࿨58 名生ؗ遺跡 第4次発掘調査 খؗ地区の調査 1
020 7
000

第
３
次
５
ヵ
年
計
画

ত࿨59 名生ؗ遺跡 第5次発掘調査 城内地区の調査 1
800 6
300

ত࿨60
名生ؗ遺跡
合ઓ原༼跡

第6次発掘調査
ൣғ確認調査
関࿈༼跡調査

1
300 6
300

ত࿨61 東山遺跡 第1次発掘調査 遺構確認調査 1
100 7
800

ত࿨62 東山遺跡 第2次発掘調査 遺構෼෍状況の把握 1
074 7
000

ত࿨63 東山遺跡 第3次発掘調査 ᦰத਻部の把握׭ 1
200 7
000

第
４
次
５
ヵ
年
計
画

平成ݩ 東山遺跡 第4次発掘調査 ಉ্ 562 7
000

平成2 東山遺跡 第5次発掘調査 ಉ্ 600 7
000

平成3 東山遺跡 第6次発掘調査 ಉ্ 2
200 10
000

平成4 東山遺跡 第7次発掘調査 ಉ্ 3
260 12
000

平成5 下ҏ৔野༼跡 地ܗਤ࡞成・発掘調査 多賀城૑建期༼跡調査 600 14
000

第
５
次
５
ヵ
年
計
画

平成6 ౧生城跡 第3次発掘調査 政庁地区と外郭ઢの調査 2
300 22
000

平成7 ౧生城跡 第4次発掘調査 ಉ্ 730 20
000

平成8 ౧生城跡 第5次発掘調査 外郭ઢの調査 800 17
000

平成9 ౧生城跡 第6次発掘調査 政庁西側׭ᦰの調査 800 17
000

平成10 ౧生城跡 第7次発掘調査 ಉ্ 800 17
000

第
６
次
５
ヵ
年
計
画

平成11 ౧生城跡 第8次発掘調査 ಉ্ 1
200 15
300

平成12 ౧生城跡 第9次発掘調査 政庁西側ٰྕ্の調査 1
400 10
500

平成13 ౧生城跡 第10次発掘調査 ಉ্ 600 11
400

平成14 ُԬ遺跡 第1次発掘調査 遺跡のൣғ確認調査 520 6
500

平成15 ُԬ遺跡 第2次発掘調査 遺構෼෍状況の把握 830 6
300

第
７
次
５
ヵ
年
計
画

平成16 木ށ༼跡܈ 第1次発掘調査 ̖地点西側ٰྕの調査 620 6
115

平成17 木ށ༼跡܈ 第2次発掘調査 ̗・̘地点の調査 300 5
932

平成18 木ށ༼跡܈ 第3次発掘調査 ̗・̘地点の調査 1
300 4
152

平成19 ࿡月ࡔ遺跡 発掘調査 ԣ穴ุ܈の調査 1
000 3
520

日の出山༼跡܈ 掘調査ࢼ ̖地点北側の調査 200

平成20 日の出山༼跡܈ 第1次調査 ̛地点南側の調査 490 3
168

第
８
次
５
ヵ
年
計
画

平成21 日の出山༼跡܈ 第2次発掘調査 ̛地点西側の調査 620 2
994

平成22 日の出山༼跡܈ 第3次発掘調査 ̛地点東側の調査 375 2
846

平成23 େ٢山瓦༼跡 東日ຊେ਒ࡂによりதࢭ 0 0

平成24 ～ྩ࿨2 事ࢭٳۀ 0 0

ྩ࿨3 େ٢山瓦༼跡 地ܗਤ࡞成・第1次発掘調査 遺構෼෍状況の把握 145 2
824

ྩ࿨4 େ٢山瓦༼跡 第2次発掘調査 ఆ地東部の調査ࢦ 260 2
834

ྩ࿨5 େ٢山瓦༼跡 第3次発掘調査 ఆ地西部の調査ࢦ 380 3
161

　調査面積ྦྷ計 39
740㎡

　調査අ用ྦྷ計 309
446ઍԁ
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ʰ年報1969 　ɦ（第5・6・7次調査） ত࿨45年3月 ʰ年報1996 　ɦ（第67次調査） 平成 9年3月

ʰ年報1970 　ɦ（第8・9・10・11次調査） ত࿨46年3月
ʰ年報1997 　ɦ（第68次調査、

多賀城ൾ෴԰ղମमཧ）
平成10年3月

ʰ年報1971 　ɦ（第12・13・14次調査） ত࿨47年3月 ʰ年報1998 　ɦ（第69次調査） 平成11年3月

ʰ年報1972 　ɦ（第15・16・17・18次調査） ত࿨48年3月 ʰ年報1999 　ɦ（第70次調査） 平成12年3月

ʰ年報1973 　ɦ（第19・20・21・22次調査） ত࿨49年3月 ʰ年報2000 　ɦ（第71次調査） 平成13年3月

ʰ年報1974 　ɦ（第23・24次調査） ত࿨50年3月 ʰ年報2001 　ɦ（第72次調査、ڥ؀整උ） 平成14年3月

ʰ年報1975 　ɦ（第25・26・27次調査、
東外郭ઢ南୺部）

ত࿨51年3月 ʰ年報2002 　ɦ（第73次調査） 平成15年3月

ʰ年報1976 　ɦ（第28・29次調査） ত࿨52年3月 ʰ年報2003 　ɦ（第74・75次調査） 平成16年3月

ʰ年報1977 　ɦ（第30・31次調査） ত࿨53年3月 ʰ年報2004 　ɦ（第76次調査） 平成17年3月

ʰ年報1978 （ɦ第32・33次調査、ڥ؀整උ）　 ত࿨54年3月 ʰ年報2005 　ɦ（第77次調査、ڥ؀整උ） 平成18年3月

ʰ年報1979 　ɦ（第34・35次調査、ڥ؀整උ） ত࿨55年3月 ʰ年報2006 　ɦ（第78次調査） 平成19年3月

ʰ年報1980 　ɦ（第36・37次調査） ত࿨56年3月 ʰ年報2007 　ɦ（第79次調査） 平成20年3月

ʰ年報1981 　ɦ（第38・39・40次調査） ত࿨57年3月 ʰ年報2008 　ɦ（第80次調査） 平成21年3月

ʰ年報1982 　ɦ（第41・42次調査） ত࿨58年3月 ʰ年報2009 　ɦ（第81次調査） 平成22年3月

ʰ年報1983 　ɦ（第43・44次調査） ত࿨59年3月 ʰ年報2010 　ɦ（第82次調査、ڥ؀整උ） 平成23年3月

ʰ年報1984 　ɦ（第45・46・47次調査、
（整උڥ؀

ত࿨60年3月 ʰ年報2011 　ɦ（第83次調査） 平成24年3月

ʰ年報1985 　ɦ（第46・48・49次調査） ত࿨61年3月 ʰ年報2012 　ɦ（第84・85次調査） 平成25年3月

ʰ年報1986 　ɦ（第49・50・51次調査） ত࿨62年3月 ʰ年報2013 　ɦ（第86次調査） 平成26年3月

ʰ年報1987 　ɦ（第50・52・53次調査） ত࿨63年3月 ʰ年報2014 　ɦ（第87次調査） 平成27年3月

ʰ年報1988 　ɦ（第54・55次調査） 平成ݩ年3月 ʰ年報2015 　ɦ（第88・89次調査、ڥ؀整උ） 平成28年3月

ʰ年報1989 　ɦ（第56・57次調査） 平成 2年3月 ʰ年報2016 　ɦ（第90次調査） 平成29年3月

ʰ年報1990 　ɦ（第58・59次調査） 平成 3年3月 ʰ年報2017 　ɦ（第91次調査） 平成30年3月

ʰ年報1991 　ɦ（第60・61次調査） 平成 4年3月 ʰ年報2018 　ɦ（第92次調査） 平成31年3月

ʰ年報1992 　ɦ（第62・63次調査） 平成 5年3月 ʰ年報2019 　ɦ（第93次調査） ྩ࿨ 2年6月

ʰ年報1993 　ɦ（第64次調査） 平成 6年3月 ʰ年報2020 　ɦ（第94次調査） ྩ࿨ 3年3月

ʰ年報1994 　ɦ（第65次調査、ڥ؀整උ） 平成 7年3月 ʰ年報2021 　ɦ（第95次調査） ྩ࿨ 4年3月

ʰ年報1995 　ɦ（第66次調査） 平成 8年3月 ʰ年報2022 　ɦ（第96・97次調査） ྩ࿨ 5年3月

ᶄଟլ৓ؔ࿈Ҩ੻調査報告書� � � �

ʰ౧生城跡Ⅰ 　ɦ　（第1࡭） ত࿨50年3月 ʰ౧生城跡Ⅲ 　ɦ（第20࡭） 平成 7年3月

ʰ౧生城跡Ⅱ 　ɦ　（第2࡭） ত࿨51年3月 ʰ౧生城跡Ⅳ 　ɦ（第21࡭） 平成 8年3月

ʰҏ࣏城跡Ⅰ 　ɦ　（第3࡭） ত࿨53年3月 ʰ౧生城跡ᶛ 　ɦ（第22࡭） 平成 9年3月

ʰҏ࣏城跡Ⅱ 　ɦ　（第4࡭） ত࿨54年3月 ʰ౧生城跡ᶜ 　ɦ（第23࡭） 平成10年3月

ʰҏ࣏城跡Ⅲ 　ɦ　（第5࡭） ত࿨55年3月 ʰ౧生城跡ᶝ 　ɦ（第24࡭） 平成11年3月

ʰ名生ؗ遺跡Ⅰ 　ɦ（第6࡭） ত࿨56年3月 ʰ౧生城跡ᶞ 　ɦ（第25࡭） 平成12年3月

ʰ名生ؗ遺跡Ⅱ  ɦ　（第7࡭） ত࿨57年3月 ʰ౧生城跡ᶟ 　ɦ（第26࡭） 平成13年3月

ʰ名生ؗ遺跡Ⅲ 　ɦ（第8࡭） ত࿨58年3月 ʰ౧生城跡ᶠ 　ɦ（第27࡭） 平成14年3月

ʰ名生ؗ遺跡Ⅳ 　ɦ（第9࡭） ত࿨59年3月 ʰُԬ遺跡Ⅰ 　ɦ（第28࡭） 平成15年3月
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ʰ名生ؗ遺跡ᶛ 　ɦ（第10࡭） ত࿨60年3月 ʰُԬ遺跡Ⅱ 　ɦ　　　（第29࡭） 平成16年3月

ʰ名生ؗ遺跡ᶜ 　ɦ（第11࡭） ত࿨61年3月 ʰ木ށ༼跡܈Ⅰ 　ɦ　　（第30࡭） 平成17年3月

ʰ東山遺跡Ⅰ 　ɦ　（第12࡭） ত࿨62年3月 ʰ木ށ༼跡܈Ⅱ 　ɦ　　（第31࡭） 平成18年3月

ʰ東山遺跡Ⅱ 　ɦ　（第13࡭） ত࿨63年3月 ʰ木ށ༼跡܈Ⅲ 　ɦ　　（第32࡭） 平成19年3月

ʰ東山遺跡Ⅲ 　ɦ　（第14࡭） 平成ݩ年3月 ʰ࿡月ࡔ遺跡΄か 　ɦ　（第33࡭） 平成20年3月

ʰ東山遺跡Ⅳ 　ɦ　（第15࡭） 平成 2年3月 ʰ日の出山༼跡܈Ⅰ 　ɦ（第34࡭） 平成21年3月

ʰ東山遺跡ᶛ 　ɦ　（第16࡭） 平成 3年3月 ʰ日の出山༼跡܈Ⅱ 　ɦ（第35࡭） 平成22年3月

ʰ東山遺跡ᶜ 　ɦ　（第17࡭） 平成 4年3月 ʰ日の出山༼跡܈Ⅲ 　ɦ（第36࡭） 平成23年3月

ʰ東山遺跡ᶝ 　ɦ　（第18࡭） 平成 5年3月 ʰେ٢山瓦༼跡Ⅰ 　ɦ　（第37࡭） ྩ࿨ 4年3月

ʰ下ҏ৔野༼跡 　ɦ（第19࡭） 平成 6年3月 ʰେ٢山瓦༼跡Ⅱ 　ɦ　（第38࡭） ྩ࿨ 5年3月

③研究紀要

ʰ研究紀要Ⅰʱ ত࿨49年3月 ʰ研究紀要ᶛʱ ত࿨53年3月

ʰ研究紀要Ⅱʱ ত࿨50年3月 ʰ研究紀要ᶜʱ ত࿨54年3月

ʰ研究紀要Ⅲʱ ত࿨51年3月 ʰ研究紀要ᶝʱ ত࿨55年3月

ʰ研究紀要Ⅳʱ ত࿨52年3月

④総括調査報告書・資料集

ʰ多賀城跡 政庁跡 ਤ࿥編ʱ ত࿨55年3月
ʰ多賀城跡木؆Ⅱʱ
　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅢ

平成25年3月

ʰ多賀城跡 政庁跡 ຊจ編ʱ ত࿨57年3月
ʰ多賀城跡木؆Ⅲʱ
　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅣ

平成26年3月

ʰ多賀城跡 政庁跡 ิ遺編ʱ 平成22年3月
ʰ多賀城施釉陶磁器ʱ
　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉᶛ

ྩ࿨ 2年3月

ʰ多賀城跡 外郭跡Ⅰ－南໳地区－ʱ 平成29年3月 ʰ多賀城とݹ代日ຊʱ ত࿨50年3月

ʰ多賀城跡 政庁南面地区
　　　　－城前׭ᦰ遺構・遺物編－ʱ

平成30年3月 ʰ多賀城とݹ代東北ʱ ত࿨60年3月

ʰ多賀城跡 政庁南面地区Ⅱ
　　　　－城前׭ᦰ૯ׅ編－ʱ

平成31年3月 ʰ多賀城跡－発掘のあΏみ－ʱ 平成15年3月

ʰ多賀城跡 政庁南面地区Ⅲ
　　　　－政庁南େ࿏・南北େ࿏－ʱ

ྩ࿨ 3年3月 ʰ多賀城跡－発掘のあΏみ2010－ʱ 平成22年9月

ʰ多賀城࣫ࢴจ書ʱ
　　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅠ

ত࿨54年3月 ʰ多賀城跡－発掘のあΏみ2020－ʱ ྩ࿨ 2年3月

ʰ多賀城跡木؆Ⅰʱ
　　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅡ

平成23年3月

⑤整備基本計画など

ʰ特別史跡多賀城跡整උ基ຊ計画ʱ 平成28年3月

ʰ多賀城跡調査研究所Ԋֵ史ʱ ྩ࿨ 2年3月

ʰ特別史跡多賀城跡附寺跡緑Խमܠ基ຊ方਑ʱ ྩ࿨ 3年3月
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ʰ名生ؗ遺跡ᶛʱ（第10࡭） ত࿨60年3月 ʰُԬ遺跡Ⅱʱ （第29࡭） 平成16年3月

ʰ名生ؗ遺跡ᶜʱ（第11࡭） ত࿨61年3月 ʰ木ށ༼跡܈Ⅰʱ （第30࡭） 平成17年3月

ʰ東山遺跡Ⅰʱ （第12࡭） ত࿨62年3月 ʰ木ށ༼跡܈Ⅱʱ （第31࡭） 平成18年3月

ʰ東山遺跡Ⅱʱ （第13࡭） ত࿨63年3月 ʰ木ށ༼跡܈Ⅲʱ （第32࡭） 平成19年3月

ʰ東山遺跡Ⅲʱ （第14࡭） 平成ݩ年3月 ʰ࿡月ࡔ遺跡΄かʱ （第33࡭） 平成20年3月

ʰ東山遺跡Ⅳʱ （第15࡭） 平成 2年3月 ʰ日の出山༼跡܈Ⅰʱ（第34࡭） 平成21年3月

ʰ東山遺跡ᶛʱ （第16࡭） 平成 3年3月 ʰ日の出山༼跡܈Ⅱʱ（第35࡭） 平成22年3月

ʰ東山遺跡ᶜʱ （第17࡭） 平成 4年3月 ʰ日の出山༼跡܈Ⅲʱ（第36࡭） 平成23年3月

ʰ東山遺跡ᶝʱ （第18࡭） 平成 5年3月 ʰେ٢山瓦༼跡Ⅰʱ （第37࡭） ྩ࿨ 4年3月

ʰ下ҏ৔野༼跡ʱ（第19࡭） 平成 6年3月 ʰେ٢山瓦༼跡Ⅱʱ （第38࡭） ྩ࿨ 5年3月

③研究紀要

ʰ研究紀要Ⅰʱ ত࿨49年3月 ʰ研究紀要ᶛʱ ত࿨53年3月

ʰ研究紀要Ⅱʱ ত࿨50年3月 ʰ研究紀要ᶜʱ ত࿨54年3月

ʰ研究紀要Ⅲʱ ত࿨51年3月 ʰ研究紀要ᶝʱ ত࿨55年3月

ʰ研究紀要Ⅳʱ ত࿨52年3月

④総括調査報告書・資料集

ʰ多賀城跡 政庁跡 ਤ࿥編ʱ ত࿨55年3月
ʰ多賀城跡木؆Ⅱʱ
　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅢ

平成25年3月

ʰ多賀城跡 政庁跡 ຊจ編ʱ ত࿨57年3月
ʰ多賀城跡木؆Ⅲʱ
　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅣ

平成26年3月

ʰ多賀城跡 政庁跡 ิ遺編ʱ 平成22年3月
ʰ多賀城施釉陶磁器ʱ
　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉᶛ

ྩ࿨ 2年3月

ʰ多賀城跡 外郭跡Ⅰ－南໳地区－ʱ 平成29年3月 ʰ多賀城とݹ代日ຊʱ ত࿨50年3月

ʰ多賀城跡 政庁南面地区
　　　　－城前׭ᦰ遺構・遺物編－ʱ

平成30年3月 ʰ多賀城とݹ代東北ʱ ত࿨60年3月

ʰ多賀城跡 政庁南面地区Ⅱ
　　　　－城前׭ᦰ૯ׅ編－ʱ

平成31年3月 ʰ多賀城跡－発掘のあΏみ－ʱ 平成15年3月

ʰ多賀城跡 政庁南面地区Ⅲ
　　　　－政庁南େ࿏・南北େ࿏－ʱ

ྩ࿨ 3年3月 ʰ多賀城跡－発掘のあΏみ2010－ʱ 平成22年9月

ʰ多賀城࣫ࢴจ書ʱ
　　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅠ

ত࿨54年3月 ʰ多賀城跡－発掘のあΏみ2020－ʱ ྩ࿨ 2年3月

ʰ多賀城跡木؆Ⅰʱ
　　　　宮城県多賀城跡調査研究所ࢿྉⅡ

平成23年3月

⑤整備基本計画など

ʰ特別史跡多賀城跡整උ基ຊ計画ʱ 平成28年3月

ʰ多賀城跡調査研究所Ԋֵ史ʱ ྩ࿨ 2年3月

ʰ特別史跡多賀城跡附寺跡緑Խमܠ基ຊ方਑ʱ ྩ࿨ 3年3月
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2023年5月15日

～

2023年11月30日

第98次調査
330㎡

第99次調査
300㎡

調査計画に
基づく学術
調査

世界測地系準拠
（ＧＲＳ８０）

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主  な  遺  物 特  記  事  項

特別史跡
　多賀城跡
　附寺跡

国府・城柵 奈良平安 掘立柱建物
切土
整地層
竪穴遺構
土坑
溝
炉

土師器・須恵器・須恵系土器・青磁・
白磁・緑釉陶器・灰釉陶器、瓦、土製品、
石製品、鉄製品、鉄滓

要　　約

【第98次調査】第Ⅰ・Ⅱ期の外郭西辺区画施設の把握、第Ⅲ・Ⅳ期の区画施設の構造と年代の再検討を目的
として実施し、以下の成果を得た。
①外郭西辺区画施設として材木塀を検出し、A ～ Cの３時期の変遷を確認した。これらの年代は第Ⅲ～Ⅳ期で、

B期の材木塀には櫓とみられる掘立柱建物が伴う。第Ⅰ・Ⅱ期に遡る区画施設は確認できなかった。
②C期の材木塀の掘方埋土が灰白色火山灰を含むことを確認し、今回の調査地点ではC期の構築が火山灰降下

後であることが明らかとなった。
【第99次調査】第96次調査で検出したSB3465掘立柱建物の規模と構造の把握を主な目的として実施し、以
下の成果を得た。
①建物は切土と整地層による造成を伴って構築されており、東に廂が付く南北６間、東西３間の南北棟であ

ることが判明した。年代は780年以降～９世紀前葉頃の第Ⅲ期である。
②竪穴遺構の内部で５基の鍛冶炉を確認した。年代は第Ⅲ期である。
③過去の調査成果と合わせて、第Ⅲ期以降に政庁北側の区域が活発に利用される状況が明らかになった。
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